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土器溜1検出状況（上から）

土器溜1検出状況（東から）



序

鳥取県西部、秀峰大山の西に位置する会見町は豊かな自然に恵まれた美しい町であります。さ

らに、古代からの遺跡の宝庫としても知られており、山陰屈指の規模を誇る三崎殿山古墳、三角

縁神獣鏡の出土した普段寺古墳群など古代人の生活や当時の活発な交流を物語る貴重な遺跡・遺

物が数多く存在しております。

当財団では、このような遺跡地帯で平成8年度に鳥取県住宅供給公社の委託を受け、西部埋蔵

文化財会見団地調査事務所が、発掘調査を実施いたしました。

調査の結果、畿内系・吉備系といった外来系の土器を始め、多数の遺構・遺物が発見されまし

た。これらは、当時の他地域との交流関係について考える上で貴重な資料になると思われます。

今回、この調査結果をまとめ、発掘調査報告書として刊行することができました。本報告書が

教育および学術研究のための資料として広く活用され、歴史を解明する一助となる事を期待する

とともに、埋蔵文化財に対する一般の方々の理解と関心を高めるうえで役に立てば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査に際しまして、多大な御理解と、御協力をいただきました地元

の皆様を始め、御指導いただきました方々、その他の関係各位に対し、心から感謝し、厚く御礼

申し上げます。

平成9年3月

財団法人　鳥取県教育文化財団

理事長　田　渕　康　允



例 仁コ

1．本報告書は鳥取県住宅供給公社が開発する会見団地宅地開発事業に伴う、埋蔵文化財発掘調査記録である。
てんまんといまえ

2．本報告書に記載した遺跡の名称は天寓土井前遺跡であり、所在地は鳥取県西伯郡会見町天万2168である。

3．本報告書で示す標高は、町道天万三崎線道路改築工事の際の基準点（SBM－4、標高19．323m）を基点と

し、方位は磁北を示す。Ⅹ：、Y：の数値は国土座標第5系の座標値である。

4．本報告書に記載した地形図は国土地理院発行の1／25，000地形図「母里」、「伯者溝口」と会見町役場発行の

1／5，000会見町全図を使用した。

5．本発掘調査の実施にあたっては、石製品の石材鑑定を鳥取大学赤木三郎先生にお願いした。明記して深甚の

謝意を表します。

6．本発掘調査の実施にあたっては、木製品等の14C年代測定を京都産業大学山田治先生に、プラント・オパー

ル分析、植物珪酸体分析および古環境分析をパリノ・サーヴェイ株式会社に、調査地内の測量および基準杭

の設置をサンイン技術コンサルタント株式会社に、ラジコンヘリコプターによる空中写真撮影をスカイサー

ビスにそれぞれ委託した。

7．遺物の実測は第1章第3節に掲げた整理員・室内整理作業員が行った。

8．掲載図面は、調査員が作成したものを整理員・室内整理作業員が浄書した。

9．遺物の写真撮影は調査員が行った。

10．発掘調査によって作成された記録類および出土遺物は、鳥取県埋蔵文化財センターに保管されている。

11．出土した木製品の保存処理は、鳥取県埋蔵文化財センターで実施した。

12．本報告書の作成は調査員の協議に基づいて執筆・編集し、執筆担当者は目次に記した。

13．現地調査および報告書の作成にあたっては上記の先生方のほかに、多くの方々からのご指導・ご助言・ご支

援をいただいた。明記して深謝致します（敬称略・順不同）

新井宏則　米揮睦夫　吾郷信一　松本　哲　杉谷愛象　谷口恭子　遠藤秀光　宮川　紳　西尾克己　岩橋孝典

柳浦俊一　正岡睦夫　平井　勝　平井泰男　伊藤　実　森岡秀人　千賀　久　奥田　尚　藤澤良祐　金子健一

会見町役場　会見町教育委員会　岡山県立古代吉備文化財センター　広島県立歴史民俗資料館　奈良県立橿原

考古学研究所附属博物館　芦屋市教育委員会



凡 例

11

1．発掘調査時における遺構名・番号は、報告書作成時において大幅に変更している。新旧の対照は下記の対照

表を参照されたい。

2．本報告書において、遺構名に略称を用いたものは次のとおりである。

SK：土坑、SD：溝状遺構、P：ピット、SC：道状遺構

3．遺物には、原則的に遺跡名（略称TDと表示）・グリッド名・遺構名・取上番号・取上年月日を記入した。

遺構名については旧名を記入している。

4．遺物観察表中の法量（a～C）の計測位置はそれぞれ欄外に明記した。なお※は復元値を、△は残存値を、

◎は推定値をそれぞれ表す。

遺構名新旧対照表

新　 名 旧　 名 新　 名 旧　 名 新　 名 旧　 名 新　 名 旧　 名

S K Ol S K 36 S K 25 S K 20 S D Ol S D 33 S D 25 S D 15

S K O2 S K 37 S K 26 S K 21 S D O2 S D 32 S D 26 S D 12

S K O3 S K 31 S K 27 S K 22 S D O3 S D 36 S D 27 S D 18

S K O4 S K 34 S K 28 S K 23 S D O4 S D 34 S D 28 S D 19

S K O5 S D 37 S K 29 S K 16 S D O5 S D 35 S D 29 S D 23

S K O6 S K 41 S K 30 S K 17 S D O6 S D 4 1 S D 30 S D O9

S K O7 S K 40 S K 31 S K 18 S D O7 S D 27 S D 31 S D 17

S K O8 S K 33 S K 32 ．S K 19 S D O8 S D 28 S D 32 S＿b 22

S K O9 S K 38 S K 33 S D 13 S D O9 S D 31 S D 33 S D 26

S K lO S K 39 S －K 34 P 143 S D lO S D 29 S D 34 S D 25

S K ll S K O8 S K 35 P ．154 S D ll S D 30 P Ol P 255

S K 12 S K O6 S K 36 P 155ほか S D 12 S D 40 P O2 P 256

S K 13 S K Ol S K 37 P 157 S D 13 S D 38 P O3 P 257

S K 14 S K O2 S K 38 P 159 S D 14‾ S P 39 P O4 P 258

S K 15 S K O3 S K 39 P 161 S D 15 S D 42 P O5 P 265

白K 16 S K O4 S K 40 S K 24 S D 16 S D O5 P O6 P 266

S K 17 S K O5 S K 41 S K 3り S D 17 S D Ol P O7 P 267

S K 18 S K lO S K 42 S K 32 S D 18 S D O2 P O8 P 268

S K 19 S K ll S K 43 S K 27 S D 19 S D O3 P O9 P 269

S K 20 S K 12 S K 44 S K 29 S D 20 S D O4 P lO P 270

S K 21 S K O9 S K 45 S K 28 S D 2 1 S D O8 P ll P 271

S K 22 S K 14 S K 46 S K 26 S D 22 S D lO P 12 P 272

S K 23 S K 15 S 箪47 S K 25 S D 2芋 S D O6 P 13 P 259

S K 24 S K 13 S K 48 S K 42 S D 24 S D O7

i

P 14 P 260



新　 名 旧　 名 新　 名 旧　 名 新　 名 旧　 名 新　 名 旧　 名

P 15 P 309 P 53 P 284 P 9 1 P 37 P 129 P 29

P 16 P 262 P 54 P 285 P 92 P 12 P 130 P 48

P 17 P 261 P 55 P 286 P 93 P 13 P 131 P 55

P 18 P 227 P 56 P 287 P 94 P 14 P 132 P 56

P 19 P 226 P 57 P 307 P 95 P 15 P 133 P 57

P 20 P 188 P 58 P 308． P 96 P 16 ＿ P 134 P 58

P 21 P 208 P 59 P 244 P 97 P 17 P 135 P 59

P 22 P 209 P 60 P 245 P 98 P 18 P 136 P 61

P 23 P 296 P 61 P 246 P 99 P 19 P 137 P 62

P 24 P 297 P 62 P 247 P lOO P 38 P 138 LグリッドP63

P 25 P 298 P 63 P 248 P lOl P 39 P 139 KグリッドP63

P 26 P 299 P 64 P 249 P lO2 P 40 P 140 P 64

P 27 P ．300 P 65 P 250 P lO3 P 4 1 P 141 P 65

P 28 P 301 P 66 P ‾251 P lO4 P 43 P 142 P 71

P 29 P 302 P 67 P 252 P lO5 P 44 P 143 P 80°

P 30 ． P 288 P 68 P 253 P lO6 P 45 P 144 P 81

P 31 P 289 P 69 P 254 P lO7 P 46 P 145 P 82

P 32 P 290 P 70 P 263 P lO8 P 47 P 146 P 73

P ．33 P 291 P 71 P 264 P lO9 P 22 P 147 P 84

P 34 P 292 P 72 P 205 P llO P 21 P 148 P 85

P 35 P 293 P 73 P 206 P lll P 20 P 149 P 86

P 36 P 304 ‾ P 74 P 207 P 112 P 11 P 150 P 87

P 37 P 303‾ P 75 P 210 P 113 P lO P 15 1 P 92

P 38 P 294 P 76 P 224 P 114 P O9 P 152 P ‾94

P 39 P 295 P 77 P 225 P 115 P O8 P 153 P 95

P 40 P 305 P 78 P 23 P 116 P 49 P 154 P 96

P 4 1 P 306 P 79 P 24 P 117 P 50 P 155 P 99

P 42 P 273 P 80 P 25 P 118 P 51 P 156 P lOO

P 43 P 274 P 81 P 26 P 119 P 52 P 157 P 125

P 44 P 275 P 82 P 27 P 120 P 53 P 158 P 120

P 45 P 276 P 83 P 28 P 121 P 54 P 159 P 121

P 46 P 277 P 84 P 30 P 122 P O l P 160 P 122

P 47 P 278 P 85 P 31 P 123 P O2 P 161 P 123

P 48・ P 279 P 86 P 32 P 124 P O3 P 162 P 181

P 49 P 280 P 87 P 33 P 125 P ・04 P 163 P 79

P 50 P 281 P 88 ・P 34 P 126 P O5 P 164 P lO3

P 51 P 282 P 89 P 35 P 127 P O6 P 165 P lO4

P 52 P 283 P 90 P 36 P 128 P O7 P 166 P lO5

l

l
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新　 名

旧 名 l

新　 名 旧　 名 新　 名 旧　 名 新　 名

旧 名 l

P 167 P lO6 P 204 P 147 P 24 1 P 187 P 278 P 204

P 168 P lO7 P 205 － P 242 P 189 P 279 P 203

P 169 P lO8 P 206 P 156 P 243 P 190 P 280 P 202

・P 170 P lO9 P 207 P 148 ・149 P 244 P 196 P 281 P 201

P 171 P斗10 P 208 P 150 P 245 P 192 i 282 P 200

P 172 P 112 P 209 P 151 P 246 P 191 P 283 P 199

P 173 P 113 P 210 － P 247 P 198 P 284 P 195

P 174 P 114 P 211 P 152 P 248 P 212 P 285 P 194

P 175 P 74 P 212 P 157 P 249 P 211 P 286 P 193

P 176 P 75 P 213 － P 250 P 213 P 287 P 311

P 177 P 76 P 214 － P 251 P 214 P 288 P 312

P 178 P 77 P 215 P 15岳 P 252 P 215 P 289 P 313

P 179 ・ P 78 P 216 P 162 P 253 P 216 P 290 P 314

P 180 P 126 P 217 P 163 P 254 P 217 P 291 P 315

P 181 P 127 P 218 P 164 P 255 P 218 P 292 P 3 16

P 182 P 129 P 219 － P 256 P 222 P 293 P 3 17

P 183 P 128 P 220 － P 257 P 219 P 294 P 3 18

P 184 P 130 P 221 P 165 P 258 P 220 P 295 P 319

P 185 P 13 1 P 222 P 166 P 259 P 223 P 296 P 320

P 186 － P 223 P 166 P 260 P 22 1 P 297 P 32i

P 187 P 153 P 224 P 167 P 26 1 P 228 P 298 P 322

P 188 P 132 P 225 P 183 P 262 P 229 P 299 P 323

P 189 P 133 P 226 P 169 P 263 P 242 P 300 P 324

P 190 P 134 P 227 P 170 P 264 P 230 P 30 1 P 325

P 191 P 135 P 228 P 172 P 265 P 237 ＿ P 302 P 326

P 192 P 136 P ＿229 P 174 P 266・ P 238 P 303 P 327

P 193 P 137 P 230 P 173 P 267 P 239 P 304 P 328

P 194 P 138 P 231 P 175 P 268 P 240 P 305 P 329

P 195 P 139 P 232 P 176 P 269 P 243 P 306 P 118

P 196 － P 233 P 177 P 270 P 241 P 307 P 89

P 197 P 140 P 234 P 178 P 271 P 231 S C Ol SD14 ・20 ・21

P 198 P 141 P 235 P 179 P 272 P 232 自然河川01 Ⅱ a 区河川

P 199 P 182 P 236 P 180 P 273 P 233 自然河川02 S D 24

P 200 P 142 P 237 P 197 P 274 P 234 自然河川03 Ⅳ a 区河川

P 201 P 145 P 238 P 184 P 275 P 235 土器溜 1 P 32土器溜

P 202 P 144 P 239 P 185 P 276 P 236 土器溜 2 P 33土器溜

P 203 P 146 P 240 P 186 P 277 P 310
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第1章　調査の経緯

第1節　調査に至る経経

本遺跡の所在する会見町は米子市の南に隣接す．る町であるが、1955年の町制施行時の4，769人をピークに人口

は減少を続け、1975年を境に増加傾向に転じたものの現在ではピーク時に比べ約640人減っているうえ、働き盛

りの年齢層が町外へ転出している状況である。このため町の活性化のため地元における企業の育成・誘致ととも

に住宅用地の確保が急務となっており、会見町は「活力とうるおいのある町づくり」をキャッチフレーズに2000

年の目標人口4，500人を確保できる住宅団地開発の計画を策定し、当面の開発として会見町の中心地であり公共

施設の整った天万地区に88区画の小規模団地を計画し、鳥取県住宅供給公社に開発の要請をしたものである。

事業が予定される範囲内に周知の遺跡は知られていなかったものの、周辺の丘陵上には寺内遺跡・宮尾遺跡と

いった集落遺跡のほか、普段寺古墳群や三崎殿山古墳といった主要な古墳も存在することから、事業予定地内に

おける遺跡の有無を確認することが必要となった。

このため会見町教育委員会は、1994年9月8日から9月14日にかけて事業予定地内に3ヶ所のグリッドを設定

した試掘調査を行い、ピット等の遺構を検出するとともに、弥生時代後期～奈良時代の遺物を検出した（1）。この

結果を受けて町教委は、事業予定地のうち道路部分について1995年9月14日から12月20日まで再度試掘調査を行っ

た。この調査では27本のトレンチが設定され、そのいずれにも遺構・遺物が確認されたため（2）、鳥取県教育委員

会・会見町教育委員会および鳥取県住宅供給公社が遺跡の取り扱いに関する協議を行い、1996年度に発掘調査を

鳥取県住宅供給公社から委託を受けて財団法人鳥取県教育文化財団が行うこととなった。

註

（1）門脇豊文編1994『天万所在遺跡発掘調査報告書』会見町教育委員会。

（2）吾郷信一・米澤睦雄編1996『天万土井前遺跡試掘調査報告書』会見町教育委員会。

第2節　調査の経過と方法

調査区は事業予定地内のうち道路・擁壁・防火水槽となる部分で、幅22mの幹線道路部分を除き、狭長な調査

区が接続する形となっている。調査は全体をI～Ⅳ区に4分割し、さらにそれぞれを便宜上4～6区画に細分し

て行った（第1図、第2図）。

調査区を含め周辺は大部分がかつて水田として利用されており、1975～1976年にかけて実施された圃場整備に

ょって削平・盛土などの整地が行われていた。このため、その際の客土である水田耕作土を重機を用いて除去し、

その後人力による遺構・遺物の検出を行うこととした。

調査にあたってはグリッドを単位として設定した。調査地全域に国土座標第5系による方眼を設け、それらを

10m四方の小単位に分割しグリッドとした。調査地内のグリッドの交点には表土剥ぎ終了後基準杭を打ち、調査

区境付近には方向杭を据え調査に備えた。グリッドは東から西に向かいアルファベットを、北から南に向かい算

用数字をそれぞれ若い順に付しグリッド名とした。

調査は4分割した調査区のうち幹線道路を含むⅡ・Ⅲ区から行うこととし、その後Ⅳ区・I区の順に着手した。

Ⅱ・Ⅲ区の表土剥ぎは4月8日から行い、4月22日から遺構・遺物の検出を開始した。ここでは水田耕作土直

下に地山が現れ、良好な遺物包含層が遺存していなかったため、遺物の出土量は少なかったものの、土坑・溝状

遺構・ピット群などの遺構が多数検出された。また自然河川も幹線道路部分に2ヶ所確認され、掘り下げに時間

を費やした。Ⅱ・Ⅲ区とも遺物を伴う遺構が少なく、時期・性格とも不明なものが多いなかで、Ⅲa区で検出さ
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れたSCOlは近世後半の道路と推定されるものである○Ⅲ区の調査は夏過ぎまで行い、乾燥のため遺構検出に困

難が伴ったが、9月12日にⅡ・Ⅲ区の空撮を行い、作業員の大部分をⅣ区に回すことができた。Ⅱ・Ⅲ区の調査

面積はそれぞれ2，660、3，814I前こ及んだ。

Ⅳ区は6月13日から表土剥ぎに入り、調査可能な部分から作業員を投入した。Ⅳa区は表土剥ぎを行っていた

時期が梅雨で降雨も多く、また客土が1m以上に及んでいたため表土を除去した後の壁面が次々に崩壊した。こ

のため住宅供給公社と協議のうえ、調査地外の客土部分に法をつけることで解決を図った。Ⅳ区はⅣa区を除い

て遺物包含層が認められず、遺構の検出にとどまったが、Ⅳa区では自然河川を埋める厚い腐植土が堆積してお

り多量の遺物を包含していたため、連日取り上げ作業に追われた。周辺よりも深く掘り下げたこともあって雨が

降ればすぐに水没するうえ、排水しても土がぬかるみ、夏になれば逆に乾いて固くなるなど調査は困難を極めた。

このような調査であったが、弥生時代後期～古墳時代前期を中心とする多量の遺物が確認され、竹管文を施すも

のや外来系土器も多く出土するなど、調査区全体の中でもっとも成果の多い地点であった。さらにパリノ・サー

ヴェイ株式会社による自然河川断面での土壌サンプリングを10月9日に行い、自然科学的成果を挙げることもで

きた。Ⅳ区の調査面積は1，692正であった。

I区は10月8日から表土剥ぎを行い、10月11日より重機の入れないIf区から手掘りで調査を開始した。I区

も全体的にみれば表土直下に地山面が存在するため良好な遺物群は検出できていないが、Ic区とId区のそれ

ぞれ北側の狭い範囲に遺物包含層が確認された。I区の調査面積は2，422正であった。秋口からは天候が不順な

日が多く、調査が予定通りに進まない面もあったが、11月19日にI・Ⅳ区の空撮を行い、作業員による掘り下げ

は11月22日で終了した。この後遺構の実測作業を行い、12月2日をもって現地でのすべての作業を終えた。

第3節　調　査体制

調査は鳥取県教育委員会、鳥取県埋蔵文化財センターの指導のもとに下記の体制で実施された。

○事業主体　鳥取県住宅供給公社

理　事　長　押　　正

常務理事　八木芳彦

事務局長　相川武志

○調査主体　財団法人鳥取県教育文化財団

理　事　長　田渕康允（鳥取県教育委員会教育長）

常務理事　森田哲彦（鳥取県教育委員会次長）

事務局長　岩本武夫

財団法人鳥取県教育文化財団鳥取県埋蔵文化財センター

所　　長　宮谷正信（鳥取県教育委員会文化課長）

次　　　長　八木谷　昇

調整係長　久保穣二朗（鳥取県埋蔵文化財センター調査指導係長）

調　査　員　亀井無人　小谷修一

庶務係主任事務職員　矢部美恵

主任事務職員　米村康夫
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○調査担当　鳥取県住宅供給公社

総務課長　　石黒直美

総務課主事　　谷口輝英

宅地課主幹　　田渕隆一

米子事務所長　遠藤　利

財団法人鳥取県教育文化財団西部埋蔵文化財会見住宅団地調査事務所

所　　　長　　芦達賢二

主任調査員　　湯村　功

調　査　員　　高尾浩司　横山繁一　山川千絵

整　理　員　　塚田文子

○調査指導　鳥取県教育委員会　鳥取県埋蔵文化財センター

下記の方々が発掘作業員、室内整理作業員として従事した。

（発掘作業員）

井澤正治　石橋幹夫　石山忠重　板持　章　潮　　俊　潮　　豊　倉敷　精　後藤菊夫　高田　茂　永江　耕

中村正一　西本友一　野口民雄　野口洋一　林原　敦　本田　昇　都田三郎　山中　実　吉井秀昭　吾郷琴江

安達圭子　安藤明美　伊藤景子　潮　清子　潮　等子　潮　寿子　遠藤清子　大塚和子　奥田道子　金川節代

亀山梶子　越田民代　後藤貞子　後藤位子　桜田美智子　笹間晴美　武田千代子　富永武子　中田文子

永江美枝子　野坂貞子　原口佳智子　福本蓉子　船越典子　本田美雪　松原園子　松本良子　都田ため子

山川愛子　仲田芳浩　仲田将吾　上田康志

（室内整理作業員）

稲垣美智恵　表　明美　小山菜穂子　清水房子　中原千恵　松本敬子　山本博子　米山麻紀
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第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

鳥取県

鳥取県は本州の西部、中国地方北東部に位置し、北は日本海に画し、東は兵庫県、西は島根県、南は岡山県・

広島県と接している。県城は東西126km、南北61．85km、総面積3，506．96kn￥で、総面積の86．3％を山地が占めてい

る。鳥取県は現在4市32町4村で構成されており、県人口は約62万人である。また鳥取県は県庁所在地である鳥

取市を中心とした東部地域、律令時代に『伯著国』の国府が置かれていた倉吉市を中心とした中部地域、山陰を

代表する商業都市である米子市と国内有数の漁港である境港市を中心とした西部地域の3つの地域に大きく分け

られている。上記のように県域の大半は山地であるが東部には千代川、中部には天神川、西部には日野川といっ

た一級河川が流れており、それぞれの下流域には鳥取平野、倉吉・羽合・北条平野、米子平野という沖積平野が

形成され、生活・産業の場となっている。

鳥取県の産業としては中部地域を中心とした二十世紀梨、東部地域の砂丘を中心としたらっきょう・長いもの

栽培といった農業、境港市を中心とした冬の松葉がに漁などが有名である。また観光業も東部の鳥取砂丘、西部

の大山という観光地を中心に発達している。

会見町

西伯郡会見町は鳥取県の西部に位置し、東を西伯郡岸本町、西を西伯郡西伯町、南を日野郡溝口町、北を米子

市と接している。総面積は30．95kn￥、人口は約4，100人である。会見町は東・西・南の三方を要害山・峰山・滝ケ

谷山・粟津山・高塚山・越敷山などの標高200～300mの山々に囲まれている。このため町の総面積の70％は山地

で占められている。現在、町の基幹産業は農業で町の中央部を流れる小松谷川の流域に広がる平野部分を中心に

稲作が行われている。

調査地

天萬土井前遺跡は鳥取県西伯郡会見町天万に所在する。周辺の地形を見ると南側山塊から派生する丘陵が、法

勝寺川・小松谷川に開析されて形成された舌状に延びる低丘陵は、先端付近でさらに細かく開析される。本遺跡

はこの丘陵最先端部の浅い谷状地形に位置する。今回調査の対象となったのは県道溝口伯太線の北側に広がる水

田地帯で、調査地の標高は20～23mとほぼ平坦である。周辺には農業を営む世帯が多く、調査地の周囲に広がる

手間平野を中心に稲作等が行われている。

第2節　歴史的環境

縄文時代
かいだはら

周辺の縄文時代遺跡では、貝田原遺跡（1）の有舌尖頭器が最古の資料といえそうであるが、遺構を伴うものとし
かみふくまん　　　　ながやままこめ

ては上福万遺跡（2）・長山馬籠遺跡（3）で検出された早期の遺構・遺物が最も古いものである。後・晩期になると遺
くちあさがね

跡の分布は広がり、中でも口朝金遺跡（4）では晩期を主体とする多量の遺物が出土している。

弥生時代
しみずたに　　　　もろき　　　　てんのうはら

前期では清水谷遺跡（5）・諸木遺跡（6）・天王原遺跡（7）が知られている。いずれも環濠が検出されているのは注目
みやまえ　　　　あさいといしき　　　　あおき　　　　こしきさん

すべき点であろう。中期になると集落の拡大が始まり、宮前遺跡（8）・浅井土居敷遺跡（9）・青木遺跡（10）・越敷山
はやしがはら　　　　　　　　　　　　　　　　　みやlお

遺跡群（11）・林ケ原遺跡（12）で集落の形成がみられる。宮尾遺跡（13）では中期の環濠も確認されているほか、長山
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かみふくまんさいのかみ

馬籠遺跡では吉備の影響が認められている。後期に入りさらに集落が拡大するとともに上福万妻神遺跡（14）の畿
あさがねこちや

内系土器をはじめ、天萬土井前遺跡でも他地域の土器が数多く出土しており、墳墓形態においても朝金小チヤ遺

跡（15）では大規模な墳丘墓が築かれている。こうした動きは次代の古墳群を築く母体を生み出していったことの

表れと考えられる。

古墳時代
ふだんじ

前期では三角縁神獣鏡が出土した普段寺1・2号墳（16）がある。この近くには中期と推定されている山陰地方
みさきとのやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あさい

最大規模の前方後円墳である三崎殿山古墳（17）が引き続いて築造されるほか、画文帯神獣鏡が出土した浅井11号
せきしょ　　こしきさん　こしきのはら　さかなか

墳（18）も残されるなど一定の勢力を保っていたことが窺える。後期になると石州府・越敷山・越敷野原・坂長・
たすみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てらうち

田住の各古墳群にみられるように多くの古墳が築かれる。注目されるものとしては寺内8号墳（19）で陶棺が認め
よしさだ

られているほか、吉定1号墳（20）は最古級の横穴式石室をもっている。

歴史時代
ちょうじゃやしき　　　　　　　さかなかはい

この地域は伯者6郡のうち会見郡に属し、会見郡街の可能性がささやかれる長者屋敷遺跡（21）のほか、坂中廃

寺・笑き詣達（22）といった古代寺院跡も確認されている。芸晶力岩室蒜（23）は大寺廃寺の瓦を焼いた窯跡として知
じ

あさがねあまた

られている。また近年朝金天田遺跡（24）では瓦塔が出土しており、古代においても勢力の存続を窺うことができ
こまつじょう　てまようがい

る。中世には小松城・手間要害（25）といった戦略拠点が築かれる。

表1周辺遺跡一覧表（番号は位置図と対応する）

No 名　　　 称 所　 在　 地 備　　　　　　　　 考 No 名　　　 称 所　 在　 地 備　　　　　　　　 考

1 ‘天 萬 土 井前 遺跡 西 伯郡 会 見 町天 万 本 報告 。 外 来系 を 含 む多量 の 土 器群 。 21 朝 金小 チ ヤ遺 疎 西 伯 郡 会見 町朝 金 弥 生 時代 後 期 末 の墳 丘墓 。

2 三崎 殿 山古 墳 西 伯郡 会 見 町三 崎 山 陰 地域 最 大級 の前 方 後 円墳 。

陶 棺 を伴 う

22 朝 金天 田 遺跡 西 伯 郡 会見 町朝 金 瓦 塔 出土 。

3

4

寺 内 遺 跡

寺内 8 号墳

西 伯郡 会 見 町寺 内

西 伯郡 会 見 町寺 内

23

24

金 田瓦 窯 跡

小 松城 跡

西 伯 郡 会見 町 金 田

西伯 郡 会見 町

大寺 廃 寺の 瓦 を焼 成 。

古代 の 大型 掘 建柱 建 物 群。

5 宮尾 遺 跡 西 伯郡 会 見 町 弥 生 時代 中 期 の環 濠集 落 。 25 長 峰 中世 古 墓 米子 市 別所

6 普段 寺 1 号 墳 西 伯郡 会 見 町 三 角縁 神 獣 鏡 出土 。 26 長 者屋 敷 遺 跡 西伯 郡 岸本 町 坂長

7 普段 寺 2 号 墳 西 伯 郡会 見 町 三角 縁神 獣 鏡 出土 。

弥 生 時代 中期 中葉 ～古 墳 時代 中期 前半 の 集落

27 坂 中 廃寺 西伯 郡 岸本 町 坂長 長者 屋 敷遺 跡 に 関係 か 。

8

9

手 間要 害

宮前 遺 跡

西 伯 郡会 見 町

西 伯 郡 会見 町宮 前

28

29

大 寺 廃寺

坂 長 古墳 群

・西伯 郡 岸本 町 大殿

西 伯郡 岸 本町 坂 長

石 製境 尾 、塑 像 。

弥 生 時代 ～古墳 時 代 の畿 内 系土 器 。

10 浅 井11号墳 西 伯 郡 会見 町 浅井 画文 帯神 獣 鏡 出土 。 30 越 敷 野 原古 墳 群 西 伯郡 岸 本町

11

12

13

浅 井土 居 敷遺 跡

春 日山古 墳

清 水 谷遺 跡

西伯 郡 会見 町 浅井

西伯 郡 西伯 町

西伯 郡 西伯 町

弥生 時 代 中期 中葉 を中心 とす る集 落 。

弥 生時 代前 期 末 、 中期 前葉 の 環濠 。

弥 生 時代 ～ 奈良 時代 の 大規 模 集 落。

31

32

33

越敷 山古 墳 群

越敷 山 遺跡 群

上福 万 妻神 遺 跡

西 伯郡 岸 本 町

西 伯郡 岸 本 町

米 子市 上 福 万

14 マ ケ ン堀 古 墳 群 西 伯郡 西 伯町 34 上福 万 遺跡 米 子 市上 福 万 縄 文 時代 早 期 の遺 構 ・‘遺 物 群。

15

16

北 福 王子 遺 跡

青 木 遺跡

西 伯郡 西 伯 町

米 子市 青 木

35

‘36

日下寺 山 遺跡

石 州府 古墳 群

米 子 市 日下

米 子 市 石川 府

環 濠 をもつ 弥生 集 落 。

弥生 時 代 中期 の集 落 。17 諸木 遺 跡 西 伯郡 会 見 町諸 木 弥 生 時代 前期 の 環 濠。

縄 文 時代 晩 期 を主 体 とす る 多量 の土 器 群 。

37 林 ケ原 遺 跡 西 伯 郡 岸本 町

18 田住 古墳 群 ・西 伯郡 会 見 町 田住 38 貝 田 原遺 跡 西伯 郡 岸本 町 有舌 尖 頭器 。

19 口朝 金 遺跡 西 伯 郡会 見 町 39 書 定 1 号 墳 西伯 郡 岸本 町 最古 形 式 の横 穴式 石 室 。

20 天王 原 遺跡 西 伯 郡 会見 町 弥 生 時代 前 知 の環 濠 。 40 長 山 馬籠 遺 跡 日野 郡 溝 口町 縄 文時 代早 、前期 、 弥 生時 代 中期 末 の遺 物 群
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

天萬土井前遺跡は、南側山塊から派生する標高30m前後の低丘陵にはさまれた水田面を中心に広がる遺跡であ

る。今回の調査ではI f区・Ⅳd～Ⅳe区が低丘陵部に当たるが、調査対象面積は少なく、全体として旧水田部

が調査対象となった。調査区はI～Ⅳ区に大きく区分したが、地形等に関わりのない調査の都合上の区分である。

検出された遺構は、土坑48・溝状遺構34・ピット307・道状遺構1・自然河川3・土器溜2を数える。調査区

のほぼ全域にわたり圃場整備による削平等を受けているものと思われ、良好な形で遺物を伴い、時期決定できる

ものは少ない。そのようななかでⅣ区で検出した土器溜は、自然河川を厚く埋める堆積物の上面付近で確認され、

圃場整備の直接的な影響を被っておらず、周辺から出土した多量の遺物と共に貴重な資料となり得るものである。

ピットは多数確認されたが、調査地全体にまんべんなく分布するというより、一定のまとまりを有する場合が多

く、それらはピット群として捉えた。これらの本来的な機能は不明であるが、建物跡として理解できるものはない。

出土した遺物は縄文時代から近世にわたる。各調査地点で出土遺物の時期的な差異が若干指摘できる面もある

が、全体としては弥生時代後期から古墳時代前期の遺物が中心で、竹管文を施す土器と外来系土器が多く出土し

たことは特筆される。

第2節　I区の調査

I区は調査地の北東側に位置する。住宅造成に伴い道路及び擁壁部分となるところで、最大でも幅6mの挟長

な調査区が接続する形となっている。I f区及びI e区の一部で低丘陵部分を調査したほかは旧水田部が調査対

象となった。圃場整備による削平を受けているため、水田耕作土である表土を除去するとすぐに地山面が現れる。

例外的にI c区とI d区の北側に茶褐色～黒褐色の粘質土が地山上にのっており、遺物の出土をみた。第4図に

I d区Ellグリッド西壁の土層セクションを示した。

I区で検出した遺構は、土坑9・溝状遺構15・ピット77である。ピットはそのまとまり具合からピット群1～

6に整理できたものとそれ以外のものに区別される。遺構の配置をみると、特定の遺構が特定の場所に集中する

という傾向はないが、あえて言えば調査区の北側には遺構の分布は少なく、ピット以外は東側に認められないと

第4図　I区土層図
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いうことが言える。

1．検出した遺構

（1）土坑

SKOl（第5図）

I a区とI c区の交差点部分にピット群1があるが、それらのピットに囲まれる状態で位置する。一部調査

区外にかかるために全体の形状・規模は不明であるが、検出した範囲で長径85cmの円形が想定できる。深さは

65cmを測り、いったん平坦面を経た後底につながる。遺物は出土しておらず、時期も不明である。

SKO2（第6図）

SKOlに近接し、ピット群1とともに見かけ上遺構群を形成する。長径55cm、短径47cmの円形を呈し、検出

した深さは75cmと深い。遺物は出土しておらず、時期の特定はできない。

SKO3（第8図）

I a区の南端付近でSD06に近接した位置にある。検出範囲で長径1m、短径60cmの不整形土坑で、底も明

瞭な平坦部をもたない。遺物は出土しておらず、時期の特定はできない。

SKO4（第9図）

Ib区南側でJI a区との交差点に位置する。長径90cm、短径70cmの範囲に広がる不整形土坑である。検出

した深さは7cmを測る。断面図を見るとわずかに二段の底となりそうだがはっきりしない。遺物は伴っておら

ず、時期も不明である。

第5図　SKOl遺構図
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①暗褐色粘質土（地山ブロックを含む）
②暗灰褐色粘質土（黄灰色土少量混）

O S＝1：200．5・m

L＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第6図　SKO2遺構図 l



増l
＋

第7図　I区遺構全体図

＋
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第8図　SKO3遺構図

SKO5（第10図）

I c区ピット群2の北に隣接して確認された。長さ3m余り、最大幅85

cmの不整形なもので、近接するSD14との関連を考え当初溝状遺構と認識

していたが、その後検討した結果土坑と捉え直した。東側が幅広で底も平

坦なのに対し、西側は挟長で底面に起伏が見られる。このことから異なる

遺構が切り合っていることも考えなければならないが、それを裏付ける積

極的な根拠はない。遺物は出土していない。

19．25m　　①暗褐色粘質土　　sKの6（第13図）

O S＝1：200．5m

」＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第9回　SKO4遺構図

I c区南端付近に位置する。調査区外に続くため全体の形状・規模は不

明であるが、土坑として報告しておく。確認した範囲で長さ2．25m、幅44

cm～1．06mを測り、かなり不整形であるといえる。遺構の西側部分はおお

むね深さ6cm程の平坦な底となっており、調査区外にかかる付近から深く

なる。深さは最大で23cmを測る。遺物は伴っていない。

SKO7（第11図）

SK06に隣接して掘り込まれた土坑で、長径92cm、短径69cmを測る不整楕円形を呈する。底は南側の広い平坦

面から北側の落ち込み状を示す部分へと推移し、深さは7～14cmである。遺物は出土しておらず時期は不明である。

＄Kの8（第12図）

I d区ピット群5とともにひとつのまとまりを形成する。調査区外へ続くため全体の形状。規模は不明である

が、検出した範囲で長さ90cm、最大幅工05mを測り、全体の形状も不整形なものとなろう。壁面と底の区別がほっ
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O S＝1：200．5m

．t・．・．－．－．－．－．　　　　－・－　一・一．－．・．・．・．・．・．・．・．・・－．・．・．・．・．l l　・．一一一．．．・．・．・．・．・・－・．lll．一Illllll．

①暗茶褐色粘質土（細粒砂が混じる）
②暗褐色粘質土（軟らかい）

第10図　SKO5遣構図

（D灰褐色粘質土
（茶褐色土の粒、酸化したような
黒色土の粒を多く含む。締まる）

第11図　SKO7遣構図

①黒灰褐色粘質土
（固く締まる、細粒）

第12図　SKO8遺構図

きりせず、調査区境に向かい傾斜する。深さは最大で22cmである。

SKO9（第14図）

I e区に位置する。長径1．1m、短径85cmの楕円形で、底面は平坦でなく起伏が認められる。壁面の立ち上が

りは全体的に緩やかで、深さは最大で26cmを測る。埋土は下半が粘土で上半が腐植物を含む粘質土であることか

ら、帯水状態での埋没が考えられる。ただ遺構外にこういった土が確認できないため、遺構周辺が全体的に水の

影響を受け埋まったものではなかろう。埋土中から使途不明の金属製品が出土しているが、遺構の時期は明らか

でない。
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第13図　SKO6遺構図

（腐植土をあまりまじえず①より締まる）
③暗褐色粘質土

（腐植土をほとんど含まない）
④灰褐色砂質土

第14図　SKO9遺構図

暗褐色粘質土（腐植土を多くまじえ、締まりがない）
暗褐色粘質土（腐植土をあまりまじえず①より締まる）
暗褐色粘質土（腐植土をほとんど含まない）
黄色粘土粒混じり暗褐色粘質土
黄色粘土粒混じり暗褐色粘質土（④より粘土が顕著）

o S＝1：401m

第15図　SKlO遣構図

SK柑（第15図）

SK09の北に近接し一部調査区外へ続くが、長径85cm、短径70cmほどの楕円形となろう。壁面の立ち上がりは

SK09に比べはっきりしているものの急ではない。底面までの深さはおよそ15cmで、全体として平坦である。埋

土はSK09とおおむね変わらないが、水平堆積でなく、埋没状況は異なるのかもしれない。遺構の時期が決定で

きるものではないが、砥石が1点出土している（第38図1）。全面にわたり顕著な使用の痕跡を有し、かなり使

い込まれたものである。
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（2）溝状遺構

SDOl（第16図）

I a区とI d区の交差点付近に位置する。両端とも調査区外へと続くため詳細は不明であるが、幅が40～60cm

で、検出した限りではほぼ直線的に伸びる。深さは5～15cmと浅く、壁面と底面の区別は明瞭でない。遺物は認

められなかった。

／

第16図　SDOl・02遺構図
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①暗褐色粘質土

o S＝1：200．5m

上　一　　　　　‾「］

①暗褐色粘質土

（軟らかい。楕円状、レンズ状
の地山土ブロックを含む）

②明褐色砂のブロック
／

／



①灰茶褐色粘質土（黄色粘土粒が少し混ざる）
②灰茶褐色砂質土（黄色粘土粒が少し混ざる）

①灰茶褐色粘質土
（黄色粘土粒が少し混ざる）

②灰茶褐色砂質土
（黄色粘土粒が少し混ざる）

③灰褐色粘土
④黄色粘土粒混じり灰茶褐色粘質土
⑤暗褐色粘質土

20．35円l

②③①

o S＝1：200．5m

し＿〕　　　　l

①灰茶褐色粘質土
（黄色粘土粒が少し混ざる）

②灰茶褐色砂質土
（黄色粘土粒が少し混ざる）

③灰褐色粘土

o S＝1：40　　　　2m

第17図　SDO3遣構図
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SDO2（第16図）

SDOlの南側に並行して掘り込まれた遺構であ

る。全体の長さは明らかでないが、幅・深さとも

にSDOlと同規模である。遺物は伴っておらず時

期は不明であるが、遺構のあり方からSDOlとの

関連が考えられる。双方が同時に存在したか否か

も明らかでないが、想像をたくましくすればセッ

トで何らかの機能を果たしていたかあるいは一方

の代替施設として設けられた可能性があるのでは

ないか。

SDO3（第17図）

I a区とI d区の接点部分に位置する。検出し

た範囲ではおおむね直線的であるが、調査区外へ

と伸びる北側部分でやや弧を措くようになる。遺

構の幅は一様でなく、40cm～1．1mとかなりバラ

つきがある。全体的に壁面と底面の区別ははっき

りせず、底面も起伏が多い。深さは最大でも10cm

あまりと浅い。埋土中からは土師器・須恵器片が

多数出土している。遺構の築かれた時期は不明だ

が、須恵器出現期以降に埋もれたことがわかる。

SDO4（第18図）

I d区西端付近に位置し、SD05に切られてい

る。幅40～90cm、深さ5cmの壁面と底面の境が明

瞭でない遺構である。埋土中から土師器・須恵器

片のほか青磁の破片も出土していることから、中

世以降の時期を想定しておきたい。

SDO5（第18図）

SD04を切りながら弧を措くように伸びる遺構

である。両端が調査区外へ伸びるため全体の規模

は不明であるが、検出した限りでは幅60～80cmで、

おおむね遺構の肩が並行している。SD04より掘

り込みは安定しており、深さは15cm程度を測る。

土層観察からは下半に砂質土または砂粒の顕著な

部分が認められている。一部で拳大程度の礫が集

中するが、どのような意味を持つのかはわからな

い。埋土中から土師器・須恵器片が出土している

が、SD04との切り合い関係から中世以降のもの

と推定される。



＄D86（第19図）

SK03の北に近接して築かれている。検出した範囲で長さ19m、幅4m、深さ1mほどの大きなものである。

遺構の北側を中心に上半部が撹乱を受けていたが、全体的に暗褐色粘質土を埋土に持つものであった。埋土中か

ら多量の土師器・須恵器片とともに五輪塔の一部が出土している。第20図1～3は土師器皿である。口径に比し

て深さは浅く、すべて静止糸切りの痕跡を残す。本遺構は試掘調査時に一部検出されており、古墳の周溝と推定

されていたが（1）、そういったものではなかろう。時期的には中世以降と考えられる。

A20．10m A′

第18図　SDO4・05遺構図
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SDの7（第21図）

Ib区の南端、Ⅱa区との接点付近に位置する。

両端とも調査区外に続くが、検出した範囲では幅

60cm程度のほぼ直線的に伸びる遺構である。壁面

と底面の境ははっきりしており、深さは10～15cm

を測る。埋土は単一で複雑な堆積を示してはいな

い。遺物は認められなかった。

畠田08（第24図）

SD07の北に位置する。遺構全体を検出してい

ないため規模・形状とも明らかでないが、検出し

た限りでは幅50cm前後の直線的に伸びるものであ

る。南北に位置するSDO7・09とは長軸方向がや

や異なる。全体的に壁面と底面の境は判然とせず、

底面の幅・深さとも一様でない。埋土は基本的に

粘質土であるが、下半では砂粒を多く混じえる。

埋土中から弥生土器または土師器の破片が1点出

土しているが、遺構の時期は不明である。

SDO9（第22図）

SD08の北に隣接している。調査区の都合で一

部を検出したにとどまっていると思われるが、ほ

ぼ直線的に伸びるものであろう。遺構の肩は幅2～

2．5mであり、緩やかに傾斜した後中心よりやや

西に偏った部分で急角度に落ち込む。埋土の下半

が砂層とシル下層の互層状になることとあわせ、

自然河川状のものであった可能性もある。埋土中

からは土師器・須恵器片が出土しているが、すべ

て底面からは浮いており、摩滅も進んでいること

から遺構の時期を決定できるものではないと考

える。

SD柑（第23図）

I b区J7グリッドに位置する。両端とも調査

区外に続くため全体の規模・形状は不明だが、検

出した範囲では幅20cm、深さ5～10cmと小規模で、

おおむね直線的に伸びる遺構である。埋土は単一

の粘質土で、遺物を伴わず時期は不明である。
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第20図　SDO6出土土器実測図

SDll（第25図）

SDlOの北側I6グリッドに位置

する。南側調査区外から40cm程度の

幅で直線的に伸びるが、北側調査区

境付近で大きく広がる。底面も南側

が平坦なのに対し、北側は起伏が著

しくなる。埋土は単一の粘質土で、

遺物は認められない。

SD12（第26図）

I c区北端で検出した末端が蛇行

気味の遺構である。長く伸びるもの

ではないが、形状から溝状遺構と分

類した。長さ3．2m、幅25～50cm、

深さは最大で18cmを測る。底面はお

おむね平坦で、北側で段差を生じる。

壁面は明瞭な立ち上がりを示す。遺

物は出土しておらず、時期は不明で

ある。

S別3（第28図）

I c区南側に位置し、SD14に切

－20－

第21図　SDO7遺構図
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第23図　SDlO遺構図

工、J」一一、

o S＝1：80　2m

し⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

①暗茶褐色粘質土（地山土ブロックを含み、締まる）
②暗茶灰色粘質土（締まる）
③暗灰色粘質シルト
④暗灰色砂（中粒）
⑤暗灰色粘質シルト
⑥淡灰白色粘土のブロック
⑦黒灰色粘土のブロック
⑧暗灰色砂（④に比べ全体的に粒が粗く粘性強い）

第22図　SDO9遺構図

られている。東西方向に直線的に伸びる遺構で、壁面は肩から急角

度で落ち、平坦な底部を経た後再度急激に落ちる二段堀となる。幅

工4m、深さは最大で40cmを測る。埋土は分層可能であるが基本的

に粘質土で、本来自然河川状のものであった可能性は低い。遺構内

からは弥生時代と思われる土器片が出土しており、底面に近い位置

で弥生時代後期後葉の特徴を示す複合口緑を持つ資料が検出されて

いる。

SD掴（第28図）

SD13を切って弧状に伸びる遺構である。I9グリッドでこれに

続くと思われる痕跡を確認している。幅60cm～1m、深さ7～14cm

で、壁面と底面の境がはっきりしない部分もある。遺構内から土師

器・須恵器片が少量出土している。切り合い関係、出土遺物からS

D13より新しい。

SD15（第27図）

I e区に位置し、東西方向に直線的に伸びる遺構である。東側が

調査区外へ続くため全体的なことはわからないが、検出長12．4m、

幅40cmを測る。P71に切られるが、遺物を伴わないため時期は不明

である。

（3）ピット群

ピット群1（第29図）

I a区とI c区の交差点付近に分布するピットのまとまりである。

調査区外へ広がる可能性もあるが、検出した限りで10×6mの範囲

内に納まる。POl～12がピット群1を形成し径は最大で55cm（P

O8）、最小で12cm（P12）である。POlはピット内に礫を有する。

－21－



o S＝1：40　　　　2m
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第24図　SDO8遺構図



o S＝1：20　　　　1m

第25図　SDll遺構図

－25・26－



！／二二ゝ

第26図　SD12遺構図

これらのピットから遺物は出土していない。

ピット群2（第30図）

I c区I9グリッドに位置する。P23～29が2列に

整然と並んで検出された。ピットの径は15cm前後で統

一され、接するように並ぶ二つのピットが、およそ50

cmの間隔で並ぶ。P29だけは単独で存在するかに見え

るが、他のピットとセットで捉えるべきものであろう。

土層観察ではピット内に杭などがあった痕跡は窺えず、

それぞれの関連性は強く感じさせるが、具体的な機能

①茶褐色粘質土
（しまりに欠ける）

第27図　SD15遺構図
は不明である。遺物は伴っていない。

ピット群3（第30図）

ピット群1に隣接するものであり、まとまりにかけるが、群として捉えておく。P30～35がこれに該当し、大

きさ、深さともに統一性はないが、二段掘りのものが多い。遺物は出土していない。

ピット群4（第31図）

Id区で確認された二つのピット群のうち北側のものである。6×3mの範囲に分布し、大きさ・深さともまっ

たく同じものが集まっているとは言えないが、それぞれが極端に違っているわけでもなく、全体的に見ればまと

まっているとも言える。P42～58からなり、径は最大で45cm（P49）、最小で16cm（P48）である。遺物は伴っ

ていない。

ピット群5（第32図）

Id区南側のピット群である。調査区外に広がる可能性もあるが、6×5mの範囲にP59～69が認められた。

P60・62は柱痕が残り、断面観察でも桂根部分は粘性が強く、その周囲は砂質を帯びるという土層の違いが認識

－27－
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E19．10m

①灰褐色粘質土

F19．20m

S＝1：80　　　　　　4m

第28図　SD13・14遺構図
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第29図　ピット群1ピット配置図

できた。P64・66はピット内に礫を有

する。こうしたことからピット群5を

構成するピットのうちのいくつかは柱

穴としての機能を有していたことが推

定される。P59も桂根が残っていない

ものの、二段掘りとなっていることか

ら柱穴であった可能性がある。P60・

64からは土師器・須恵器（あるいは須

恵質の焼き締め陶器か）の小片が、P

第30図　ピット群2・3ピット配置図　第31図　ピット群4ピット配置図

O

P74

O

P68

P6300P620

0　　　　　　　0

O

P60

P67
0

0

P65　P66

P64　　〈　P61

O

P69

O p59

0　S＝1：200　5m

し＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

Op72

0p75
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0p76

O

P73

o S＝1：200　5m

」＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第32図　ピット群5ピット配置図　第33図　ピット群6ピット配置図

65からは土師器の小片がそれぞれ出土している。径は最大で58cm（P60）、最小で15cm（P61）である。

ピット群6（第33図）

I f区で検出されたピットのまとまりである。調査区自体が狭長であったため、ピット群の一部しか検出でき

ていないことが考えられるが、ひとつの単位と士て理解しておく。P72～77で構成され、P75から須恵器片と鼓

形器台の一部が、P76・77から弥生土器あるいは土師器片が出土している。径は18～28cmを測る。

2。遺構に伴わない遺物

本遺跡は全体的に見て良好な遺物包含層が残っているところが少ない。I区もまた例外ではなく、I c区とI

d区の一部を除き旧水田耕作土である表土から遺物が出土することが多かった。表土中出土遺物で報告対象とな

るものはなく、ここではI c・I d区の包含層出土遺物を報告する。これらの層は色調e質に差異が見られたた

め、それぞれ別個に扱う。

（吊　E c区茶褐色粘質土中の遣物（第34図～第35図、第38図）

第34図1、2は壷の口縁部である。1は大きくラッパ状に開くもので、端部にはキザミを施す。2も外方へ開

く口緑部であるが、1のように大きくそり返るものでなく、直線気味に伸びる。端部には格子状の櫛措き文様と

ともに円形浮文が貼り付けられる。3は嚢である。くの字状に折れる頚部から外反する口緑部は端部が拡張され、

キザミが施される。体部の最大幅は中央付近にくるものと思われ、平底へと至る。これらは口緑部に凹線文が施

されないことから、弥生時代中期中葉のものと思われる。

4～第35図10は弥生時代後期以降のもので、一部古墳時代のものも含むようである。第34図4、5は小形の壷

である。ともに口縁部を欠くが、体部は球形となる。6も球形の体部をもつ壷または嚢である。先の2点ほどで

はないが、小形である。7は複合口緑となるが退化しており、時期的に下るものである。8は頚部からくの字状

に外反する単純口緑となるもので、7と時期的に同じものか。第35図1～3は平底をもつ底部のみのもので、弥

－29－
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第34図　I c区茶褐色粘質土出土土器実測図（1）
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第35図　工C区茶褐色粘質丑出土土器実測図（2）
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o S＝1：3　10cm

第37回　I区遺構外

出土遺物実測図

第36図　I d区暗茶褐色粘質土出土土器実測図

≪≡∋⊂）
．　　　　　　　　　　　8

＼∈≡≡圭≡♂

生時代中期にさかのぼるものかもしれない。4は器台の器受部である。大形で、器壁

も分厚い。5～8は高杯である。杯部を欠くが、皿状の杯部と裾の広がる脚部をもつ

ものであろう。5を除き上方へ伸びる筒状の脚部を有する。9は低脚杯か。直線的に

外方へ伸びる杯部に短い脚部がつき、その接合部は指頭庄痕を顕著に残す。一般的な

低脚杯が浅い皿状の杯部をもち、小形で器壁も薄いのに対し異質である。10は台付き

の鉢か。上部を欠くため全体の形状はわからないが、底部から内湾しながら立ち上が

る。風化が進んでいるため詳細は不明だが、内面には指頭庄痕を多く残していねいな

仕上げでないことから鉢ではないかもしれない。

11は角状把手である。分厚く短小なもので時期は不明である。12は高台付きの皿で、

奈良時代以降のものか。

13～16は須恵器である。13、14は蓋杯の杯身で、15は旗である。16は壷の底部か。

17は備前系陶器で、壷の底部であろう。

第38図2は打製石斧である。器体中央付近で折れているが、両側縁を入念に加工し

て仕上げている。3は石包丁である。
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第38図　I区石製晶実測図
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第39図　Ⅱ区遺構全体図
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②茶褐色粘質土（旧耕作土）　　　⑤暗茶褐色粘質土（Ⅲ区SP17等
③暗褐色粘質土（遺物包含暦）　　　の地山、非常に固くしまる）
④暗褐色粘質土（③よりやや明るい、遺物包含暦）⑥明黄色シルト

第40図　Ⅱ区土層図（1）

22．00m

第朋図l　Ⅱ区土屈図（2）

－37・38－

22．00m

①表土および軽石層などの客土部分
②茶褐色粘質土（粘性強めでしまりのある土、遺物をわずかに含む）
③④層に対応すると思われるが、色調がやや明るい。土質は一緒。
④暗褐色粘質土（いわゆるクロボク。適物包含暦。遺物は部分

的に密に認められる。粘性はそう強くなく、しまりはある
がザラザラと崩れる）

⑤明茶褐色粘質土（③より明るくしまっている）
⑥④暦と地山が半々ぐらいの割合で混在する。SD24の渾土

第超2回　Ⅱ区立層図（3）



（2）I d区暗茶褐色粘質土中の遺物（第36図、第38図）

第36図1～3は杯である。1は浅い杯部をもち、口縁部は外反して終わる。2の立ち上がりは直線的である。

3は杯部上半を欠くが、高めの脚部を有するものである。いずれも内外面に丹塗りの痕跡を残す。

4、5も杯であるが、前3者とは異なり、回転糸切り痕をもつ底部から大きく外反して立ち上がる杯部をもつ。

内外面ともロクロ整形の跡を顕著に残す。6ほ小皿で、底部に回転糸切り痕を残す。7は土鍋である。内外面と

もパケ調整で、口緑部外面には指頭庄痕を有する。外面には煤が付着する。

9、10は須恵器である。9は高台付きの杯と思われ、底部に墨書が認められるが判読できない。10は高めの脚

部で、壷の底部に付くものか。

第38図4は砥石である。欠損により全体の形状をとどめていないようであるが、砥石面は1面であろう。

（3）その他遺構外の遺物

第37図は古代の瓦である。内湾面には布目痕を、外湾面には格子状のタタキ痕が残る。表土中の出土であるが

I d区出土の丹塗りの杯や墨書のある須恵器などの存在とあわせ、付近に公的施設があった可能性が窺える。

註

（1）試掘調査時の2号線3トレンチ検出遺構がそれにあたる。

吾郷信一・米澤睦雄編1996　『天万土井前遺跡試掘調査報告書』会見町教育委員会。

第3節　Ⅱ区の調査

Ⅱ区は調査地の北西に位置し、幹線道路－・東西道路・擁壁及び防火水槽の4つの地区に分けられる。調査前の

地形は東西道路の西側が低丘陵地状の畑になっていた他は水田部分であった。Ⅱ区の土層は全体としては、表土

を剥ぐと直下に遺構面が現れたが、Ⅱb区とⅡC区には遺物包含層が見られた。第40図はⅡb区N20グリッド南

壁のセクション図である。このうち遺物包含層は③と④である。第41図はⅡb区S20グリッド北壁のセクション

図で、第42図はこれにつながるⅡC区のセクション図である。遣物は④と⑤の粘質土の層から出土している。

Ⅱ区で確認した遺構は土坑11、溝状遺構9、ピット43（ピット群4、その他のピット7に分けられる）、自然河

川1である。

1丁　検出した遺構

（1）土坑

SK11（第43図）

N14グリッドの北西に位置し、遺構の約半分は調査区外へも広がるため検出出来なかった部分もあるが形状を

復元すれば長径約70cm、短径約48cmの楕円形になると思われる。深さは約13cmで暗褐色粘質土を埋土にもつ。遺

物は出土しておらず、遺構の時期、性格はともに不明である。

SK12（第44図）

N14グリッドの中央付近に位置する。形状は長径86cm、短径66cmの楕円形になる。深さは約20cmで、黒褐色粘

質土を埋土にもつ。遺物は出土しておらず、遺構の時期、性格はともに不明である。

SK13（第45図）

L18からL19グリッドにかけて検出された土坑で西側が張り出す不整形な形状をしている。規模は、長形2．08

m、短径1．25m、張り出し部分の最大幅は97cmで、深さは6cm程と浅くほぼ平坦であるが南側にかけて深さ10数

cmと少し深くなっている。また西側の張り出し部分を中心として石の集積が認められた。大きさは10～20cm程度

で底面に近いところから検出されている。この石の性格は不明であるが張り出し部分から南側に集中しているこ

とから本遺構は2つの遺構が切り合っている可能性も考えられる。

埋土は暗褐色粘質土が主体となっている。遺物は土師器、須恵器、黒曜石等の小片が出土している。遺構の時

期、性格は不明である。
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第43図　SK11遺構図 O S＝1：200．5m
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第44図　SK12遺構図

第45図　SK13遺構図
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SK14（第46図）

K19グリッドの北西に位置する。規模は長径1．27m、短径1．02mで南側が張り出すいびつな方形で、深さは北

側が9cmで南側にかけてやや深くなっている。埋土は黄灰色粘土混じりの暗褐色粘質土が基調となっている。遺

物は出土しておらず、遺構の時期、性格はともに不明である。

黄灰色粘土混じり暗褐色粘質土
固く締まる）
黄灰色粘土混じり暗褐色粘質土
①より軟らかく、粘性強い）
黄灰色粘土混じり暗褐色粘質土
①、②より黄灰色粘土が顕著）
黄灰色粘土に暗褐色粘質土がわずかに混じる居

o S＝1：20　　　　1m

第46図　SK14・15遺構図
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SK15（第46図）

SK14の東に近接する。形状は一部暗渠排水による撹乱があるが長径2．87m、短径1．32mの不整形な楕円形に

なる。深さは15cmで埋土は暗褐色粘質土を基調として、一部に黄灰色粘土のブロックが混じる。遺物は土師器の

小片が1点出土しているが、遺構の時期、性格ともに不明である。

SK16（第47図）

L18グリッドの北東に位置する。形状は一部暗渠排水による撹乱を受けるが長径2．37m、短径95cmの不整形な

土坑である。深さは南側は7cm程度と浅いが北側に行くにつれて深くなり最大で17cmになる。埋土は暗褐色粘質

土が堆積していた。遺物は土師器・須恵器・肥前系陶器の小片がそれぞれ1点ずつ出土しているが遺構の時期、

性格はともに不明である。

SK17（第48図）

L18グリッドの南東、SK13の北東約1mに位置する。長径2．78m、短径76cmの不整形な土坑である。深さは

遺構の南側では5cm程度と浅く北側に行くほど深くなっており、最大で18cm程度である。埋土は茶褐色粘質土を

基調として黄灰色粘土のブロックが一部に混じる。遺物は土師器及び須恵器の小片が1つずつ出土している。遺

構の時期、性格はともに不明である。

SK18（第49図）

020グリッドの北側に位置する土坑でSK19及びSK20と重なりあった状態で検出された。また、SD21とも

切り合い関係を有する。サブトレンチを入れた結果と遺構の底面の観察からSK18～SK20とは別個の遺構であ

ると考えられる。これら3つの土坑のそれぞれの遺構の形状、規模を特定することは出来なかったが、SD21、

SD22と合わせ、5×5mの範囲にまとまっている。深さは16cm前後と浅く、埋土は上から暗褐色粘質土、暗褐

色砂質土の順で堆積しており、暗褐色粘質土は重なり合う遺構群全体を覆っているため、これらはほぼ同時期に

作られた遺構と考えられる。遺物は竹管文の入った土器片等が数点出土した。これらの遺物から本遺構は弥生時

代後期から古墳時代前期にかけて作られたものと思われる。遺構の性格は不明である。
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第48図　SK17遺構図
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（D暗褐色粘質土（粘性強く、固く締まる）
②暗褐色砂質土（色調は（Dに似る。小さめの砂粒で構成）
④黒灰色粘土（鉄分含まず）

第49図　SK18～20、SD21・22遺構図
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第50図　SK21遺構図

SK19（第49図）

SK18及びSK20、SD22と切り合い関係を有し、遺構の規模はSK18と同じであると思われる。深さは13cm

程度で、埋土はSK18と同様であった。遺物は竹管文の入った土器片（第51図1）などが出土した。遺構の作ら

れた時期としてはSK18と同様で、性格は不明である。

SK20（第49図）

SK18、SK19と一体をなしSD21及びSD22と切り合い関係を有する。遺構の規模、形状はSK18と同様で

あろうと思われる。深さは12cm程度で埋土はSK18と同様である。遺物は土師器と思われる小片が1点出土して

いる。切り合うSK19、SD21との新旧関係ははっきりしない。遺構の性格は不明である。

SK21（第50図）

R18グリッドからS18グリッドにまたがって検出された土坑である。遺構の東側は調査区外にかかり、西側は

撹乱を受けているため全体の形状及び規模は不明であるが検出した範囲では長径2．36m、短径1．50m程度の方形

を示す。深さはおよそ17cmを測る。遺物は円筒埴輪（第51図2）・朝顔形埴輪（第51図3）及び図化出来なかっ

たが埴輪・土器片が出土した。性格は特定出来ないが古墳に関する何らかの遺構と考えられる。

（2）溝状遺構

SD16（第52図）

Ⅱa区北端付近に位置する。形状・規模は両端ともに調査区外にかかるために全体としては不明であるが北側

にかけて弧を措きながら延びる。幅は1．70～2．50m、深さはおよそ26cmを測り、掘り込みは緩やかである。また

SD16はピット群7に含まれるP85～P89と切り合い関係を有し、SD16をピットが掘り込んでいた。埋土は暗
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第51図　I区遺構内出土遺物実測図
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第52図　SD16遺構図
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第53図　SD17出土土器実測図

O S＝1：3 10cm

褐色粘質土でその下に暗褐色砂質土が堆積していた。遺物は弥生時代中期後葉の壷の口緑部（第51図4）や壷ま

たは嚢の底部（第51図5）が出土している。遺構の時期は出土した遺物から弥生時代中期と考えられる。

SD17（第54図）

SD16の南側に位置し、SD18、SD19と切り合い関係をもつ。これは出土した遺物から見てSD17がSD18、

SD19を切っていると考えられる。形状・規模は南端が一部調査区外にかかるが、検出した範囲では長軸約26m、

最大幅約2．40mで一部不整形となりながらほぼ直線状に延びる。深さはおよそ15～25cmを測る。埋土は暗褐色粘

質土を基調としている。遺物は弥生時代～中世の土器、石器、鉄淳などが出土している（第53図）。1～8は中

世の土師器皿である。いずれも底部しか残っていないが風化により確認出来ないものを除き回転糸切り痕が認め

られる。10は高杯で、杯部・脚裾部を欠き時期は不明である。9も時期不明の聾である。また図化出来なかった

が弥生時代から中世にかけての土器片もかなりの量が出土している。

第66図3は黒曜石製の楔形石器である。器体には上下両端から剥離面を有し、顕著ではないが縁辺につぶれが

見られる。

第66図1、2は鉄淳である。本遺構内にこれに関連する遺物は他になく、どういったものかは分からない。こ

のように本遺構からは多くの遺物が出土しているが遺物の出土レベルは底面より高く埋土中から出土したものが

大半を占めていたので遺構の時期を特定することは出来ないが中世以降の遺構だと考えられる。

SD18（第54図）

SD17に隣接する。北端が調査区外にかかり、南端がSD17に切られるため全体の長さは不明であるが、幅約

40cm、深さ約14cmを測る。埋土は暗褐色粘質土を基調としている。遺物は土師器、須恵器の小片等が出土してい

る。第51図6は須恵器の杯の底部である。遺物の時期としてはMT21型式と考えられる。遺構の時期は出土した

遺物、SD17との切り合いから8世紀初めから中世にかけてのものと考えられる。

SD19（第55図）

SD18の南に位置する。西側がSD17に切られるため全体の形状、長さは不明であるが検出した範囲では東側

にかけて弧を措き、長さは約6m、幅は30cm～40cm程度、深さは最大で10cm程度を測る。埋土は暗褐色粘質土の
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①暗褐色粘質土
②灰褐色粘質土（褐色・黒色の2～3mm大の粒を顕著に含

む、固く締まる）
③暗褐色粘質土（①よりも粘性が強い。砂粒がほとんど

見られない。黄灰色粘土が若干混じる）

第54図　SD17・18遺構図
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第56図　SD20出土土器実測図

－52－

1

1

1

1



①暗褐色粘質土（細かく均質、固く締まる）
②茶褐色粘質土（①に鉄が混じった感じ）
③茶褐色砂質土

。　　S＝1＝20　1m　霊芸漂富禁書のブロック

第57図　SD20遺構図

①暗褐色粘質土（細かく均質、固く締まる）
②茶褐色砂質土

－53・54－



単層である。遺物は土師器・須恵器の小片が出土している。遺構の時期は切り合い関係からSD17より古いこと

が分かる。

SD20（第57図）

Ⅱa区中央付近に位置する。長さ6m、幅1．10～1．45m、深さは最大で40cmを測る。埋土は暗褐色粘質土が堆

積しその下に茶褐色砂質土が堆積していた。遺物は土師器・須恵器片が出土している。このうち7点を図化する

ことが出来た。第56図1は土師器の竃の正面上部である。2～4は土師器の嚢で、2は牛角状把手の付くもので

ある。5は弥生時代中期の高杯の脚部で、三角形の透かしが認められる。6は6世紀中頃の須恵器の杯である。

7は須恵器の杯蓋で、時期としては6世紀中頃と考えられる。遺構の時期は特定出来ないが出土した遺物から見

て6世紀中頃以降のものと考えられる。

SD21（第49図）

SK18～SK20と切り合い関係をもって検出された遺構である。南北両端が調査区外にかかるため、遺構全体

の形状・規模は不明であるが検出した範囲で長さ2．50m、幅50～90cm、深さは20cm程度を測る。埋土は上から暗

褐色粘質土、暗褐色砂質土、黒灰色粘土の順に堆積している。図化出来た遺物は1点のみで第51図7は高杯の脚

部である。遺構の時期としては埋土から考えてSK18～SK20とほぼ同時期と思われる。

SD22（第49図）

SD21の西に近接して位置する溝でSK18～SK20と切り合い関係を有する。南側が調査区外にかかるため、

遺構全体の形状・規模を特定することは出来ないが検出した範囲で長さ約80cm、幅約20cm、深さ約15cmを測る。

埋土は暗褐色粘質土の単層である。遺物は図化出来なかったが竹管文の入った土器片が1点検出されている。遺

構の時期は出土した遺物、埋土から弥生時代後期～古墳時代前期と考えられる。

SD23（第58図）

T20グリッドに位置する溝である。東側が調査区外にかかり、西側が撹乱を受けるために遺構全体の形状・規

模を特定することは出来ないが検出した範囲で長さ約1．20m、幅約45cm、深さ約5cmを測る。遺物は2点図化し

た。第51図8は低脚杯である。第51図9は裾が広がりながら伸びる高杯の脚部である。このほか図化していない

がタタキを残す土器片も出土している。遺構の時期としては出土した遺物から見て、弥生時代後期後葉から古墳

時代前期にかけてのものと考えられる。

SD24（第58図）

T19からT20グリッドにかけて位置する。SD23と同様に、東側が調査区外にかかり、西側が撹乱を受けるた

めに遺構全体の形状・規模を特定することは出来ないが検出した範囲では長さ約90cm、幅約1．30m、深さ約15cm

を測る。埋土は黒褐色粘質土に黄灰色粘土のブロックが混じる層が堆積していた。遺物は円筒埴輪（第51図10）

が出土している。口緑部のみ残っているが、タテパケ調整の後、タガを貼り付け、二次調整のヨコパケが施され

ている。ヘラ記号も認められる。

（3）ピット群

ピット群7（第59図）

Ⅱa区北側で検出されたピット群でSD16・SD17に挟まれ、一部SD16に重なる。P78～P91で構成される。

径は最大で32cm（P80）、最小で16cm（P87）である。埋土は暗褐色粘質土が堆積していた。これらのピットか

ら、遺物は出土していない。

ピット群8（第60図）

IIa区北側で検出されたピット群でピット群7の東に位置する。P92～P108で構成される。径は最大で30cm

（P95）、最小で12cm（PlO2）である。深さは20～30cm程度で、埋土は暗褐色粘質土の単層であった。遺物は出

土していない。
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①黒褐色粘質土に黄灰色粘土がブロック状に混じる
（粘性は強くないが固く締まる）

②①よりも黄灰色粘土が顕著な部分

第58図　SD23・24遺構図
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第59図　ピット群7ピット配置図
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第61図　ピット群9ピット配置図
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第60図　ピット群8ピット配置図
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第62図　ピット群10ピット配置図

ピット群9（第61図）

Ⅱb区S20グリッドの南から延びる微高地上で検出されたピット群である。P116～P121で構成され、径は最

大で32cm（P120）、最小で15cm（P118）である。深さは8～22cm程度で、埋土は暗褐色粘質土の単層である。

これらのピットから、遺物は出土していない。
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ピット群10（第62図）

IIb区T20グリッドで検出されたピット群でP122～P130で構成され、ピット群9の西側に位置する。径は最

大で60cm（P127）、最小で15cm（P124）である。深さは最大で20cm（P130）であるが、他のピットはすべて8

cm程度と浅い。埋土はすべて暗褐色粘質土の単層である。遺物は出土していない。

l

l

l

J

J

（4）自然河川

自然河川01（第63図）

Ⅱa区に位置し、調査区に沿って蛇行しながら南北に延

びる。南北両端がともに調査区外にかかり、SD17他の遺

構に切られるために完掘は出来なかったが検出した範囲で

長さ約37m、幅3～4m、深さは最大で約1．70mを測り、

壁面の立上りは急で場所によっては断面Ⅴ字状となる。埋

土は40層に分けられ、下から砂質土～シルト～粘質土の順

に堆積している。Ⅱa区北端の遺構群はこの自然河川が埋

没した後に掘り込まれている。遺物は底面直上の砂層から

スクレイパー（第66図4）が出土している。背面に自然面

を残す厚めの素材を用い、背面左側緑に腹面側から急角度

の加工を施し刃部とする。石材は黒曜石で、背面および稜

線は磨滅していない。この自然河川の機能した時期を特定

することは出来ないが、SD17他の遺構よりもさかのぼる

ものである。

2．遺構に伴わない遺物（第65、66、166図）

第65図1は口緑部のみ残っているものである。外反しな

がら短く立ち上がるもので、外面には2条の陰刻を基本と

する山形の文様が施されている。頚部以下を欠くため、器

形は不明であるが、壷か。時期は不明であるが、文様から

すると弥生時代前期の可能性がある。

2～5は複合口緑を呈する嚢である。4は器壁の厚い大

形のものであるが、それ以外は薄手である。いずれも外面

はヨコナデ調整である。6も嚢の口緑であるが、内湾しな

がら短く立ち上がる単純口縁のもので、端部には広く面を

持つ。

第166図1は大形の複合口縁壷の口緑部と思われ、上方

へ立ち上がる部分の外面に竹管文が施されている。

第65図7～9は壷・嚢または鉢の底部である。いずれも

平底となるが、9は突出する平底の鉢であり、畿内系のも

のと思われる。7・8は壷または嚢である。調整は風化の

ため不明だが、形態からすると弥生時代中期～後期初頭の

ものか。

10は高杯である。欠損が大きいが筒状の脚部で杯部は皿

状となるものであろう。

11は須恵器の杯蓋で、つまみの付くものであろう。

12は埴輪の一部で、貼付けたタガを残す。ⅡC区ではや

－57－

第63図　自然河川01遺構図
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（⑳よりも密）

（㊥よりも軟らかく締まりがない）

第64図　自然河川01土層図

㊥黒灰色粘土
⑳黒灰色砂
9明灰色シルト（粘性を帯びて、よく締まる）
㊨明灰色粘土
㊥暗欄色砂
⑳明灰色砂（黒曜石SC出土）
㊥鴫灰色シルト（②よりも固く締まる〉

雷霊宝浣主（②よりも固く締まる）
㊨灰色粘文士（粘性非常に強い）
㊥責灰色粘文士（粘性非1削こ強い）
㊥暗灰色粘r土（全体的に砂t部分を含む）
㊨明灰色帖文士

やまとまって埴輪が出土しており、それに関連するものか。

13～15は中世の陶磁器である。13は中国系の白磁皿で、体部下半～底部を除き白磁粕を施す。14は備前系の措

鉢である。内面に9条を1単位とする卸目が施され、かなり使い込まれたものである。15は須恵器の嚢の体部片

と思われる。外面に格子状のタタキを残し、亀山系かと思われる。

第66図5、6は黒曜石製の楔形石器である。5は、かなり使用の進んだもので、上下左右方向からの剥離面に

覆われ、縁辺はつぶれが顕著である。断面は凸レンズ状となる。6は典型的ではないが、上端の階段状剥離など

から両極加撃の痕跡が窺える。7は石包丁である。欠矢が大きく、全体の形状は明らかではない。8は器体の一

部に折れが認められる大形蛤刃石斧である。

第4節　Ⅱ区の調査

Ⅲ区は調査地の南東、標高20～23mの旧水田に位置する。Ⅲa区から東に向かって緩やかに傾斜し、Ⅲf区は

現在住宅が立ち並ぶ低丘陵にかかる。また、Ⅲd区南端で旧地形の落ち込みが認められた。Ⅲ区の基本的な層序

は、圃場整備による削平を受けているため、遺物包含層が残っておらず、耕作土のすぐ下が遺構検出面である黄

灰色粘土となる。また場所によって地山面まで撹乱が及んでいる部分もある。遺構は主にⅢa区とⅢf区に集中

し、土坑18、溝状遺構7、ピット108、道状遺構1、自然河川1を検出した。ピットの大部分はピット群11～16

に属する。

1．検出した遺構

（1）土坑

SK22（第68図）

Ⅲa区北端で検出された。規模は長径約1．3m、短径約90cm、深さ15cmで西側に少し張り出す不整形な楕円形

を呈する。遺構の西端と中央に長方形の偏平な石が置いてある。これらの石は検出時に確認することができた。
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第66図　I区石製晶、鉄製品実測図
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中央では石の南側から杭を1本検出した（第85図1）。先端部分を長軸方向の加工により鋭く尖らせている。埋

土は1層で暗灰褐色粘質土である。遺構の時期・性格は不明である。

SK23（第69図）

K22グリッドからL22グリッドにまたがって検出された。長径90cm、短径65cmの不定型な円形を呈し、深さは

8cmと非常に浅い。遺構の中央で34cmX25cmの方形の石と長さ10cmの偏平な石を検出した。埋土は1層で暗灰褐

色粘質土である。遺物は出土しておらず、性格・時期ともに不明である。

SK24（第70図）

L24グリッド東端中央で検出された。長径2．7m、短径1．4mの長楕円形を呈す。遺構の南北に平坦面を持ち掘

り込みは2段となる。中央部が最も深く、30cmを測る。埋土は暗茶褐色粘質土で、しまる。遺物は出土しておら

ず、性格・時期ともに不明である。

SK25（第71図）

K24グリッド南西で検出された。北西隅をP144に切られる。SK26と切り合うが、層による新旧関係は認め

られなかった。規模を復元すると長径約2．4m、最大幅1．2m、深さ約30cmになるものと思われる。埋土は暗茶褐

色粘質土である。埋土を掘り込むかたちでP140が形成されている。遺物は出土しておらず性格・時期ともに不

明であるが、SK26・27と同じ埋土であるため、これら3基にはそれほど時期差はないと思われる。

SK26（第71図）

SK25・27と切り合って検出された。規喋を復元すると、長径約1．9m、最大幅約1．0m、深さ10cmになるもの

と思われる。埋土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土していない。性格・時期ともに不明である。

SK27（第71図）

SK25の北側に位置し、SK26と切り合う。規模を復元すると、長径約4．2m、最大幅約1．4m、深さ約20cm

になり、不定形な楕円形を呈すと思われる。埋土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土していない。性格・時期

第68図　SK22遺構図
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①暗茶褐色粘質土（しまる）

第70図　SK24遺構図
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第72図　SK29遺構図
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ともに不明である。

SK28（第71図）

SK27の東に位置する。規模を復元すると、長径約70cm、短径約70cm、深さ10cmとなり、不整形な楕円形を呈

すと思われる。埋土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土していない。性格・時期ともに不明である。

SK29（第72図）

K24グリッドのほぼ中央に位置する。規模は長径4．1m、最大幅1．0m、深さ10cmを測り、不整形な長方形を呈

する。埋土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土していない。性格・時期ともに不明である。

SK30（第73図）

SK29の南西に位置する。規模は長径1．2m、最大幅70cm、深さ8cmを測り、台形状となる。埋土は暗茶褐粘

質土である。遺物は出土していない。性格・時期ともに不明である。

SK31（第74図）

SK30の南に近接して位置する。規模は長径1．7m、短径90cm、深さ15cmを測る。不整形な楕円形を呈し、埋

土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土しておらず、性格・時期ともに不明である。

SK32（第73図）

SK30に隣接し、P142・145に南北を挟まれるかたちで検出された。規模は長径85cm、短径36cmの長楕円形を

呈し、深さ6cmと非常に浅い。埋土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土しておらず、性格・時期ともに不明で

ある。

o S＝1：200．5m

－　　　　〕

第73図　SK30・32遺構図
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第74図　SK31遺構図

SK33（第75図）

K26グリッドとK27グリッドにまたがって

検出された。規模は長径1．9m、最大幅63cm

で、不整形な長楕円形を呈する。深さは55cm

で、西壁は直立気味だが、東壁は緩やかに立

ち上がる。埋土は2層でほぼ水平堆積してい

る。2層とも暗茶褐色粘質土であるが、①層

はかたくしまる。遺物は出土しておらず、性

格・時期ともに不明である。

SK34（第76図）

Ⅲf区B26グリッド南端に位置する。この

部分は西にかけて低くなる傾斜変換点である

が、西側は水路埋設にともなう削平を受けて

いるため、正確な規模・形状は分からない。

検出できた規模は長径65cm、最大幅54cm、深

さ約30cmを測り、西側に張り出す不整形な楕

円形となる。埋土は暗褐色粘質土である。遺

物は出土しておらず、性格・時期ともに不明

である。ただⅢf区は低丘陵部分に相当し、

調査区が狭長であるため明らかでないが、S

K35～39・ピット群16とともに柱穴などとし

①暗茶褐色粘質土（しまる）

o S＝1：200．5m

－－

第75図　SK33遺構図

て一群を形成する可能性がある。

SK35（第77図）

B27グリッドの中央やや東側にあり、北をP213、南をP214に切られる。西側に張り出すいびつな楕円形を呈

し、正確な規模は不明だが、復元すると長径70cm、最大幅50cmになると思われる。深さは65cmを測り、埋土は暗

褐色粘質土である。遺物は出土しておらず時期は不明である。
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第76図　SK34遺構図

第78図　SK36遺構図

O S＝1：20　0．5m
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第77図　SK35遺構図

第79図　SK39遺構図

SK36（第78図）

B27グリ‘ツドに位置し、SK35・37に南北を挟まれる。東側は一部調査区境にかかる。確認できた範囲では、

長径73cmで、形状は東側が大きく張り出す不整形な方形となる。西側半分は削平をうけているが、深さは20cm程

度あったと思われる。埋土は暗褐色粘質土である。遺物は出土しておらず、性格・時期ともに不明である。

SK37（第80図）

B27グリッドに位置し、SK36・38に南北を挟まれる。規模は長径64cm、短径44cmを測り、深さは60cm程度に

なると思われる。形状は不整形な楕円形となり、遺構内は複雑で何段にも掘り込まれる。埋土は暗褐色粘質土で

ある。遣物は出土しておらず、性格・時期ともに不明である。
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第80図　SK37遺構図

SK38（第81図）

B27グリッドに位置し、SK35～37とと

もに密集して一群を形成する。いびつな長

方形を呈し、長径52cm、最大幅32cm、深さ

は最も深い所で約30cmを測る。底面を2カ

所もつようなつくりをしており、両者のレ

ベル差はほとんど無い。埋土は暗褐色粘質

土である。遺物は出土しておらず、性格・

時期ともに不明である。

SK39（第79図）

SK38の南に位置する。長径63cm、最大

幅43cmで、東側に平坦面を持つ不整形な楕

円形となる。壁面は底部にかけて円錐状に

落ち、深さは57cmを測る。埋土は暗褐色粘

質土である。遺物は出土しておらず、性格・

時期ともに不明である。

O S＝1：10　　30cm

－71－

第81図　SK38遺構図



（2）溝状遺構

SD25（第82図）

K23グリッドとL23グリッドにまたがり、調査区を東西に横断するようなかたちで検出された。東西両端を調

査区境に切られ、東西方向に蛇行しながら走る溝である。幅は、西側の最も広いところで1mを測るが、ほぼ一

定して20～30cmである。肩から底面まではほとんどが垂直に落ちている。深さは西側の最も深いところで55cmを

測るが、東に向けて浅くなり、20cm程度である。埋土は2～9層にわかれる。遺物は出土しておらず、時期は不

明である。

SD26（第82図）

SD25と同様にK23グリッドとL23グリッドにまたがるが、溝の西側部分が南北を縦断するように伸び、SD

25に接する手前で終わる。本来はSD25と同一の溝であった可能性もある。幅は南北に伸びる部分で15cm程度、

東西に伸びる部分で30～40cmと大きな差はない。埋土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土しておらず、時期は

不明である。

SD27（第83図）

K27グリッドからI31グリッドにかけて調査区を南北に縦断するかたちで検出された。本遺跡の溝状遺構のな

かで最大のもので、検出できた範囲の直線上の長さは約44mとなる。最大幅は1．8mである。溝はJ28グリッド

で二股に分かれ、一方は同グリッドの調査区境に、もう一方はI31グリッドの調査区境にかかる。埋土は4～5

層で、①層には小石・砂粒を顕著に含み、最下層の暗灰褐色粘質土は粘土に近い質で褐色砂が混じる。また、壁

面に埋土が入り込む部分も見られた。遺物は伴っていないが、埋土・完掘状況から自然河川02を切っており、少

なくともそれ以降の時期に比定できる。

SD28（第84図）

Ⅲa区南端にあり、調査区を横断するように検出された。検出できた範囲では長さ約25m、幅20cm前後、深さ

10cmで細長くほぼ直線的に伸びる。東側は一部撹乱をうけており、西側はSCOlに切られる。埋土は2～3層に

分かれるが、基本的に暗褐色粘質土で構成されている。遺構の中央より西側にかけて、底面付近で土器片が集中

して出土した。これらは磨滅がすすんでいることもあり、遺構の時期を決定できるものではない。本遺構は切り

合い関係から、SCOlが形成されるよりも前に埋没したと考えられる。

SD29（第86図）

Ⅲa区南側のH31・32グリッドへ突出する部分で検出された。北側が調査区境にかかるため正確な規模は不明

だが、検出した範囲で長さ約4．2m、幅0．6～1．0m、深さ10～20cmを測り、くの字状に折れ曲がっている。遺物

は伴わず、時期は不明である。

SD30（第87図）

IIIb・Ⅲd区にまたがって検出され、両端が各調査区境に接する。幅40～80cm、深さは最大でも10cmと非常に

浅く、やや蛇行する溝である。肩から底にかけて部分的に何段かに落ち込む。遺物は出土していない。時期は不

明である。

SD31（第88図）

ⅢC区東端で検出され、幅は1．2～1．5mで深さは25～50cmを測り、ほぼ直線的である。南側で段差を生じるも

のの、全体的に底面は平坦である。遺構を検出した層である暗茶褐色粘質土中には灰色砂が顕著に見られた。埋

土下層は基本的に暗灰色粘土である。図化できなかったが、埋土中より縄文時代後～晩期と思われる土器の小片

が出土している。底面から浮いた状態で出土しているため、遺構の時期を決定する要素にはならないが、それ以

前の時期に形成されたものであろう。
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①暗茶褐色粘質土（砂粒混）
②暗茶褐色粘質土（①よりやわらかい）
③暗茶褐色粘安土（黄灰色粘土のブロック混）

（初暗茶褐色粘質土（砂粒顕著）
⑤茶褐色粘質土のブロック
⑥暗茶褐色粘質土（③よりやわらかい）
（訂暗褐色粘質土（黄灰色粘土多量混）
⑧暗褐色粘質土（⑦よりやわらかい）
⑨暗褐色粘質土（茶褐色粘質土混）

0 S＝1：20　　　　1m

－73・74－

暗渠排水によるカクラン

第82図　SD25・26遺構図
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第83図　SD27遺構図
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④



①暗茶灰色粘質土（小石少量混）
②暗茶灰色砂
③暗茶灰色粘質土（小石ほとんど

混じらず、やわらかい）

＝二二こ二二二二もミ二二圭一∴＿＿＿＿＿＿＿ラ

Iq　　　ダ

①暗茶灰色粘質土（小石少量混）
②暗茶灰色粘質土（①よりも小石混じり、褐色シルトのブロック含む）

R堅型聖③①②－R’

①暗褐色粘質土　　　　　　①暗褐色粘質土（小石少量混）
②暗褐色粘質土（褐色シルトの　②暗褐色粘質土（砂粒混）

ブロック、砂粒混）　　　　③暗褐色粘質土（小石多量に混）

第84図　SD28、SCOl遺構図

「1

廃

一一二二
⊂ユ

o S＝1：60　　　　3m

o S＝1：20　　　　1m
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o S＝1：410cm

」」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第85図　Ⅱ区木製品実測図
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①暗褐色粘質土

B′（やわらかい）

①暗褐色準質土
l

（やわらlかい）

o S＝1：40　1m
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第86図　SD29遺構図

（3）ピット群

ピット群11（第89図）

Ⅲa区K24・L24グリッドに位置し、SK24～31と

ともに遺構群を形成する。P131～ユ45がこれに該当し、

径は15～30cm、深さは10～20cmの範囲でまとまってい

る。検出した限りで10×2mの範囲に直線的に分布す

るが、柱・杭などがあった痕跡は認められず、それぞ

れの関連性と具体的な機能は不明である。いずれも遺

物を伴わず、時期は不明である。

ピット群12（第90図）

ピット群11と自然河川02との中間に位置し、P146～

150がこれに当る。6×2．4mの範囲にまばらに分布す

る。径は最大で49cm（P147）、最小で21cm（P150）

である。遺物は伴っておらず性格・時期は不明である。

ピット群13（第91図）

一部K29グリッドにかかるが、ほぼK30グリッドの

中に分布する。ややまとまりに欠けるが、群として捉

えておく。P151～157がこれに該当し、径は最大で36

cm（P155）、最小で17cm（P151）である。遣物は伴っ

ておらず、性格・時期ともに不明である。

ピット群14（第92図）

ⅢC区にあるピット群で、17×5mの範囲に分布する。径は最大で36cm（P167）、最小で18cm（P172）、深さ

は10cm前後である。遺物は伴っておらず、性格・時期ともに不明である。

ピット群15（第93図）

Ⅲe区D29グリッド中央付近にあるピット群である。P175～179がこれに該当する。径16～30cmと大きさ・形

状にそれほど違いはなく、まとまっていると言える。遺物は伴っておらず、性格・時期ともに不明である。

ピット群16（第94図）

Ⅲf区全体に広がるピット群で、本遺跡最大である。特に標高23．5～24．3mに位置するP180、230は、密集し

切り合い関係も多く見られる。また径16～55cm、深さも復元すれば最大で80cmになるものもあり、全体的にしっ

かりとした掘り込みを持つ。ただ、積極的に評価するならば、低丘陵上に築かれたであろう建物群の柱穴、ある

いはそれに付属する施設（杭列等）になる可能性も考えられるが、それを裏付ける遺物等は出土していない。時

期は不明である。
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第87図　SD30遺構図

－81・82－
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①茶褐色粘質土（砂粒顕著でしまりに欠ける）
②暗褐色粘質土（細かな粘土粒でしまる）

o S＝1：40　　　　2m
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第88図　SD31遺構図

（4）道状遺構

SCOl（第84図）

J30～32グリッドにあり、南北に延びるもので、SD28を切る。北側半分は圃場整備により削平され、底面部

分を断続的に検出したにとどまる。検出した範囲で長さ24m、東西側溝までの幅約3mである。側溝の規模は東

から幅80cm～1m、30～70cm、50～80cmで、深さは中央溝が浅く10cm前後、他の2つは約20cmである。東溝はS

D27に接するあたりまで残るが、他は削平されて一部しか残っていない。埋土は西溝が暗茶褐色粘質土の単層で

周辺の遺構を埋める土に等しく、残る2つは小石・砂の混じる暗茶灰色粘質土で2～3層に分かれる。路面は堅

く踏みしめられているような状態で、平坦となる。掘り込みや土盛りなどの土木工事的な作業の痕跡は認められ

－83－
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第89図　ピット群11ピット配置図
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第91図　ピット群13ピット配置図
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第93図　ピット群15ピット配置図
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査

区

てこノー＋
①暗茶褐色粘質土
②暗青灰色粘土（黄褐色土まばらに混）
③暗灰色粘土（黄褐色粘土粒顕著）
④暗灰褐色粘土
⑤暗灰色粘土と灰色砂が混じる
⑥黒褐色粘土（遺物含む）
（診暗灰色粘土
⑧暗褐色粘土

S＝1：80　　　　4m

第95図　自然河川02遺構図
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第96図　自然河川02出土土器実測図
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なかった。東溝の埋土中に径10～20cm程度の角張った礫が多量に見られ、中には径が30cmになるものもあった。

また、同じ溝の内外に折れた杭が幾つも散乱していた。これらのことから、当初SCOlは礫を敷きつめた敷石道

路であり、杭はそれを舗装していたか柵の役割を果たしていたと考えられる。その後何らかの原因によって、礫

と杭が剥ぎ取られ転落したのであろう。同じ役割を果たしたと思われる20cm程の礫が、西溝の肩に埋め込まれて

いる様なかたちで検出された。道の性格は、側溝を伴うものの、道幅1．2～3mで日常生活に伴い頻繁に使われ

たものと推定できる（1）。遺物は東溝で最も多く、須恵器が目立つが中国系の青磁なども見られた。他の溝からは

須恵器片が出土している。これらの遺物はほとんどが埋土中からの出土である。また本遺構に伴う杭の一部を図

示した（第85図1～8）。いずれも先端及び端部のみの加工で、素材の節を残したままのものも多い。基本的に

とがらせた先端部分には焦げた痕跡をもち、焼き締めることにより強度を高めたものであろう。遺構の規模・出

土遺物・埋土から検討すると、当初この道は東西溝を側溝に持ち、西溝が廃絶した後中央溝がつくられ、2つの

溝はほぼ同時に埋没したと考えられる。遺構の時期は底面から出土した捨鉢から近世後半と思われる。

（5）自然河川

自然河川02（第95図）

Ⅲa区のほぼ中央を東西に横切るようなかたちで検出された。南側でSD27と切り合い、直線的に延びる。検

出できた範囲で幅2．0～3．5m、深さ1．1m前後を測る。遺構の肩は急に落ち込み、西側の底面は中央部がレンズ状

に窪む。土層断面を観察した部分では、埋土は9層に分けることができ、主体は粘土層であるが最下層は灰色砂

で、埋土全体に同様の砂をわずかに含んでいる。遺物は黒褐色粘土から下層にかけて、縄文晩期の土器（第96図

1～5）が出土した。このうち2～4は中央北側の独立した平坦面（底面）部分の黒褐色粘土層中で、5は遺構

の西側底面より少し浮いたところで南壁に張りつくようにそれぞれ出土した。1・2は浅鉢。1は口縁部がくの

字状に屈曲する。調整は内外面ともヨコナデである。2は単純口緑で口唇部を面取りし、胴部は屈曲する。3は

深鉢で、波状口縁となり口緑直下に輪状浮文を貼りつける。5ほほほ完形の粗製探鉢である。遺構の西端では底

面直上の灰色砂から流木と思われる長さ1m程の木が出土した。土層断面を観察した部分以外の堆積状況を見る

と、河川は1度の氾濫で埋没した可能性があり（2）、出土遺物が遺構の時期を直接表すものにはならないが、少な

くとも縄文時代晩期以降に形成されたものであろう。

2．遺構に伴わない遺物（第97図）

Ⅲ区も他の調査区同様に良好な遺物包含層が残っておらず、旧水田耕作土である表土から遺物が出土した。量

的には少なく、備前の措鉢、須恵器、18～19世紀頃と思われる在地の陶磁器等の破片が見られた。図化できたも

のは2点である。1は探鉢の口緑部で、端部よりやや下って1条の刻目突帯を施す。口縁端部の面取りはあまく

刻目は見られない。突帯上の刻目はD字であるが、やや明確さに欠ける。遺物の時期は縄文時代晩期である。2

は肥前系陶器の小皿で、高台は削りだして設けるが、突出しない。内外面とも緑灰色の粕が施され、内面には胎

土日が見られる。遺物の時期は16世紀末～17世紀初頭である。

割匿「
o S＝1：3　10cm

7

1

第97図　Ⅱ区遺構外出土土器実測図
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第5節　Ⅳ区の調査

Ⅳ区は調査区の南東に位置する。道路および擁壁部分となるところで、幹線道路を含まないため最大でも6m

幅の狭長な調査区が続いている。調査面積が最も多かったⅣa区を境として東西方向へ向かい地山面が上昇する

地形となる。Ⅳe区は調査区の中に介在する微高地上にあたり、東側で隣接するⅣd区より遺構検出面がおよそ

50cmほど高い。Ⅳa区は南北方向の調査区で、これにほぼ沿うように自然河川が検出された。この自然河川は腐

植物を多く含む土で埋もれていたが、この上面付近で古墳時代前期初頭を中心とする多量の遺物が出土した。こ

れらは流れ込んだものではなく、湿地が乾燥状態にあった時に残されたもののようで、2ヶ所の土器溜が検出さ

れている。Ⅳa区西壁セクション（第98図）は自然河川の肩のあたりであるが、自然河川を埋める腐植土（黒褐

色腐植土）は細かくみれば一様でなく、砂質の部分をはさむなど何度か水の影響を受けながら堆積したことがわ

かる。この腐植土の上に黒褐色粘質土が認められ遺物も出土したが、そのほとんどが摩滅しているうえ遺物の上

下関係から二次堆積と判断できる。Ⅳa区を除いては土層の堆積が良好でなく、表土直下に地山面が存在している。

検出した遺構は、土坑9、溝状遺構3、ピット69、自然河川1、土器溜2である。ピットのうちまとまりのあ

るものをピット群17～18として捉えている。このうちピット群18はⅣe区にあり、前に述べたように当該地が微

高地上であるとともに「土井」という小字であるため、中世の館跡などにならないかと考えてみたが、検出した

限りでは何ともいえない。

1．検出した遺構

（1）土坑

SK40（第100図）

ⅣC区K32グリッドに位置する。径55cmほどの隅丸方形を呈し、深さは45cmを測る。壁面の立ち上がりは急で、

遺構の東から南にかけての部分では平坦面を経た後、再度急激に落ち込む。そこから浮いた状態で礫が検出され

たが、どのような意味をもつのかは不明である。遺物は出土していない。

SK41（第101図）

ⅣC区にあり、ピット群17に囲まれて位置する。長径3．1m、短径2．3mの楕円形で、深さは最大で20cm程であ

る。所々にくぼみがあり、ピットと切り合っていることも考えられるが平面的には明らかにし得なかった。壁面

の立ち上がりは緩やかで、底面はおおむね平坦である。遺物は伴っておらず、時期は不明である。

o S＝1：401m

i i I－　①黒褐色粘質土（二次堆積土、遺物を含む）④黒褐色粘土（粘矧、。植物遺体含む）
②黒褐色腐植土（遺物包含層、植物遺体含む。細粒で均質な土）⑤黒褐色砂質土
③黒褐色砂質土　　　　　　　　　　　　　⑥黒灰色粘土

第98図　Ⅳ区土層図
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o S＝1：20　0．5m

－．　、

第100図　SK40遺構図

」1∠二二＝ゝ

キー

o S＝1：200．5m

」＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

第102図　SK42遺構図

①暗茶灰褐色粘質土
②暗茶灰褐色粘質土（黄色粘土粒混）

O S＝1：40　　　　2m

第101図　SK41遺構図

o s＝1：200．5m①暗褐色粘質土
ニ＿＝l‾

第103図　SK43遺構図
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o S＝1：200．5m

ヒニー⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

①暗褐色粘質土

第104図　SK44遺構図

境

①茶褐色粘質土

21．65m

O S＝1：200．5m

とこ＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第106図　SK46遺構図

o S＝1：200．5m

「　題　　　　　　　　‥－」

第105図　SK45遺構図

O S＝1：200・5m①茶褐色粘質土（黄色粘土混）
［‾‾1　　　　　　　　1

第107図　SK47遺構図
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SK42（第102図）

ピット群17の西端付近に位置する。長径52cm、短径39cm、深さおよそ40cmの楕円形で、形状・規模ともピット

と大差ない。ピット群17、特にその西側部分と機能的関連をもつものか。遺物はなく、時期は不明である。

SK43（第103図）

Ⅳd区北側に位置し、見かけ上SK44～46とまとまりを有する。長径1．32mで幅は70～90cmと一定せず、深さ

はおよそ10cmを測る。遺物は出土していない。

SK44（第104図）

SK43の南に隣接する、長径1．5m、短径55cmの細長い土坑である。深さは10cm程で、遺物は伴っていない。

SK45（第105図）

R22グリッドの南端に位置する。一部調査区外へ広がるが、長径1．5m、短径60cmの不整形な長円形となろう。
ヽ

壁面の立ち上がりは明瞭であるが、ピット状の落ち込み部分を除き深さは5cm程と浅い。この土坑も遺物を伴っ

ておらず、時期は不明である。

SK46（第106函）

SK45の南に隣接する土坑である。調査区境に接するためおよそ半分を検出したにとどまるが、径1．4m程度

の不整形なものであろう。SK45同様壁面の立ち上がりははっきりしているが、深さは5cm程と浅い。

SK43～46はまとまって検出されたうえ、形状も不整形で浅いなど共通点も多い。いずれも遺物を伴っておら

ず時期が不明なため断定はできないが、何らかの関係をもっていることも否定できない。

SK47（第107図）

R27グリッドに位置し、SD33が近接する。径およそ1m程の不整円形で、壁面の立ち上がりは緩く、深さは

10cm程度である。底面上に礫が1個認められた。遺物は出土しておらず、時期は不明である。

SK48（第108図）

Ⅳe区に位置する。調査区境に接しおよそ半分を検出したものと思われるが、計測できた範囲で長さ1．3m、

幅65cmを測る。全体の形状は楕円形となろうか。深さは

10cm弱と浅い。Ⅳe区で検出したピット群18との関連が

考えられるが定かでない。本遺構には遺物は伴っていな

いが、Ⅳe区の小字が「土井」であることや遣構外から

第156図6の備前系陶器が出土していることから、中世

のものである可能性も考慮しなければならないだろう。

（2）溝状遺構

SD32（第109図）

Ⅳa区北側に位置する。Ⅳa区は自然河川03を埋める

腐植土が広範囲に認められたが、本遺構周辺では見られ

ず、シルト質の地山上に掘り込まれている。両端が調査

区外へ続くため全体の規模は明らかでないが、1．1～1．3

mの幅でやや蛇行しながら直線的に伸びるものである。

深さは40cm程で、粘質土と砂質土が交互に堆積し、最下

層では粘土層が確認された。

遺構内からは弥生土器などが出土しているが、時期的

に混在している可能性がある。第112図3は壷の口緑部

で、外面に櫛措直線文を施す。1は複合口縁を有する嚢

で、外面はナデ調整のものである。2は器台の脚端部で

ある。
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本遺構は低湿地の外縁に築かれたもので、

埋没過程に水の影響が窺える。具体的な機能

は明らかでない。時期ははっきりしないが、

二次堆積ではあるものの遺構全体を覆う黒褐

色粘質土中に奈良時代までの遺物しか認めら

れなかったことから、奈良時代より前のもの

であると考えておきたい。

SD33（第110図）

Ⅳd区で確認されたもので、SK47が近接

している。かなりの部分が調査区外へ広がっ

ているものと思われ、全体の規模・形状は不

明だが、一応溝状遺構と捉えておく。全体と

して壁面と底面の境がはっきりせず、底面は

調査区外に向け傾斜している。遺物は出土し

ておらず、時期も明らかでない。

SD34（第111図）

Ⅳd区R29～30グリッドにかけて検出され

た。幅は30～60cmで、南に向かい直線的に伸

びた後R30グリッド南端で東にカーブする。

この辺りで撹乱を受け、調査区境へと至る。

拳大程度の礫のまとまりが3ヶ所に認められ

るが、意味は不明である。遺構内からは備前

系・肥前系の陶器が出土しているほか、古瀬

戸の卸目付大皿が認められた（第112図5）。

内外面の上半に灰粕を施し、欠損しているが

口緑部内面に内側への突出が確認できる。藤

澤良祐氏の編年でいう古瀬戸後期Ⅳの新段階

のものである（1）。4は瓦質に近い胎土の措鉢

である。内面底部にも卸目が施される。古相

の陶磁器を伴うものの、遺構の時期自体は近

世に入ってのものであろう。

（3）ピット群

ピット群17（第113図）

ⅣC区で認められたピットのまとまりであ

り、P237～277の41基で構成される。細かく

見れ古朝田分できるかも1しれないが、厳密にセッ

ト関係が指摘できないため大きく捉えざるを

得ない。これらの中には柱根を有するもの

（P243、272、274）や礫を有するもの（P

244）もあるが、数は少ない。このピット群

にともなう遺物はない。

第109図　SD32遺構図
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第110図　SD33遺構図

ピット群18（第114図）

Ⅳe区で確認されたピットのまとまりである。

検出した状況からすると調査区外にも密に分布

23．80m

しそうである。SK48で述べたようにこの調査

区が所在する微高地上には中世の遺構の存在が　　　　　　　　　　第111図　SD34遺構図

予想され、ピット群18もそういった遺構の一部を構成しているかもしれないが、これ以上の言及はできない。こ

のピット群を構成するのはP287～305で、径は30～60cmと一様でなく深さもまちまちであるが、全体的にはしっ

かりした掘り込みをもつという印象を受ける。

（4）自然河川

自然河川03（第115図）

Ⅳa区P25～34グリッドで約90mにわたり検出されたものである。大きく見ればⅣe区のある微高地に沿って

蛇行しながら伸びるものである。検出した範囲では腐植土を中心とする堆積物により埋没している。この堆積土

も細かく見れば砂質を帯びる間層が介在しており、埋没状況は単純でなかったことがわかる。肩の部分を見ても

いくつかの段が認められ、川幅も一定ではなかったことがわかる。
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第114図　ピット群18ピット配置図

（5）土器溜

土器溜1（第116図～第124図）

Ⅳa区P32グリッドに位置する。自然

河川03を埋める腐植土の上層で確認され

た。平面的には土器の集中度が高い南側

のB群・C群と、散漫な北側のA群に分

第113図　ピット群17ピット配置図　　　　　　　　　けられる。これらの検出状況は中央部が

くぼむといったように掘り込みに伴うものではなく、取り上げ後にトレンチを入れても遺構の存在は確認されて

いない。

第118図～第119図はA群の土器である。第118図1、2は壷で、上方に伸びる頸部をもち口緑部は内傾して終

わる。3～第119図1は嚢で、器形は倒卵形のものが主だが6のような寸詰りのものもある。いずれも肩部に波

状文・直線文といった櫛措きの文様をもつ。3は体部内面にヘラ状工具による線刻と思われるものが認められる。

第119図2も嚢であるが、前述のものと異なり大型で明瞭な平底をもち、口緑部外面に櫛状工具による直線文を

施す。5は高杯で、杯部を欠くが筒状に伸び裾の広がる脚部を有するものである。
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第120図～第122図はB群の土器である。第120図1～3は上方へ伸びる明瞭な頚部をもつ壷である。1は口緑

部が内傾するが、それ以外は外反する。4は小型で、肩部に注口をもつ。5～第122図4は嚢である。いずれも

外反する複合口緑をもち、外面はナデ調整のものである。器形的には体部中央あるいはやや上方に最大幅をもち

底部に向かいすぼまるものがほとんどであるが、第120図5、6は大きな平底をもつ寸詰りの体部となる。壷・

嚢ともに肩部に櫛状工具による波状文・直線文を施すものが多い。第122図5は高杯の杯部で、ゆるやかに内湾

しながら立ち上がり端部は外反気味に終わる。内外面とも細かなへラミガキを施す。6～9は器台である。いず

れも器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台で、器受部内面はへラミガキかていねいなナデで仕上げている。

第123図～第124図はC群の土器である。第123図1、2は外反する複合口緑をもつ壷で、1は体部中央よりや

や上方に張りをもち肩部に櫛措文様を施すのに対し、2は体部が球形で外面はパケ調整のみである。3～第124

図2は嚢である。体部の形状をみると3は下ぶくれで、4は中央部が張る寸詰りとなる。5はやはり体部中央付

近に最大幅をもつが底部にかけてすぼまり寸詰りとならない。第124図2を除き外面ナデ調整の複合口縁をもち、

肩部には波状文・直線文等の文様を施すものが多い。第124図2は頚部がくの字状に折れ、直線気味に外反する

口縁部をもつものである。体部外面は煤が付着しているためわかりにくいがタタキが認められる。畿内中枢部の

影響を受けた庄内窯で、畿内西辺部からの搬入品である（2）。第124図3～6は高杯で、3、4は内湾しながら大

きく開く杯部となる。ともに細かなへラミガキを用いてていねいに仕上げている。5は裾の広がる脚部で透かし

穴をもつ。6は碗形の杯部の内面を放射状のヘラミガキで調整している。第124図7は浅い碗形の杯部と円錐状

の脚部を有し庄内系小型器台を思わせるが、形態・調整が異質であり模倣したものであろう。8、9は鼓形器台

である。

土器溜2（第125図～第128図）

土器溜1の南側約1．5mで検出された。土器溜1に比べ土器の個体数は少ないが、完形品またはそれに近いも

のが密集する。これに伴う掘り込みはない。

第126図1～第128図1は嚢である。いずれも外反しながら立ち上がる複合口緑をもち、外面はナデ調整である。

器形的には体部が張る第126図1、2や大きな平底をもつ寸詰りな3があるが、主体となるのは体部中央よりや

や上に最大幅を有し底部に向かいすぼまるものである。肩部には第127図2、3、6のように櫛措き直線文・波

状文・刺突文といった文様を施すものもあるが、大部分はパケ調整のみである。第128図2～4は鼓形器台で、

器受部内面はへラミガキかていねいなナデにより仕上げている。4の脚台部内面にはへラ状工具による陰刻が認

められる。6は体部を欠くため全体の形状はわからないが、脚台のつく大型の杯か。脚部は外面タテ方向のパケ

の後ヨコナデで、内面はケズリ。杯部内面にはヘラミガキが認められる。土器の集中部からややはずれて検出さ

れたものである。

2．遺構に伴わない遺物

（1）黒褐色腐植土中の遺物（第129図～第146図）

出土した遺物は縄文時代晩期～中世にわたるが、量的にみれば弥生時代後期末～古墳時代前期初頭にかけての

ものが圧倒的に多い。

第129図1～3は縄文時代晩期の探鉢である。全体の形状をうかがい知るものはないが、いずれも口緑部直下

に突帯を貼りつける。4は晩期前葉の浅鉢の口緑部である。波状口縁を呈し、2条の沈線が施される。

5、6は弥生時代前期の壷と聾である。5は内外面ともヘラミガキにより仕上げる。6は口緑部外面にキザミ

を有し、体部に移行する部分に凹線文を施す。この時期の遺物は少ない。

7～第130図4は弥生時代中期のものである。7は口縁部がラッパ状に開く壷で、口緑部内外面に櫛措きによ

る文様を施す。8、9は無頸壷である。第130図1、2は嚢で、口縁部が上下に拡張され外面には凹線文を入れ

る。体部内面の上半にケズリは及んでいない。3は高杯の脚部である。4も同様の形態を示すが、脚部の径から

推定すると器台か。

第130図5以下は詳細な時期決定が困難なものもあるが、弥生時代後期以降のものとして一括して扱う。

－98－



二∵二
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第117図　土器溜1土器分布図

5～13は小型の壷である。いずれも丸みを帯びる体部と短く直線気味に外反する口縁部をもつ。11は形からす

ると布留系の小型丸底壷のようであるが、器壁が厚く搬入品ではない。

第131図、第133図は壷で、第133図8、9を除いて複合口縁を有するものである。第131図1は発達した複合口

緑でなく上下に拡張される形態のもので、外面には凹線文が施され部分的にナデ消す。内面頚部より下にはケズ

リが認められ、弥生時代後期初頭のものであろう。2、第132図5は外反する複合口縁をもつものである。第131

図2、第132図1は明瞭に上方へ立ち上がる頚部をともない、頸部内面にはユビオサエの跡を顕著に残す。これ

らは概して大型である。2も頸部がはっきりしているが、小型で体部に注口をもつものである。3、4は口縁部

－101－



第118図　土器溜1出土土器実測図（1）
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第119図　土器溜1出土土器実測図（2）
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第は図　土器溜　出土土器実測図（3）
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第121図　土器溜1出土土器実測図（4）
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第柑図　土器溜　出土土器実測図（5）
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第123図　土器溜1出土土器実測図（6）
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第124図　土器溜1出土土器実測図（7）
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o S＝1：3　10cm

第126回　土器溜2出土土器実測図（1）
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o S＝1：3　10cm

第127図　土器溜2出土土器実測図（2）
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o S＝1：3　10cm

第128図　土器溜2出土土器実測図（3）

の上半が長く立ち上がる。5は口緑部を欠くが、畿内系の加飾二重口緑壷である。頚部は内外面ともタテ方向の

へラミガキで、肩部には櫛状工具による文様を上から直線文・刺突文・直線文・波状文の順に施す。体部はパケ

の後タテ方向のへラミガキで仕上げる。内面の調整は頚部直下に指頭庄痕を残し、体部はパケによる。畿内西辺

部からの搬入品である。第133図1～7は明瞭に上方へ立ち上がる頚部をもつ複合口緑壷であるが、口緑部は内

傾して終わる。これらも大型のものが多い。8、9は口緑部が外反あるいは直線気味に伸びるものである。

第134図～第140図は嚢である。第134図1～第135図2は口縁端部が上下に拡張されるもので、外面には基本的

に凹線文が施される。体部に文様をもつものは少ないが、刺突文をもつものが存在する（1、2、5）。第135図

1．は全体の形状が復元できたもので、体部中央よりやや上に最大幅をもち底部に向かいすぼまる。底部は平底で

ある。体部外面は全体的にパケ調整であるが、下半部はタテ方向のヘラミガキも施される。これらは弥生時代後

期初頭のものと思われるが、第134図4は口緑端部の形状も異質で胎土も異なることから、外来系のものである

可能性も否定できず、時期も断定しにくい。第135図3～7は複合口縁が発達し、外面に櫛状工具を用いた文様

等が施されるものである。5は凹線文のナデ消しを行っており、時期的にやや古いかもしれない。6は口緑部～

頚部内面にへラミガキが観察される。7は大型で、他のものと異なり波状文をめぐらす。これらは弥生時代後期

－113－
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第瑠29図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（1）

前葉～後葉にかけてのものであろう。第136図1～第139図4は発達した複合口縁をもち、文様を施さずナデ調整

のみのものである。口縁端部に注目すると第136図1～9が面をもたずに終わるもの、第137図1～4が外方へつ

まみ出すもの、5～第139図4が面をもつものに分けられる。肩部には櫛状工具による直線文・波状文等が施さ

れるものが多い。体部の形状は第137図3～5のように大きく張るものもあるが、倒卵形が一般的なようである。

第139図5、6も複合口縁をもつものであるが、外反した後の上方への立ち上がりは短い。7も一般的なものに

比べ口縁部の作り・形状が異質な感じを受ける。8は吉備系の嚢である。器壁も薄く作りがシャープで、吉備南

部からの搬入品である（3）。9～11は退化した複合口緑をもつもので、古墳時代前期～中期にかけてのものか。12～

第140図7はくの字状に折れる頚部から短く外反する単純口縁となるもので、時期的な位置付けは難しいが、前

述の複合口緑の退化したものに伴うものか。8、10は体部外面にタタキが認められる畿内系のものである。8は

口縁端部が短く上方に突出し、内面頚部より下をケズる庄内嚢で、和歌山北部～播磨東部などの畿内周辺部から

の搬入品か。9も庄内嚢で同様の口綾部をもつ。10は口縁端部にアクセントをもたず、内面頚部より下の調整が

パケであることから弥生嚢の影響を受けたものと思われる。12～13は庄内嚢の影響を受けた弥生嚢の体部片で、

畿内西辺部からの搬入品である。第141図1～4は壷または嚢の体部である。1は10円玉状の底部を残す球形の

－114－
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第130図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（2）
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O S＝1：3　10cm

第相国　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（3）

体部で、外面はタテ方向のヘラミガキを施し、内面は上半にエビオサエ、下半に粗いパケの後ナデ調整を加える。

底面には放射状のパケが認められる。直口壷の体部と思われ、畿内西辺部からの搬入品である。3は秋里遺跡（4）

などにみられるような文様で、本遺跡に特徴的な竹管文を施す土器に関連するものであろう。4はかなり大型の

ものである。底部は平底で、体部の立ち上がりからすると壷であろうか。5～11は底部のみ残っているもので、

11を除き突出する平底を有する。これらは畿内系の壷または嚢の底部で、9を除き畿内西辺部からの搬入品であ

る。5、6は弥生嚢で、8は広口壷の大型品の底部である。9も大形の広口壷であり、本遺跡唯一の中河内産の

土器である。

第142図～第143図は高杯である。第142図1は杯部が外反した後強く屈曲し上方へ立ち上がり、凹線文の施さ

れる平坦な端部へと至るものである。3～9はゆるく内湾しながら立ち上がる杯部をもつ。第143図1～3はいっ

たん外反した後屈曲し立ち上がるものであるが、三者三様の形態を示す。4、5は碗形の杯部を有し、脚部は短

く立ち上がり裾が大きく広がるものである。4は形態的には庄内系の碗形高杯であるが、模倣品の可能性もある。

7～17は脚部のみの残存である。これら高杯は全体的に細かなへラミガキを多用していねいに仕上げている。
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第132図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（4）
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第柑図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（5）
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第135図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（7）
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第136図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（8）
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第柑図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（の
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第相関　Ⅳ区黒褐色腐植丑出土土器実測図（柑）
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第柑図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（椚）
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o S＝1：3　10cm

第140図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（12）
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第掴図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（13）
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第相国　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（掴）
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第掴図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（15）
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第144図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（16）
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第146図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器実測図（18）

第144図は器台である。第144図1、2は外面に直線文を施し、弥生時代後期中葉～後葉のものである。3は畿

内周辺部から搬入された小型器台と思われる。4も畿内西辺部からの搬入品である。5も当地方のものと異なり、

備後南部地方などの弥生時代後期前葉に見られる器台の影響を受けたものであろう（5）。6～12は器受部と脚台部

の間が狭い鼓形器台である。器受部内面はいずれもていねいなナデかヘラミガキで仕上げられている。12の脚台

部外面にはへラ状工具によもと思われる陰刻が確認できる。

第145図1～7は低脚杯で、杯部内面の仕上げはていねいである。8～11は大形の低脚杯である。12は碗形の

杯部をもつもので、器壁も厚く全体的に作りが雑である。13も碗形の杯部をもつが、脚部は短く、接合部にはユ

ビオサエの痕跡を顕著に残す。

14～22は鉢である。14は形態的には先に挙げた低脚杯に近いものがあるが、内面のクモ巣状のパケからすると

畿内系のものと思われる。15は口緑部に2条の凹線文を施し、体部下半で急激に折れる器形となる。体部上半は

へラミガキを施しているが、強く折れた部分から下はケズリである。16～18は短く外反する単純口縁をもち、体

部は丸みを帯びる。19、20は畿内系で、ともに畿内西辺部からの搬入品である。22は大きめの平底から直線気味

に外へ開き、口縁部は外反して終わる。体部外面はパケで、内面はケズリであるがともに粗い。
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第147図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土木製品実測図（1）
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第148図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土木製品実測図（2）
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O S＝1：4　　　　　20cm

第149図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土木製品実測図（3）

第146図1～3は碗である。2は外面に指頭庄痕を顕著に残し、内面はケズリである。3は底部外面にケズリ

を加える。

4～8はミニチュア土器で、壷形・鉢形のものがある。9～13は注口。第132図2のように本来は壷の体部に

付けられたものであろう。いずれも長軸方向のヘラミガキやパケによる調整が施される。14は環状の把手である。

接続する体部との角度からすると縦方向に伸びるものと思われる。

15は中世の柱状高台のつく杯である。杯部内面には強いロクロナデを残し、底部は回転糸切りである。杯部を

欠くが、12～13世紀代のものであろう。

第147図～第150図は木製品である。第147図1は鉄状に加工したもので両側縁に幅0．7mm程の溝を有する。2は

先端を尖り気味に整え、もう一端はつまみ状に加工されている。このつまみ状の部分は焼けこげている。3は先

端を相対する2面の加工により尖り気味にし、幅1mm程の溝を設ける。反対側の端部は丸く加工されている。4、

5は似たような形状で割りあい近接して出土したことから同じような機能をもったものではないかと思われる。

具体的な器種は明らかでないが、板状の素材の側線を加工して仕上げている。5をみると幅の狭い把手状のもの

－134－
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第150図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土木製品実測図（4）
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第151図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土石製晶実測図（1）
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第152図　Ⅳ区黒褐色腐植土出土石製晶実測図（2）
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第153図　Ⅳ区黒褐色粘質土出土土器実測図（1）
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第154図　Ⅳ区黒褐色粘質土出土土器実測図（2）
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第155図　Ⅳ区黒褐色粘質土出土土器実測図（3）
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が続くことがわかる。6～第148図2は円形かそ

れに近い形状に加工された板状の製品である。2

は特に整った円形に仕上げられており、木製の釘

状のものが残っていた。表面には焼けこげた痕跡

が認められる。3、4は棒状の木製品で、3は一

端を斜めにカットしもう一端を丸く加工している。

4は欠損していない端部が焼けこげている。第

149図～第150図は大形の板状・棒状に加工された

ものである。第149図1、3は片方の面にそれぞ

れ3ヶ所、1ヶ所のくぼみがみられるが、意図す

るところは不明である。1は表裏に部分的ではあ

るが焼けこげた痕跡を有する。第150図1は幅広

の板状製品で、穿孔が認められる。2は焼けこげ

た面を有し、そこに加工具の刃をあてたような傷

が複数観察できる。3はかなり長い棒状のもので、

中央付近を除き顕著な加工痕を残す。この資料も

一部こげている。第151図～第152図は石製品・石

器である。第151図1は瑠璃製の勾玉で、完存し

ていないがていねいに仕上げられたものである。

2はスクレイパーである。板状の素材の周縁を加

工してつまみと刃部を設定する。3は円礫を素材

とし、器体中央に溝をめぐらした石錘である。4、

5は石斧である。4は打製石斧で、扇平に割り取っ

た素材の周縁を加工して仕上げている。刃部およ

び器体には使用による摩耗が顕著に確認できる。

5は磨製石斧で、厚みのあるものである。刃部を

欠く。6～第152図3は砥石である。第152図3を

除き全面を砥石面とする。第152図1と2は接す

磋
o S＝1：2　5cm

「－」　　　　　　　　　i

第157図　Ⅳ区黒褐色粘質土出土木製品実測図
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るようにして検出されたもので、1が大形で石質が粗めなのに対し、2はそう大きくなく緻密な石材を用いてお

り、両者がセットとして用いられ工程別に使い分けられたものである可能性がある。

（2）黒褐色粘質土中の遺物（第153図～第155図、第157図）

第153図1は弥生時代中期の壷の口縁部である。内面には6重圏の同心円文と刺突文が加えられる。2も同じ

時期で、高杯か器台の脚部である。

4、5は小形の壷である。6～8も壷である。いずれも単純口緑で、外反の度合いが異なる。

3、9～第154図7は嚢である。3は弥生時代後期初頭の嚢で上下に拡張される口緑部をもち、内面頚部より

下はケズリを施している。口縁部外面に凹線文はみられない。9は上下に拡張された口緑部外面に凹線文が確認

される。形態からすると3より少し新しいものである。10～第154図3は発達した複合口縁で、外面はナデ調整

のものである。4、5は複合口縁の退化した形態を示す。6は口縁部の立ち上がりが内傾するものである。7は

小片で風化も進んでいるが、吉備系の嚢と思われる。8、9は壷または嚢の底部で、8は大きく平底を残すもの

で弥生時代中期～後期初頭のものか。9は突出した平底で外面にタタキが残る。庄内式の影響を受けた弥生嚢で、

畿内西辺部からの搬入品である。

第155図1～9は高杯である。3は内外面に赤色塗彩が残る。脚部はすべて筒状に伸び裾が大きく広がるもの

で、4以外は透かし穴をもつ。10～12は低脚杯、13、14は注口である。把手は15、16のような角状のものと17の

環状のものがある。

18、19は奈良時代以降の土師器杯である。18は碗形に近いもので、風化により調整は不明である。19は内外面

ともにへラミガキでていねいに仕上げられ、赤色塗彩を施す。

20～22は須恵器である。20は古墳時代の杯蓋で、外面にへラ記号が認められる。21は底部回転糸切りの杯で、

22は高台を伴う。

第157図は木製品で、棒状の素材を半裁したうえに、一部両側緑を削り込むように加工したものである。

（3）その飽適構外の遣物（第156図）

1は須恵器の杯蓋で、口縁部の立ち上がりは長めである。2も須恵器で、底部に糸切りをもつ杯である。3は

中国系青磁碗の口縁部で、外面には線描きの蓮弁文が観察される。4は土師器の杯で、底部には回転糸切り痕を

残す。5は土師器の小皿で底部は静止糸切りのようである。6は備前系陶器の措鉢で、口縁部は拡張しておらず、

15世紀初頭のものであろう。
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表2．遺構内出土遺物観察表
（a：口径、b：器高、C：底径）

図 番 号 地　 点 器　 種 法 量 cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 備　　　 考

2 0 －1 I 区
S D P 6

皿 a 8 ．2　　　 ※
b 2 ．1

C　5 ．4

深 さ の 浅 い 小 形 の 皿 。 内 外 面 と も ナ デ 。 底 部 静 止 糸 切 り。 密 良 好 内 外 面 と も明 黄 白 色 F 9 7

2 0 －2 I 区

S D O 6

皿 a 8 ．4　　　 ※

b 2 ．2

C 5 ．4

深 さ の 浅 い 小 形 の 皿 。 内 外 面 と も ナ デ 。 底 部 静 止 糸 切 り。 密 良 好 内 外 面 と も 明 黄 白 色 F 98

2 0 －3 I 区

S D O 6

皿 a 7 ．6　　　 ※

b l．8

C 5 ．1

深 さ の 浅 い 小 形 の 皿 。 内 外 面 と も ナ デ 。 底 部 静 止 糸 切 り 。 密 良 好 内 外 面 と も 明 黄 白 色 F 9 9

5 1－1 Ⅱ 区

S K 1 9

・＝岳．∃互 a－
b 6 ．2　　　 △

C －

壷 の 肩 部 。 密 良 好 F l O O

5 1－2 Ⅱ 区

S K 2 1

円 筒 埴 輪 a －
b 24 ．0　　　 △

C －

口 縁 部 と底 部 を 欠 く 。 外 ） タ テ パ ケ の 後 タ ガ を 貼 付 け 。

内 ） 体 部 ヨ コ パ ケ 。 底 部 板 状 工 具 に よ る

押 さ え 、 ま た は 指 頭 庄 痕 か ？

密 良 好 内 外 面 と も 淡 黄 褐 色 外 面 赤 色 顔 料 。
胎 土 土 師 質 。

F 5 5

．5 1－3 Ⅱ 区

S K 2 1

朝 顔 形

埴 輪
a －
b 17 ．2　　　 △

C －

口 縁 端 部 と 体 部 下 半 を 欠 く 。 外 ） タ テ パ ケ の 後 、 タ ガ を 貼 付 け 。 タ ガ

と タ ガ の 間 に ヨ コ パ ケ の 2 次 調 整 。
内 ） ヨ コ パ ケ

密 良 好 内 外 面 と も 淡 黄 褐 色 外 面 お よ び 口 緑 部 内

面 に 赤 色 顔 料 。
胎 土 土 師 質 。 F 5 4

5 1－4 Ⅱ 区 士ヨ互 a 22 ．2　　　 ※ 大 き く 外 反 し な が ら 開 く口 縁 部 。 端 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 端 部 に 3 条 の 凹 線 密 良 好 内 外 面 と も 明 黄 褐 色 F 6 0
SD 16 b 3 ．1　　 △

C －

部 は 下 垂 す る 。 を 施 す 。
内 ） ロ 縁 部 ヨ コ ナ デ の 後 4 重 圏 の 同 心 円

文 。

5 1－5 Ⅱ 区 壷 ま た は
嚢

a －
b 3 ．7 ．　 △

C 6 ．0

平 底 か ら や や 急 に 立 ち 上 が る 体 部 を 外 ） 風 化 に よ り不 詳 だ が 、 一 部 ヨ コ ナ デ 密 良 好 外 ） 灰 黄 褐 色 F 3 5
SD 16 持 つ 壷 ま た は 嚢 の 底 部 。 が 認 め ら れ る 。

内 ） 風 化 に よ り不 詳 だ が 指 頭 圧 痕 が 認 め

ら れ る 。

内 ） 黄 褐 色

5 3 －1 Ⅱ 区

SD 17

皿 ま た は
杯

a －
b 1 ．4　　　 △

C 5 ．8　　　 ※

広 め の 底 部 を 持 つ 皿 ま た は 杯 外 ） 体 部 ロ グ ロ ナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り
内 ） ナ テP。

密 良 好 外 ） 黄 灰 色
内 ） 黄 灰 褐 色

F 6

5 3 －2 Ⅱ 区

S D 1 7

皿 ま た は
杯

a －
b l ．4　　　 △

C 5 ．3

広 め の 底 部 を 持 つ 皿 ま た は 杯 外 ） 底 部 回 転 糸 切 り 。
内 ） 風 化 に よ り 不 明 。

や や 租 や や 不
良

内 外 面 と も 暗 橙 褐 色 F 2

5 3 －3 Ⅱ 区

S D 1 7

皿 ま た は
杯

a －
b 2 ．1　　 △

C 7 ．0　　　 ※

広 め の 底 部 を 持 つ 皿 ま た は 杯 外 ） 体 部 ナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り と 思 わ れ

る が 、 風 化 に よ り 不 詳 。
内 ） ナ デ 。

密 良 好 内 外 面 と も黄 橙 色 F 7

5 3 －4 Ⅱ 区 皿 ま た は a － 広 め の 底 部 を 持 つ 皿 ま た は 杯 外 ） 体 部 ナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り と 思 わ れ 密 良 好 内 外 面 と も橙 褐 色 内 外 面 に 煤 付 着 。

S D 1 7 杯 b l ．9　　　 △

C 7 ．2　　　 ※

る が 、 風 化 に よ り 不 詳 。

内 ） ロ ク ワ ナ デ 。
F 8

5 3 －5 Ⅱ 区 皿 ま た は a － 広 め の 底 部 を 持 つ 皿 ま た は 杯 外 ） 体 部 ナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り。 密 良 好 外 ） 淡 灰 褐 色 内 面 に煤 付 着 。

S D 1 7 杯 b l ．3　　　 △

C 5 ．3　　　 ※

内 ） ナ デ 。 内 ） 暗 灰 褐 色 F 3

5 3 －6 Ⅱ 区

S D 1 7

皿 ま た は

杯
a －
b l ．8　　　 △

C　7 ．4　　　 ※

広 め の 底 部 を 持 つ 皿 ま た は 杯 外 ） 風 化 に よ り 不 明 。 底 部 は 回 転 糸 切 り
と 思 わ れ る 。

内 ） ロ グ ロ ナ デ 。 指 頭 庄 痕 を残 す 。

密 良 好 内 外 面 と も 明 黄 橙 色 F 4

5 3 －7 Ⅱ 区

S D 1 7

皿 ま た は

杯
a －
b 2 ．2　　　 △

C　7 ．0　　　 ※

広 め の 底 部 を 持 つ 皿 ま た は 杯 外 ） 風 化 に よ り 不 明 。 底 部 は 糸 切 り と思

わ れ る 。
内 ） 風 化 に よ り 不 明 。 指 頭 庄 痕 を 残 す 。

密 良 好 内 外 面 と も 橙 黄 色 F 5

5 3 －8 Ⅱ 区 皿 ま た は a 一 広 め の 底 部 を 持 つ 皿 ま た は 杯 外 ） 風 化 に よ り 不 明 。 底 部 は 糸 切 り と思 密 良 好 外 ） 黄 橙 色 F l
S D 1 7 I不 b 2 ．1　　 △

C 7 ．5　　　 ※

わ れ る 。
内 ） ナ デ 。

内 ） 茶 灰 色

5 3 －9 Ⅱ 区 棄 a 1 8 ．8　　　 ※ 短 く外 反 す る 口 縁 部 を 持 つ 襲 。 体 部 内 外 面 と も 口 緑 部 ・体 部 に ヨ コ ・ナ ナ メ や や 租 良 好 内 外 面 と も 茶 褐 色 外 面 に煤 付 着 。

S D 1 7 b 9 ．5　　　 △

C －

の 張 り は 大 き く な い 。 方 向 の 粗 い パ ケ を 施 す 。 F lO

5 3－10 Ⅱ 区

S D 1 7

高 杯 a －
b 3 ．4　　　 △

C －

皿 状 の 杯 部 と 裾 の 広 が る 脚 部 を 持 つ
も の と思 わ れ る 。

内 外 面 と も風 化 に よ り 不 明 。 密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 F 9

5 1 －6 Ⅱ 区

S D 1 8

杯 a －
b 2 ．5　　　 △

C 8 ．2　　　 ※

高 台 を 貼 付 け る 杯 の 底 部 外 ） 高 台 貼 付 後 ナ デ 。
内 ） ロ ク ロ ナ デ 。

密 良 好 内 外 面 と も 青 灰 色 F 14

5 6 －1 Ⅱ 区

S D 2 0

竃 a 3 2 ．4　　　 ※
b 1 3 ．0　　　 △

C －

竃 の 正 面 上 部 。 外 ） 口 縁 部 ヨ rコ ナ デ ひ さ し は 貼 付 け た 後

接 合 部 を ナ デ 消 す 。 指 頭 庄 痕 を 残 す
内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 体 部 上 方 向 の ケ ズ リ

や や 粗 良 料 内 外 面 と も 橙 褐 色 F 5 6

5 6 －2 Ⅱ 区 棄 a 2 5 ．5　　　 ※ くの 字 状 に 折 れ 曲 が る 頚 部 か ら 外 反 外 ） 風 化 著 し く 不 明 だ が 、 底 部 付 近 に タ や や 租 良 好 内 外 面 と も 明 黄 橙 色 F 52
S D 2 0 b 2 9 ．8　　　 ※ す る ロ 緑 を 持 つ 。 体 部 上 半 に 把 手 が テ パ ケ が 認 め ら れ る 。

C ‾9 ．5　　 ※ 付 く 。 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ か 。 頚 部 よ り下 左 方
向 の ケ ズ リ 。

5 6 －3 Ⅱ区 嚢 a 12 ．2　　　 ※ 頚 部 が くの 字 状 に 折 れ 、 口 緑 部 は 短 内 外 面 と も風 化 に よ り 不 明 。 内 面 頸 部 よ 密 良 好 内 外 面 と も黄 橙 色 F 18

S D 2 0 b 3 ．2　　　 △

C －

く外 反 す る 。 り 下 は ケ ズ リ 。

56 －4 Ⅱ 区

S D 2 0

棄 a2 0 ．5　　　 ※

b 4 ．2　　　 △

C 一

短 く 外 方 へ そ り返 る ロ 緑 部 を 有 す る
体 部 は あ ま り 張 ら な い も の と思 わ れ

る 。

ロ 縁 部 内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 。 や や 粗 良 好 外 ） 茶 褐 色
内 ） 明 茶 褐 色

F 17

56 －5 Ⅱ区

S D 2 0

高 杯 a－
b 8 ．6　　　 △

C 8 ．8　　　 ※

高 杯 の 脚 部 。 4 条 の 突 帯 が 巡 り三 角

形 の 透 か し が 認 め ら れ る 。

風 化 に よ り不 明 だ が 、 内 外 面 と も ナ デ か 密 ‘良 好 外 ） 黄 灰 色 －

内 ） 黒 灰 色
F 15

56 －6 Ⅱ区 杯 a 14 ．0　　　 ※ 浅 め の i不で 受 け 部 の 立 ち 上 り は 内 傾 外 ） 立 ち 上 が り～ 体 部 上 半 ナ デ 。 体 部 下 密 良 好 内 外 面 と も青 灰 色 F 1 6
S D 2 0 b 4 ．9　　　 △

C一

す る 。 半 へ ラ ケ ズ リ 。

内 ） ナ デ 。

56 －7 Ⅱ区

S D 2 0

杯 蓋 a 14 ．5　　　 ※
b 5 ．0　　　 △

C－

口 緑 部 内 面 に 段 を 持 つ 蓋 。 外 ） 口 緑 部 ナ デ 。 天 井 部 へ ラ ケ ズ リ 。
内 ） ナ デ 。

密 良 好 内 外 面 と も青 灰 色 F 1 9

5 1－7 Ⅱ 区

S D 2 1

高 杯 a一
b 4 ．5　　　 △

C 12 ．0　　　 ※

裾 が 大 き く広 が る 高 j不 の 脚 部 。 内 外 面 と も風 化 に よ り 不 明 。 密 良 好 ． 内 外 面 と も黄 樫 色 F 2 2
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国番号 地　 点 器　 種 法量cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎土 焼成 争　　 調 備　　　 考

5ト8 Ⅱ区 低脚杯 a－ 低 く立 ち上がる脚を持つ ものと思わ 外）杯部 タテ方向のパケ。 やや租 良好 内外面 とも黄橙色 F20
SD23 b 2．2　　　 △

C－

れる。 内）杯部、脚部 ともナデ。

51－9 Ⅱ区

SD23

高杯 a－
b 5．1　　 △

C－

裾の広がる筒状の脚部。 外）ヨコ ・ナナメ方向のパケ。

内）ヨコナデか。
密 良好 内外画 とも黄橙色 F21

51－10 Ⅱ区 円筒埴輪 a24．3　　　 ※ 体部上半のみ残存。ひずみは認め ら 外）タテパケの後 タガを貼付 け。口緑部 密 良好 内外面 とも淡黄褐色 F53
SD24 b17．8　　　 △

C－

れない。 にヨコ．パケの 2 次調整へラ記号あ り
内）ヨコパケに一部タテパケを併用。

土師質

96－1 Ⅲ区
自然河川

02

浅鉢 a25．3　　　 ※
b 4．3　　　 △

C－

直線的に外反する口縁部で、端部は

いったん立ち上がった後、外方へ張
り出す。

内外面 ともナデ。 密 良好 内外面 とも黒灰色 F36

96－2 Ⅲ区
自然河川

02

浅鉢 a29．3　　　 ※
b 5．0　　　 △

C－

直線的に開 く口縁部で、端部には面
をもつ。

内外面ともナデ。 密 良好 内外面 とも黒褐色 F118

96－3　°Ⅲ区
自然河川

02

探鉢 a－
b 4 ．5　　　 △

C－

口縁部付近が部分的に残存。 内外面 とも不明。 密 良好 内外面 とも黒褐色 F120

96－4 Ⅲ区
自然河川

02

探鉢 a21．2　　　 ※
blO．9　　　 △

C－

底部を欠 くが、・砲弾状の器形 を有す

ると思 われる。

内外面 ともナデ。 密 良好 内外面 とも黒褐色 F122

96－5 Ⅲ区

自然河川

02

探鉢 a23．4　　　 ※
b27．0　　　 ※

C

砲弾状 の器形を有する探鉢。 内外面ともナデ。 密 良好 内外面 とも明茶褐色 外面煤付着。
福田11

112－1 Ⅳ区 嚢 a16．0　　　 ※ 口緑部は外反 しながら立 ち上がる複 外）口縁部ヨコナデ。 密 良好 外）暗黄茶褐色 外面煤付着。
SD32 b 5．6　　　 △

C－

合口縁。端部は面を持 ち、下端は鋭

く突出する。頚部 より下 を欠 く。

内）口緑部 ヨコナデ。頚部より下ケズリ 内）暗黄橙色 F96

112－2 Ⅳ区 器台 a－ 筒状の脚部に複合口線状の器受部 と 外）タテ方向のパケ。端部には4 条の直 密 良好 外）明茶褐色 F95
SD32 b 5．2　　　 △ 脚台部を有するものと思われる。脚 線文 内）茶褐色

C20．5　　　 ※ 台部の裾部分のみを残存。 内）ケズリ。端部はナデ。

112－3 Ⅳ区 襲 a14．1　　 ※ 頚部 よりくの字状に折 れる口緑端部 外）口緑部 クシ描直線文 密 良好 内外面 とも黄橙色 F94
SD32 b 4．1　　 △ は短 く立ち上がるとともに下垂する。内）口縁部 ヨコナデ。頚部より下左方向

C－ 頚部 より下を欠く。 のケズ リ。

112－4 Ⅳ区 措鉢 a－ 底部のみ残存。 外）体部 ・底部 ともタタキ整形か。 密 良好 外）黒灰色 瓦質
SD34 b 2．5　　　 △

C　7．6　　　 ※

内）体部 ・底部 とも卸 日。 内）灰褐色 表19

112－5 Ⅳ区
SD34

卸目付
大皿

ar
b 5．8　　　 △

C－

体部の一部のみ残存。 外）ロクロナデ。
内）ナデ。

内外面とも緑灰色の粕薬 を施す。

密 良好 胎土は橙 白色 米山54

表3．土器溜1出土土器観察表
（a：口径、b：器高、C：底径）

図 番 号 地　 点 器　 種 法 量 c m 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 備　　　 考

1 1 8 －1 Ⅳ 区 ・＝b互E a 16 ．7　　　 ※ 上 方 へ の び る 頚 部 よ り 、 外 反 し た 後 外 ） ロ 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 ・内 外 面 と も 暗 黄 橙 色 稲 垣 20
土 器 溜 1 b 8 ．7　　　 △

C－

上 方 へ 短 く立 ち 上 が る 口 緑 部 を 持 つ ケ 後 ヨ コ ナ デ 。

内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 エ ビ オ サ エ 。
頚 部 よ り 下 ケ ズ リ 。

1 1 8 －2 Ⅳ 区 七宝E a 17 ．9 口 縁 部 は 外 反 し た 後 内 傾 し な が ら 短 外 ） 口 縁 部 直 線 文 の ナ デ 消 し か 。 頸 部 ヨ 密 ． 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 口 縁 の 一 部 に 煤 付
土 器 溜 1 b 18 ．8　　　 △

C －

く立 ち 上 が る 。 上 方 へ の び る 頚 部 を コ ナ デ 。 休 部 ナ ナ メ 方 向 の パ ケ 。 肩 着 。
持 ち 、 体 部 上 半 よ り 下 を 欠 く 。 部 に ク シ描 波 状 文 。

内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 ユ ビ オ サ 工 。
頚 部 よ り 下 右 方 向 の ケ ズ リ 。

米 山 20

1 1 8 －3 Ⅳ 区 嚢 a 15 ．3 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 橙 色 外 面 煤 付 着 。 体 部 内
土 器 溜 1 b lO ．0　　　 △

C －

合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 ち 、 わ ず か に ケ 。 肩 部 に ク シ描 直 線 文 と 波 状 文 。 面 に ヘ ラ 記 号 か ．？
外 方 へ つ ま み 出 さ れ る 。 下 端 は 鋭 く
突 出 す る 。

内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頸 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。

稲 垣 23

11 8 －4 Ⅳ 区 聾 a 14 ．4 口 緑 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 休 部 タ テ ・ ヨ コ 方 密 良 好 内 外 面 と も 暗 黄 橙 色 外 面 煤 付 着 。
土 器 溜 1 b 19 ．6　　　 △ 合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 ち 、 下 端 は 鋭 向 の パ ケ 。 肩 部 に ク シ 措 波 状 文 。 稲 垣 1 6

C － く突 出 す る 。 肩 よ り や や 下 に 最 大 幅

を 持 ち 、 底 部 は 平 底 を 残 す 。

内 ） ロ 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頸 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。 底 部 指 頭 圧 痕 。

1 18 －5 Ⅳ 区 嚢 a 14 ．7 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。
土 器 溜 1 b 2 1 ．1 合 口 緑 。 端 部 は わ ず か に 外 方 へ つ ま ケ 。 肩 部 に ク シ 措 波 状 文 米 山 2 5

C み 出 さ れ る 。 下 端 は 鋭 く 突 出 す る 。
体 部 は 肩 部 よ り 下 に 最 大 幅 を 持 ち 、

わ ず か に 平 底 と な る 。

内 ） ロ 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 ケ ズ リ
体 部 下 半 指 頭 庄 痕 。

1 18 －6 Ⅳ 区 棄 a 1 7 ．4　　　 ※ 口 緑 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 上 半 ヨ コ 方 向 密 良 好 内 外 面 と も 暗 黄 灰 色 内 外 面 に 煤 付 着 。
土 器 溜 1 b 1 6 ．0 合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 ち 、 下 端 は 鋭 の パ ケ 。 下 半 、 底 部 ナ デ 。 稲 垣 1 8

C く 突 出 す る 。 休 部 は 中 央 付 近 に 最 大

幅 を 持 ち 、 全 体 と し て 寸 ず ま り な 形
状 と な る 。

内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 左 右 方
向 の ケ ズ リ 。 体 部 下 半 指 頭 庄 痕 。

1 19 －1 Ⅳ 区 嚢 a 1 5 ．3　　　 ※ 口 緑 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 外 面 煤 付 着 。
土 器 溜 1 b 2 2 ．3　　　 △ 合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 ち 下 端 は 鋭 く ケ 。 肩 部 に 2 段 の ク シ 措 直 線 文 。 そ 福 田 2 6

C － 突 出 す る 。 休 部 中 央 よ り や や 上 に 最

大 幅 を 持 つ 。

の 間 に 波 状 文 。

内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 右 、 上
方 向 の ケ ズ リ。 体 部 下 半 指 頭 庄 痕 。

1 19 －2 Ⅳ 区 嚢 a 云7 ．4 口 緑 部 は 外 反 しな が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ク シ 状 工 具 に よ る 直 線 文 。 体 密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。
土 器 溜 1 b 4 5 ．3 合 口 縁 。 体 部 の 最 大 幅 は 肩 に あ り 、 部 上 半 ヨ コ ・ナ ナ メ 方 向 の ヘ ラ ミ ガ 清 水 1

C 9 ．3 底 部 に 向 か い す ぼ ま る 。 平 底 を 有 す

る 大 形 の 嚢 で あ る 。

キ 体 部 中 央 タ テ 方 向 の パ ケ 。 下 半 タ

テ 方 向 の ヘ ラ ミ ガ キ 。 肩 部 に 貝 殻 腹
縁 に よ る 刺 突 文 。

内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 左 ・上

方 向 の ケ ズ リ。

1 1 9－3 Ⅳ 区 高 杯 a － 脚 部 は 筒 状 で 裾 が 大 き く 広 が る 。 杯 外 ） 杯 部 ヨ コ 方 向 の 細 か な へ ラ ミ ガ キ 。 密 良 好 内 外 面 と も明 黄 橙 色 稲 垣 2 4

土 器 溜 1 b 12 ．2　　　 △ 部 は 接 合 部 よ り上 を 欠 い て い る が 皿 脚 部 タ テ 方 向 、 裾 部 ヨ コ 方 向 の 細 か

C 15 ．4 状 と な ろ う 。 脚 裾 部 に 4 つ の 透 か し
穴 。

な ヘ ラ ミ ガ キ 。
内 ） 杯 部 へ ラ ミ ガ キ 。 脚 部 ナ デ 。

1 1 9－4 Ⅳ 区
土 器 溜 1

高 杯 a 13 ．0　　　 ※
b 5 ．1　　 △

C－

小 形 で 、．深 い 皿 状 の 杯 部 を持 つ 。 外 ） 杯 部 タ テ 方 向 の パ ケ 後 ヨ コ ナ デ 。
内 ） 杯 部 放 射 状 の パ ケ 。

密 良 好 外 ） 暗 黄 橙 色
内 ） 暗 黄 灰 色

稲 垣 3 0

1 1 9 －5 Ⅳ 区 高 杯 a－ 筒 状 に の び る 脚 部 で 裾 は 広 が る 。 杯 外 ） 脚 部 タ テ 方 向 の パ ケ 後 ヨ コ 方 向 の へ 密 良 好 内 外 面 と も暗 黄 橙 色 外 面 煤 付 着 。
土 器 溜 1 b ll ．6　　　 △

C 16 ．2　　　 ※

部 を 欠 く。 ラ ミ ガ キ 。

内 ） 脚 部 ケ ズ リ 。 裾 部 ナ デ 。

稲 垣 2 1

－144－



図番号 地　 点 器　 種 法量cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎土 焼成 色　　　 調 備　　　 考

120－1 Ⅳ区 士．雲互 a17．4 ロ縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部～頸部 ヨコナデ。体部ヨコ方 密 良好 内外面 とも明茶褐色 山本26

土器溜 1 b13．2　　　 △

C－

合口縁。端部には内傾する面を持 ち
下端は鋭 く突 出する。上方 にのびる
頚部を持つ。

向のパケ。肩部にクシ描直線文を2

段に、その間に波状文を施す。
内）口縁部 ヨコナデ。頸部エビオサエ。

頚部より下右方向のケズリ。

120－2 Ⅳ区 士互E　－ a20．65 上方へのびる頚部よ り外反した後、 外）口縁部、頚部 ヨコナデ。 密 良好 内外面とも黄橙色 稲垣14

土器溜 1 b lO．0　　　 △

C－

直立気味 に立ち上がる口縁部 を持つ 内）口緑部 ヨコナデ。頸部ユビオサ工の

後 ヨコナデ頚部 より下方向のケズリ

120－3 Ⅳ区 －こ土コ．互E a 19．6　　　 ※ 口緑部は外反 しながら立ち上がる複 外）ロ縁部 ヨコナデ頚部 ヨコナデ休部上 密 良好 内外面とも明茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 b35．15 合 口緑。端部は面を持 ち下端は鋭 く 半 ヨコ方向、下半タテ方向のパケ肩 中原25

C　5．8 突出する。上方へのびる頚部 を持ち
休部は中央 よりやや上 に最大幅を有

する。底部には平底を残す。

部にクシ措直線文 と波状文を2 段 に
施す。

内）口縁部、頚部ヨコナデ。頚部 より下
右 ・上方向のケズ リ。底部指頭圧痕

120－4 Ⅳ区 注口付壷 a15．0　　　 ※ 口縁部は複合口縁 となり端部 に面を 外）口縁部ヨコナデ。体部 タテ ・ナナメ 密　 ′ 良好 内外面 とも明黄灰色 外面煤付着。

土器溜 1 b 17．8

C

持つ とともに、下端は鋭 く突出する
体部は中央付近 に最大幅を持つ下ぶ

くれの形状を成し肩部 に注口が付 く

方向のパケ。肩部にクシ措直線文を

2 段に入れその間に波状文を施す。
内）口緑部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。底部指頭庄痕。

福 田9

120－5 Ⅳ区 棄 a16．6 ロ縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口縁部ヨコナデ。体部 タテ ・ヨコ方 密 良好 内外面 とも明茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 b 16．7 合口縁。端部は面 を持 ち、下端は鋭 向のパケ。肩部 にクシ措波状文 福 田1

C12．3 く突出する。体部中央付近に最大幅

を持ち、特徴的な広い平底を有する

内）ロ縁部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。底部指頭庄痕

120－6 Ⅳ区 嚢 a15．7 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）ロ縁部ヨコナデ体部風化によりはっ 密 良好 内外面 とも明茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 b 13．7 合口緑。端部は面 を持 たず、下端は きりしないが、一部ナナメ方向のハ 稲垣 8

ClO．6 鋭 く突出する。体部中央付近で最大
幅とな り特徴的な大 きい平底へ至る

ケ肩部にクシ描波状文 と直線文底部

ナデ。
内）口縁部ヨコナデ頚部より下右 ・上方

向のケズリ。底部指頭圧痕

121－1 Ⅳ区 棄 a14 ．5 口縁部は外反 しなが ら立 ち上が る複 外）口緑部ヨコナデ。休部 タテ ・ヨコ ・密 良好 内外面 とも茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 b22 ．5 合口縁。端部はわずかに外方へ出て ナナメ方向のパケ。肩部にクシ描波 米山15

C 2 ．0 面を持ち下端は鋭く突出する．体部は
倒卵形でわずかに底部が認められる

状文 ・直線文
内）口縁部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズ リ。

121－2 Ⅳ区 襲 a14 ．2 ロ縁部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。肩部はヨコ方向の 密 良好 内外面 とも明茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 b20．7

C

合口縁。端部は面を持ち下端は鋭 く
突出す る。体部は中央よ りやや上 に

最大幅 を持ち底部に向かいすぼまる
底部はわずかな平底 を持つ。

パケとな り。それ以外はタテ方向の

パケ。肩部 にクシ描直線文。
内）口縁部 ヨコナデ。頚部より下 ・右上

方向のケズリ。底部指頭庄痕。

山本10

121－3 Ⅳ直 棄 a15．5 口縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部タテ方向のハ 蜜 良好 内外面 とも暗黄橙色 外面煤付着。

土器溜 1 b21．7　　　 △

C一

合口縁。端部 はわずかに外方へつ ま
み出され下端 は鋭 く突出する－。肩部

よりやや下に最大幅を持つ。

ケ。肩部にクシ描直線文 と波状文
内）ロ縁部 ヨコナデ。頚部より下左右方

向のケズリ。体部下半指頭庄痕。

稲垣11

121－4 Ⅳ区 襲 a14．5 口縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部全体的にタテ 密 良好 内外面 とも茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 b21．4

C

合口縁。端部 は面を持ち下端は鋭 く

突出する。

方向のパケ。肩部 ヨコ方向のパケ。
内）口縁部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズリ。底部指頭圧痕。

中原18

121－5 Ⅳ区 嚢 a14．5 ロ縁部は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部上半 タテ方向 密 良好 内外面とも明茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 b17．0　　　 △

C－

合口縁。端部 は外方へつまみ出され

下端は鋭 く突出する。・体部下半を欠
く。

下半ナナメ方向のパケ。肩部にクシ

描波状文。
内）口縁部 ヨコナデ。頚部よ り下右方向

のケズリ。体部下方に指頭庄痕。

山本2 1

121－6 Ⅳ区 棄 a13．8 口縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口緑部 ヨコナデ。体部タテ ・ナナメ 密 良好 内外面とも明茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 b15．9　　　 △

C－

合口縁。端部 は面を持ち下端は鋭く

突出する。

方向のパケ。肩部はヨコ方向のパケ

内）ロ縁部 ヨコナデ。頚部右上方向のケ
ズリ。

山本12

122－1 Ⅳ区 棄 a 15．7 口緑部は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部 タテ方向のハ 密 良好 内外面ともに茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 b 13．0　　　 △

C－

合 口縁。端部は面を持つ とともに外
方へつまみ出され、下端は鋭 く突出
する。

ケム肩部にはヨコ方向のパケおよび

クシ措直線文 と波状文。
内）口緑部 ヨコナデ。頸部 より下右方向

のケズリ。

山本25

122－2 Ⅳ区 襲 a15．9 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口緑部 ヨコナデ。体部 タテ ・ヨコ方 密 良好 内外面とも暗黄橙色 外面煤付着。
土器溜 1 b 15．5　　　 △

C－

合口緑。端部は面を持 ち下端 は鋭 く

突 出する。体部 は張 りぎみの球形か

向のパケ。肩部にクシ状工具による
刺突文と波状文。

内）口縁部ヨコナデ頚部より下左右方向

のケズリ。

稲垣25

122－3 Ⅳ区 襲 a14 ．2 口縁部は外反 しながら立 ち上がる複
J　　　　　⊥山

外）ロ縁部ヨコナデ。体部 タテ方向のハ 密 良好 内外面とも明茶褐色 口縁 の一 部 に煤 付

土器溜 1 b 9 ．0　　　 △

C－

合口縁。布部は面 を持ちわずか に外
方へつまみ出される。下端は鋭 く突

出する。

ケ。屑部 に2 段のクン措直線文。
内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

着。
米山24

122－4 Ⅳ区 襲 a16．0　　　 ※ 口緑部は外反 しなが ら立 ち上が る複 外）ロ縁部ヨコナデ。肩部 クシ描直線文 密 良好 内外面 とも明茶褐色 外面煤付着。

土器溜 1 blO．4　　　 △

C－

合口縁。端部はわずかに外方へつま

み出され、下端は鋭 く突 出する。

内）口緑部ヨコナデ。頚部 より下右方向

ケズリ。

山本45

122＿5 Ⅳ区 高杯 a25．8 口縁部が外反 して終わる大形の高杯 外） ヨコナデの後タテ方向のヘラミガキ 密 良好 内外面 とも茶褐色 内外面に煤付着。

土器溜 1 b 5．55　　 △

C－

の杯部。 内） タテ方向のパケの後上半はヨコ方向

下半 はタテ方向のヘラミガキ。
中原21

122－6 Ⅳ区 器台 a24．7　　　 ※ 器受部 と脚台部 との間が狭い鼓形器 外）器受部～脚台部 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも暗黄灰色 外面煤付着。脚台部

土器溜 1 b13．1

C20．5

台。 内）器受部へラミガキ。脚台部右方向の
ケズリ。裾部 ヨコナデ。

外面 にヘラ記号。
稲垣13

122－7 Ⅳ区
土器溜 1

器台 a21．6　　　 ※
b　8．7　　　 △

C－

器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台 外）器受部～脚台部ヨコナデ。

内）器受部ナデ。脚台部右方向のケズ リ

密 良好 内外面 とも黄橙色 清水14

122－8 Ⅳ区
土器溜 1

器台 a26．4　　　 ※
b12．9　　　 △

C一

器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台 外）器受部、脚台部ヨコナデ。

内）器受部ナデ。脚台部右方向のケズ リ

密 良好 内外面 とも黄橙色 清水17

122－9 Ⅳ区
土器溜 1

器台 a－
b　5．7　　　 △

C－

器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台 外）器受部～脚台部ヨコナデ。

内）器受部ナデ。脚台部右方向のケズ リ

密 良好 内外面 とも黄橙色 厨子 6
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図番号 地　 点 券　 種 法量qm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎土 焼成 色　　　 調 備　　　 考

123－1 Ⅳ区 ・＝とま．：弓互 a17．2 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部は基本的にタ 密 良好 外）淡黄茶色 外面煤付着。
土器溜 1 b31．0 合口縁。端部 は面を持つうえ、外方 テ方向のパケ。肩部はヨコ方向のハ 内）明橙茶色 山本28

C につまみ出される。下端は鋭 く突出
する体部は肩部に最大幅を持ち、底
部はわずかな平底が残る。

ケおよびクシ描波状文。
内）口縁部 ヨコナデ頚部 より下右方向体

部下半上方向のケズリ底部指頭庄痕。．

123－2 Ⅳ区 ・＝k．互E a20．1　　 ※ 口縁部は外反しなが ら立ち上がる複 外）口緑部 ヨコナデ。肩部ヨコ方向体部 密 良好 内外面 とも茶褐色 外面煤付着。
土器溜 1 b30．7 合口縁。端部は面を持ち下端は鋭 く 中央ナナメ方向のパケ。下半はパケ 米山22

C 6．5 突出する。肩 よりやや下に最大幅 を

持ち、底部は平底を残す。
メをナデ消し。

内）口緑部 ヨコナデ。頸部より下ケズリ

123－3 Ⅳ区 嚢 a14 ．2 口縁部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部パケ調整。肩 密 良好 内外面．とも茶褐色 内外面煤付着。
土器溜 1 b15．4 合口緑。端部は面を持ち内側へ折 り 部にクシ描直線文。 山本11

C 返 したようになる。下端は鋭 く突出
す る。体部は中央付近に最大幅を持

ち底部に向かい急激 にすぼまる。

内）口縁部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズ リ。体部下半指頭庄痕。

123－4 Ⅳ区 襲 a13 ．0　　　 ※ 口緑部は外反しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部不定方向のハ 密 良好 内外面 とも黄橙色 外面煤付着。
土器溜 1 b13 ．7 合口緑。端部は面を持たず終わ り下・ ケ後 ヨコナデ。肩部にクシ措波状文 中原10

C 端は鋭 く突出する。体部は大 きく・張

った後急激にすぼまり底部は丸底 と
なる。

内）口縁部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズリ。底部指頭圧痕。

123－5 Ⅳ区 寮 all．75　　 ※ ロ緑部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ体部 タテ ・ヨコ方向 密 良好 内外面 とも暗橙色 外面煤付着。
土器溜 1 b17．2 合口縁。端部は面を持ち下端は鋭く のパケ肩部クシ状工具による刺突文 稲垣27

C 突出する。体部は中央付近で最大幅
を持 ち底部は丸底となる。

内）口緑部 ヨコナデ頸部 より下左右方向
ケズリ体部下半、底部に指頭庄痕

123－6 Ⅳ区 棄 a13．2 口縁部は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部ヨコ方向のハ 密 良好 内外面 とも明橙茶色 山本18
土器溜 1 b 9．6 ．　 △ 合口縁。端部 は面を持ち下端は鋭く ケ。肩部にクシ描波状文。

C－ 突出す る。体部下半 を欠 く。 内）口縁部 ヨコナデ。頸部よ り下右方向

のケズリ。

124－1 Ⅳ区 嚢 a17．4 口縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部 タテ ・ヨコ方 密 良好 内外面 とも暗茶褐色 外面煤付着。
土器溜 1 b15．8　　　 △ 合口縁。端部は面を持ち下端は鋭く 向のパ ケ。 稲垣15

C－ 突出す る。 内）口縁部 ヨコナデ。頚部よ り下右 ・上
方向のケズリ。

124－2 Ⅳ区 嚢 a14．0　　　 ※ 頚部よりハの字状に開く口縁部をも 外）口緑部 ヨコナデ。体部 タタキ。 密 良好 内外面 とも明茶褐色 畿内系。
土器溜 1 b 5．3　　　 △

C－

つ。体部上半より下を欠 く。 内）口縁部 ヨコナデ。頚部よ り下右方向

のケズリ。

外面煤付着。

中原44

124－3 Ⅳ区 高杯 a21．5 外反 しながら立 ち上がる杯部 を持 ち 外）口縁ヨコナデ。杯部 タテ方向のパ ケ 密 良好 内外面とも明黄茶色 福田 4
土器溜 1 b14．9 脚部は筒状となった後、裾が広がる 後 ヨコ方向のヘラ ミガキ。脚部タテ

C13．4 形態となる。 方向のパケ。

内）杯部上半 ヨコ方向のパケ後同方向の

へラ ミガキ。下半タテ方向のパケ後
放射状のヘラミガキ。脚部ケズリ。

裾部パケ。

124－4 Ⅳ区
土器溜 1

高年 a23．3　　　 ※
b 4 ．9　　　 △

C－

浅い皿形の杯部‘を持つ大形の高年。 外）ヨコ方向の細かなへ ラミガキ。
内）へラミガキの後ナデか。

密 良好 内外面とも赤茶褐色 山本27

124－5 Ⅳ区 高杯 a一 筒状 の脚部から裾が大 きく開 く高杯 外）ヨコ方向の細かなへ ラミガキ。 密 良好 外）茶橙色 外面一部煤付着。
土器溜 1 b 8．0　　　 △

C13．3

杯部を欠 く。 4 ヶ所の透かし穴あり 内）上半ケズ リ。裾端部ナデ。 内）明茶褐色 叫本17

124－6 Ⅳ区 高杯 a16．6　　　 ※ 深めの皿形の杯部を持ち脚部は筒状 外）杯部 、頚部 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 内外面に赤色塗彩。
土器溜 1 bll．15

ClO．2

にのびた後、裾が広がる。 内）杯部ナデの後放射状のヘ ラミガキ。

脚部ナデ。
稲垣10

124－7 Ⅳ区 器台 alO．0　　　 ※ 浅い皿状の杯部にハの字状に開 く脚 外）杯部ナデ。脚部立て方向のパケ。 密 良好 内外面 とも明茶褐色 畿内系。
土器溜 1 b 9 ．4

C 9 ．0

部をもつ。 内）杯部上半ヨコナデ。下半パケ。脚部

上半ケズリ。下半ナデ。
中原14

124－8 Ⅳ区
土器溜 1

器台 a20 ．4　　　 ※

b 7 ．5　　　 △

C－

鼓形器台の器受部。 外） ヨコナデ。r

内）口縁端部ヨコ方向のヘラミガキ。器
受部ナデか。

密 良好 外）暗黄灰色　 ＿

内）暗黄橙色
福 田2

124－9 Ⅳ区 器台 a22．7 器受部 と脚台部 との間が狭い鼓形器 外）器受部、脚台部ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも黄橙色 外面煤付着。
土器溜 1 b12．2

C20．8　　　 ※

台。 内）器受部ナデ。脚台部右方向のケズリ

裾部 ヨコナデ。
稲垣12
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表4．土器溜2出土土器観察表
（a：口径、b：器高、C：底径）

図 番 号 地　 点 器　 種 法 量 cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 債　 ． 考

12 6 －1 Ⅳ 区 嚢 a 14 ．8 ．口 縁 部 は 外 反 し な が ら立 ち 上 が る 複 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 不 安 定 の パ ケ 密 良 好 内 外 面 と も暗 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 14 ．8

C

合 口 縁 。 端 部 に 面 は 持 た ず 、 下 端 は

鋭 く突 出 す る 。 体 部 は 張 っ た 後 急 激

に す ぼ ま り、 底 部 は 丸 底 と な る 。

肩 部 に は ヨ コ 方 向 の パ ケ が 巡 る 。

内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。

中 原 1 3

12 6 －2 Ⅳ 区 聾 a 14 ．2 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 不 定 方 向 の パ ケ 。 密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 1 6 ．6

C

合 口 縁 。 端 部 に は 面 を持 た ず 下 端 は
鋭 く突 出 す る 。 体 部 は 中 央 付 近 に 最

大 幅 を 持 つ 球 形 で 底 部 は 丸 底 と な る

肩 部 に は ヨ コ 方 向 の パ ケ が 巡 る 。
内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。 底 部 指 頭 庄 痕 。

中 原 1 1

12 6 －3 Ⅳ 区 聾 a 1 8 ．8 口 緑 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ ， ヨ コ 方 密 良 好 外 ） 暗 黄 橙 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 1 8 ．0 合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 ち 下 端 は 鋭 く 向 の パ ケ 。 底 部 ナ デ 。 内 ） 暗 橙 色 山 根 15

C l O ．8 突 出 す る 。 体 部 中 央 付 近 に 最 大 幅 を
持 ち 、．特 徴 的 な 広 い 平 底 へ と 至 る 。

内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頸 部 よ り下 左 右 方
向 の ケ ズ リ 。 底 部 指 頭 庄 痕 。

12 6 －4 Ⅳ 区 棄 a l l ．7　　 料 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 上 半 ヨ コ 方 向 密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 1 5 ．9

C

合 口 縁 。 端 部 は 丸 く収 ま り下 端 は 鋭
く 突 出 す る 。 体 部 中 央 付 近 に 最 大 幅

を 持 ち 底 部 は 丸 底 と な る 。

下 半 タ テ ・ナ ナ メ 方 向 の パ ケ 。
内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。 底 部 指 頭 庄 痕 。

福 田 5

1 26 －5 Ⅳ 区 嚢 a
b

C

口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 肩 部 密 良 好 内 外 面 と も 暗 茶 褐 色 内 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 合 口 縁 ム 端 部 は 面 を 持 ち わ ず か に 外

方 へ つ ま み 出 さ れ る 。 下 端 は 鋭 く突
出 す る 。

ヨ コ 方 向 の ノヽケ 。

内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 車 り下 右 ・上
方 向 の ケ ズ リ。

南 條 1 ・ 2

1 26 －6 Ⅳ 区 嚢 a 1 7 ．0　　　 ※ 口 縁 部 は 外 反 ・し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 内 外 面 と も 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 2 5 ．4

C

合 口 緑 。 端 部 は 面 を 持 ち 下 端 は 鋭 く
突 出 す る 。 底 部 は わ ず か に 平 底 を 残

す 。

ケ 。 肩 部 ヨ コ 方 向 の パ ケ 。
内 ） 口 綾 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 、 右 方

向 の ケ ズ リ 。 底 部 指 頭 庄 痕 。

中 原 2 2

1 2 7－1 Ⅳ 区 嚢 a 1 6 ．4　　　 ※ 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 、 肩 密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 内 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 2 1 ．5

C

合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 ち 下 端 は 鋭 く

突 出 す る 。 体 部 は 中 央 や や 上 に 最 大
幅 を 持 ち 底 部 は ほ と ん ど 丸 底 と な る

部 ヨ コ 方 向 の パ ケ 。
内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 ケ ズ リ

底 部 指 頭 圧 痕 。

南 條 4

1 2 7 －2 Ⅳ 区 襲 a 14 ．6 口 縁 部 は 外 反 し な が ら立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 上 半 ヨ コ ・ナ 密 良 好 内 外 面 と も暗 茶 灰 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 19 ．1 合 口 縁 。 端 部 は 面 を持 ち 下 端 は 鋭 く ナ メ 方 向 下 半 タ テ 方 向 の パ ケ 。 肩 部 福 田 6

C 3 ．2 突 出 す る 。 肩 部 付 近 に 最 大 幅 を 持 ち
底 部 は わ ず か に 平 底 を 残 す 。

に 2 段 の ク シ 描 波 状 文 。
内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 、 右 ・

上 方 向 の ケ ズ リ 。 底 部 指 頭 圧 痕 。

12 7 －3 Ⅳ 区 棄 a 17 ．3 口 緑 部 は 外 反 し な が ら立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ ・ ヨ コ 方 密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 24 ．7　　　 △

C －

合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 ち 下 端 は 鋭 く

突 出 す る 体 部 は あ ま り張 ら ず 中 央 よ
り や や 上 で 最 大 幅 を 持 っ た 後 底 部 へ
至 る

向 の パ ケ 。 肩 部 に 刺 突 文 。
内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頸 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。 底 部 指 頭 圧 痕 。

福 田 3

12 7 －4 Ⅳ 区 喪 a 17 ．0　　　 ※ 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ ・ ヨ コ 方 密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 25 ．9　　　 △

C －

合 口 緑 。 端 部 は 面 を 持 ち 下 端 は 鋭 く
突 出 す る 。 肩 部 よ り や や 下 に 最 大 幅

を持 つ 。

向 の パ ケ 。
内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 、 右 ・

上 方 向 の ケ ズ リ 。

米 山 2 1

12 7 －5 Ⅳ 区 襲 a 13 ．7 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 は 基 本 的 に タ 密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。
土 器 溜 2 b 16 ．0　　　 △

C －

合 口 緑 。 端 部 は 明 確 で な い も の の 内

傾 す る 面 を 持 つ 。 下 端 は 鋭 く 突 出 す

る 。 体 部 下 半 を 欠 く 。

テ ・ナ ナ メ 方 向 の パ ケ 。 肩 部 は ヨ コ

方 向 の パ ケ 。
内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。

山 本 2 0

12 7 －6 Ⅳ 区 嚢 a 1 6 ．0 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 肩 部 ク シ 描 直 線 文 密 良 好 内 外 面 と も 暗 茶 橙 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 9 ．0　　　 △

C －

合 口 縁 。 端 部 は わ ず か に 外 方 へ つ ま

み 出 さ れ 下 端 は 鋭 く 突 出 す る 。

と 波 状 文 。
内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 、 右 方

向 の ケ ズ リ。

山 根 14

12 8 －1 Ⅳ 区 嚢 a 1 7 ．4　　　 ※ ロ 緑 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 休 部 上 半 ヨ コ 方 向 密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。

土 器 溜 2 b 2 1 ．4　　　 △

C －

合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 ち 下 端 は 鋭 く

突 出 す る 。 体 部 下 半 ～ 底 部 を 欠 く。

の パ ケ 。 下 半 タ テ 方 向 を 基 本 とす る

不 定 方 向 の パ ケ 。
内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 、 右 方

向 の ケ ズ リ。

中 原 2 3

12 8 －2 Ⅳ 区
土 器 溜 2

器 台 a 2 3 ．2

b 1 2 ．2

C 2 1 ．0 ・　 ※

器 受 部 と 脚 台 部 の 間 が 狭 い 鼓 形 器 台 外 ） 器 受 部 ・脚 台 部 と も ヨ コ ナ デ 。．
内 ） 器 受 部 ナ デ 。 脚 台 部 右 方 向 の ケ ズ リ

後 ナ デ 。

密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 山 本 14

12 8 －3 Ⅳ 区
土 器 溜 2

器 台 a 2 0 ．5　　　 ※

b l l ．15

C 1 8 ．8

器 受 部 と 脚 台 部 の 間 が 狭 い 鼓 形 器 台 外 ） 器 受 部 ・脚 台 部 と も ヨ コ ナ デ 。

内 ） 器 受 部 ケ ズ リ の 後 ヨ コ 方 向 の へ ラ ミ

ガ キ 。 脚 台 部 左 方 向 の ケ ズ リ 。

密 良 好 内 外 面 と も 明 茶 褐 色 中 原 2 0

12 8 －4 Ⅳ 区

土 器 溜 2

器 台 a －
b 9 ．8　　　 △

C 1 5 ．9　　　 ※

器 受 部 と 脚 台 部 の 間 が 狭 い 鼓 形 器 台 外 ） 器 受 部 ～ 脚 台 部 ヨ コ ナ デ 。 ．
内 ） 器 受 部 ケ ズ リ の 後 へ ラ ミ ガ キ を 施 し

最 終 的 に ナ デ 。 脚 台 部 右 方 向 の ケ ズ
リ 裾 部 ヨ コ ナ デ 。

密 良 好 内 外 面 と も 暗 茶 灰 色 脚 台 部 内 面 に ヘ ラ記
号 。
米 山 19

1 28 －5 Ⅳ 区
土 器 溜 2

低 脚 杯 a l l ．0
b 3 ．4

C 4 ．8

浅 い 皿 形 の 杯 部 を 持 つ 。 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。‘杯 部 タ テ 方 向 の パ

ケ 。 脚 部 ヨ コ ナ デ 。
内 ） 杯 部 明 確 で な い が 放 射 状 の ヘ ラ ミ ガ

キ 。 脚 部 ヨ コ ナ デ 。

密 良 好 外 ） 暗 茶 褐 色

内 ） 茶 褐 色

山 本 9

1 28 －6 Ⅳ 区 台 付 杯 ？ a － 器 体 の 多 く を 欠 く た め 全 体 の 形 状 は 外 ） 脚 部 タ テ 方 向 の パ ケ 後 ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も 暗 茶 褐 色 清 水 1 1

土 器 溜 2 b 6 ．0　　　 △

C －

不 明 だ が 、 脚 台 の つ く大 形 の 杯 か 。 内 ） 杯 部 へ ラ ミ ガ キ 。 脚 部 右 方 向 の ケ ズ

リ 。
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表5．IC区茶褐色粘質土出土土器観察表
（a：口径、b：器高、C：底径）

図 番 号 地　 点 器　 種 法 量 cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手 ‘法　 状　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 備　　　 考

34 －1 I 区
E 5

士 ．璽E a2 1．8　　　 ※

b l‾．9　　　 △

C－

ラ ッ パ 状 に 開 く ロ 縁 部 を 有 す る 。 内 外 面 と も 風 化 に よ り不 詳 だ が 、 口 縁 端

部 に キ ザ ミ 目 。
密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 福 田 1 9

34 －2 I 区
E 4

・＝ヒ．∃互 a2 8 ．4　　　 ※

b 7 ．5　　 △ ．

C－

外 反 し な が ら 開 く ロ 緑 部 の み 残 存 。 外 ） 口 緑 端 部 格 子 状 の 文 様 を 施 し た 後 、

円 形 浮 文 を 貼 付 け る 。 口 縁 部 タ テ 方
方 向 の パ ケ 。

内 ） 口 縁 部 ナ ナ メ 方 向 の 粗 い パ ケ 。

密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 南 條 7

3 4 －3 I 区 襲 a 16 ．6　　　 ※
b

C　8 ．2

頚 部 は 鋭 く 屈 曲 し、 短 く立 ち 上 が っ 外 ） 口 縁 部 キ ザ ミ 目 。 そ の 他 風 化 に よ り 密 良 好 外 ） 黄 橙 色 米 山 3 9
E 5 た 口 縁 部 は 上 下 に わ ず か に 拡 張 さ れ

る 。 底 部 は 平 底 と な る 。
不 明 。

内 ） 口 緑 部 風 化 に よ り不 明 。 体 部 タ テ 方

向 の パ ケ 。

内 ） 淡 黒 灰 色

3 4 －4 ． I 区
E 5

・＝巳．宣E a－
b 5 ．2 5　　 △

C －

休 部 は タ マ ネ ギ 形 に 大 き く 張 り 、 ロ
縁 部 は 外 に 開 く。

外 ） 風 化 に よ り不 詳 だ が ナ デ か 。
内 ） 口 縁 部 ナ デ 。 体 部 ユ ビ オ サ エ 後 ナ デ

密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 中 原 3 6

3 4 －5 ． I 区
E4

・＝ヒ璽E
f

ar
b 6 ．1　　 △

C－

タ マ ネ ギ 形 に 張 る 休 部 を 持 つ 。 外 ） 風 化 に よ り不 詳 だ が ナ デ か 。
内 ） 体 部 ナ デ 。 指 頭 庄 痕 を 残 す 。

密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 中 原 3 5

34 －6 I．区

E 5

・＝巨．∃互 a－
b ll ．7　　　 △

C－

球 状 の 体 部 を 持 つ 壷 。 口 縁 部 を 欠 く 外 ） 風 化 に よ り不 詳 だ が ヨ コ 方 向 の パ ケ

を 中 心 と す る 調 整 。
内 ） 体 部 左 方 向 の ケ ズ リ・。 頸 部 と 底 部 に

指 頭 圧 痕 。

密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 外 面 赤 色 塗 彩 。
福 田 1 2

34 －7 I 区
E 4

襲 a 16 ．2　　　 ※
b 4 ．4　　　 △

C －

退 化 し た 複 合 口 縁 を 持 つ 。 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。
内 ） ロ 縁 部 ヲ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。

密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 山 本 3 7

3 4 －8 I 区 嚢 a 13 ．8　　　 ※ く の 字 状 に 折 れ る 頚 部 か ら 短 く立 ち 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 内 外 面 と も 赤 茶 褐 色 南 條 8
E 5 b 6 ．0　　　 △ 上 が る 口 縁 部 を持 つ 。 体 部 上 半 よ り ケ 。

C － 下 を 欠 く 。 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。

3 5－1 I 区 ．壷 ま た は a － 平 底 と な る 底 部 。 外 ） 風 化 に ‘よ り不 明 。 密 良 好 外 ） 暗 黄 橙 色 清 水 2
E 5 棄 b 5 ．3　　　 △

C　6 ．0　　　 ※

内 ） ナ デ 。 内 ） 黒 褐 色

3 5－2 I 区

E 5

壷 ま た は
嚢

a －
b 7 ．5　　　 △

c lO ．3　　　 ※

平 底 と な る 底 部 。 内 外 面 と も 風 化 に よ り不 明 。 密 良 好 内 外 面 と も 明 黄 白 色 清 水 3

3 5－3 I ’区 壷 ま た は a － 大 き め の 壷 ま た は 聾 の 底 部 。 外 ） 風 化 に よ り不 明 密 良 好 外 ） 黄 橙 色 表 9
F 5 聾 b 4 ．9　　　 △

C 8 ．5

内 ） ケ ズ リ 内 ） 黄 灰 色

3 5－4 I 区

E 5

器 台 a 27 ．0　　　 ※

b 6 ．5　　　 △

C －

複 合 口 縁 を 呈 す る 大 形 の 器 形 。 外 ） 直 線 文 を 施 し た 後 ナ デ 消 し。

内 ） ナ デ 。
密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 清 水 4

3 5－5 I 区 ‾

E 4

高 杯 a－
b 5 ．3　　　 △

C　7 ．3

裾 が 広 が る 脚 部 は 短 く立 ち 上 が り、

杯 部 へ 至 る 。

内 外 面 と も 風 化 に よ り不 明 。 密 良 好 内 外 面 と も 暗 橙 色 福 田 1 6

3 5－6 I 区

E 4

高 杯 a－
b 4 ．0　　　 △

C－

筒 状 の 脚 部 を 持 つ 高 杯 。 脚 裾 部 と 杯

部 上 半 を 欠 く 。

外 ） 風 化 に よ り不 明 。

内 ） ナ デ 。
密 良 好 内 外 面 と も 明 黄 白 色 山 本 3 5

3 5－7 I 区 高 杯 a－
b 7 ．7　　　 △

C 13 ．7　　　 ※

裾 の 広 が る 脚 部 か ら 筒 状 に 立 ち 上 が 内 外 面 と も 風 化 に よ り不 詳 だ が 、 脚 部 外 密 良 好 外 ） 明 黄 白 色 福 田 1 8
E 5 り、 杯 部 へ 至 る 。 面 は タ テ 方 向 に 面 取 りが あ る 。 内 ） 灰 白 色

3 5－8 I 区 高 杯 a － 筒 状 の 脚 部 で 裾 が 大 き く広 が る 。 杯 内 外 面 と も 風 化 に よ り不 明 だ が 、 外 面 に 密 良 好 内 外 面 と も 明 橙 色 表 7
E 5 b 4 ．7　　　 △

C 9 ．5 5　　 ※

部 を 欠 く 。 か す か に パ ケ が 残 る 。

3 5 －9 I 区 低 脚 杯 a 1 2 ．0　　　 ※ 直 線 的 に 外 方 へ の び る 体 部 で 短 い 脚 外 ） 風 化 に よ り不 明 。 体 部 と 脚 部 の 接 合 密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 南 條 9
E 5 b 6 ．2

C 4 ．9

が つ く 。 部 に 指 頭 圧 痕 顕 著 。
内 ） ナ デ 。

35 －1 0 I 区 台 付 鉢 a － 突 出 す る 広 い 平 底 を 持 ち 体 部 は 内 湾 外 ） 風 化 に よ り不 明 。 体 部 に 2 条 の 直 線 密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 山 本 3 6
E 5 b 8 ．8　　　 △

C　6 ．6

し な が ら 立 ち 上 が る 。 文 。
内 ） 指 頭 庄 痕 を 顕 著 に 残 す 、 そ の 後 ナ デ

3 5－11 I 区
E 5

把 手 長 さ　 5 ．9　 △

巾　 3 ．6
厚 さ　 3 ．9

短 く分 厚 い 角 状 把 手 。 風 化 に よ り不 明 。 密 良 好 内 外 面 と も 灰 黄 色 表 10

3 5 －12 I 区
E 4

高 台 付 皿

ま た は 杯
a －
b l ．7　　　 △

C 9 ．4　　　 ※

底 部 の み 残 存 。 短 い 脚 を 貼 付 け る 。 内 外 面 と も風 化 に よ り 不 明 。 密 良 好 内 外 面 と も黄 橙 色 福 田 1 7

3 5 －13 I 区
E 5

珂こ a 1 3 ．0　　　 ※
b 5 ．0

C

口 縁 部 の 立 上 りが 直 立 的 で 長 い 杯 。 内 外 面 と も ロ ク ロ ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も青 灰 色 稲 垣 3 7

3 5 －14 I 区
E 4

杯 a 1 2 ．6　　　 ※
b 3 ．6 5　　 △

C

口 緑 部 の 立 上 り は 短 く内 傾 す る 。 外 ） 口 縁 部 、 杯 部 上 半 口 ク ロ ナ デ 。 下 半

へ ラ ケ ズ リ 。
内 ） ロ ク ロ ナ デ 。

密 内 外 面 と も青 灰 色 稲 垣 3 6

3 5 －15 I 区 施 a 8 ．7　　　 ※ 大 き く外 反 し な が ら 開 く 口 縁 部 家 持 外 ） 剥 離 し て い る が ロ ク ロ ナ デ か 。 密 良 好 外 ） 暗 青 灰 色 、 赤 褐 稲 垣 3 4

E 5 b 3 ．5　　　 △

C －

つ 。 休 部 を 欠 く。 内 ） ロ ク ロ ナ デ 。 色

内 ） 暗 青 灰 色

‘3 5 －16 I 区

E 4

士互E a －
b 2 ．8　　　 △

C 1 3 ．6　　　 ※

底 部 の み 残 存 。 内 外 面 と も ナ デ 。 密 良 好 外 ） 暗 青 灰 色

内 ） 青 灰 色

米 山 3 7

3 5 －17 I 区

E 4

嚢 a －
b 4 ．8　　　 △

C 1 6 ．8　　　 ※

底 部 の み 残 存 。 内 外 面 と も ナ デ 。 蜜 良 好 内 外 面 と も暗 青 灰 色 稲 垣 3 5
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表6．Id区暗茶褐色粘質土出土土器観察表
（a：口径、b：器高、C：底径）

1

1

l

t

l

l

国番号 地　 点 器　 種 法量cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎土 焼成 色　　　 調 備　　 ．考

36－1 I 区

C8

杯 a14 ．3　　　 ※
b l．8　　　 △

C

低径 に比 して体部の立上 りが短い も

の。ロ縁端部は外反する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面 とも黄橙色 内外面に丹塗 りの痕

跡を残す。
山本34

36－2 I 区 杯 a15．0　　　 ※ 広めの平底か ら短 く立ち上がる体部 外）体部 ヨコナデ。底部へラケズリ。 密 良好 内外面 とも黄橙色 内外面 に丹塗 りの痕

C8 b 3．4

C12．4　　　 ※

を持つ。 内）ナデ。 跡を残す。
中原34

36－3 I 区 ’ 杯 a－ 高めの貼付高台を持つ。体部上半を 外）体部 ヨコナデ。底部回転糸切後ナデ 密 良好 内外面 とも黄橙色 内外面 に丹塗 りの痕

C8 b 3．5　　　 △

ClO．7　　　 ※

欠 く。 か。
内）ナデ。

跡を残す。
山本33

36－4 I 区

D lO ．

杯 a14．8
b 4．55

C　6．2

底部より直線的に開くロ縁 を持つ杯 外）体部 ロクロナデ。底部回転糸切 り。

内）ロクロナデ。
密 良好 内外面 とも暗茶褐色 中原15

36－5 I 区

D5．

巧 a15．0

b 4．85

C　6．05

底部より直線的に開く口縁 を持つ杯 外）体部 ロクロナデ。底部回転糸切 り。
内） ロクロナデ。

密 良好 内外面とも黄橙色
′

中原17

36－6 I 区

D lO

皿 a 8．8

b 2．05

C 4．25

底部より直線的に開く浅めの小皿。 外）体部風化により不詳であるがナデか
底部回転糸切 り。

内）ナデ。

密 良好 内外面 とも黄橙色 中原16

36－7 I 区 土鍋 a34．0　　　 ※ 短 く外反する口縁部 と直立気味の体 外）口縁部 ヨコ方向のパケと指頭庄痕。 密 良好 内外面 とも暗茶褐色 、外面煤付着。

D lO b17．7　　　 △

C－

部で底部は丸 くなるものであろう。 体部 タテ方向の粗いパケ。

内）口緑部～体部 ヨコ方向のパケ。

米山47

36－8 I 区

D9

把手 長 さ　5．9　△
巾　 2．5

厚 さ　3．6

短 く立 ち上がる角状把手。 風化により不明。 密 － 良好 内外面とも黄橙色 清水 6

36－9 I 区 高台付杯 a－ 貼付高台を持 ち、外方へ広が りなが 外）杯部ロクロナデ。底部回転糸切後ナ 蜜 良好 内外面とも青灰色 底面に墨書あ り。

C8 b 2．3　　　 △

C　6．0　　　 ※

ら立ち上がる杯部を持つ。 デか。
内）ナデ。

清水 5

36－10 I 区

C8

・＝巳．宣E a－
b 3．5　　　 △

C 9．6　　　 ※

脚部のみ残存 外）ロクロナデ。
内）ナデ。

密 良好 内外面とも青灰色 米山38
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（a：口径、b：器高、C：底径）

表7．Ⅱ区遺構外出土遺物観察表

図 番号 地　 点 器　 種 法 量 cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 備　　　 考

65－ 1 Ⅱ区 ・コヒヨ互 a19 ．8　　　 ※ 外 反す る単 純 口緑 の 壷 か。 頚 部以 下 外 ） ヨコナ デ か。 上下 端 部 に近 い位 置 に 密 良 好 内外 面 と も黄 橙 色 F59
P19
遺構 外

b 4 ．1　　 △

C－

を 欠 く。 凹線 を施 し、 2 条 の 陰刻 を基本 とす
る 山形 の文 様 を描 く。

内） 風化 に よ り不 明。

65－ 2 Ⅱ区 棄 a13 ．8　　　 ※ 口縁 部 は外 反 しなが ら立 ち上 が る複 外 ） 口縁 部 、体 部 ヨコナ デ。 密 良 好 内外 面 と も黄 橙 色 F26
P19 b 4 ．8　　　 △ 合 口縁 。端 部 は わず か に外 方 へつ ま 内） 口縁 部 ヨコナ デ。 頚 部 よ り下右 方 向
遺構 外 C－ み 出 され る。 下端 は鋭 く突 出 す る。

体部 上 半 よ り下 を欠 く。

の ケズ リ。

65－ 3 Ⅱ区

P19
遺構 外

嚢 a16 ．0　　　 ※
b 5 ．0　　　 △

C－

口緑 部 は外 反 しなが ら立 ち上 が る複
合 口縁 。端 部 は 明瞭 な 面 を持 た ない

が わず か に外 方へ 張 り出す 。 下端 は
鈍 く突 出 す る。 頚部 よ り下 を欠 く。

内外 面 と も風化 によ り不 明 。 密 良 好 内外 面 と も黄 栓 色 F24

65－4 Ⅱ区
P19
遺構 外

嚢 a13 ．0　　　 ※
b 5 ．1　　 △

C－

ロ緑 部 は外 反 しなが ら立 ち上 が る複
合 口縁 。 端部 に 面 は持 た ない 。下 端

は 鈍 く突 出す る 。体 部 上半 よ り下 を
欠 く

内外 面 と も風化 に よ り不 明 。 密 良 好 内 外面 と も黄 灰 色 F23

65－5 Ⅱ区

P19
遺構 外

棄 a24 ．5　　　 ※
b 7．7　　　 △

C－

ロ 縁部 は 外 反 しなか ら立 ち上 が る複

合 口縁 。 端部 には 内傾 す る面 が残 る
下 端 は鋭 く突 出 す る。 大 形厚 手 の も

の で頚 部 以下 を欠 く。

内外 面 と も ヨコ ナデ 。

．

密 良好 外 ）黄 灰 色

内 ）黄 橙 色
F33

65－6 Ⅱ‘区 棄 a15．9　　　 ※ 内 湾 しなが ら立 ち 上が る 口縁 部 で端 内外 面 とも ヨコ ナデ 。 密 良好 外 ） 黄茶 褐 色 外 面煤 付 着 。

P19
遺 構外

b 2．5　　　 △

C一

部 は平 坦 画 を形 成 す る。 内 ）黄 程 色 F29

65－7 Ⅱ区 壷 また は a－ 平 底 か らや や急 に立 ち上 が る体 部 を 外 ）風 化 に よ り不 明 。 密 良好 内 外 画 と も黄灰 色 F43
P 19
遺 構外

登 b 2．5　　　 △

C 5．2

持 つ 壷 また は嚢 の 底部 。 内 ）風 化 に よ り不 詳 だ が ケズ リ を施す か

指 頭 圧痕 を残 す 。

65－8 Ⅱ区 壷 また は a－ 平 底 を 有す る壷 また は嚢 内 外面 とも風 化 に よ り不 明 だ が内 面底 部 や や租 やや 不 外 ） 赤黄 色 F34
P 19
遺 構 外

寮 b 2．8　　　 △

C 6．1　　　 ※

に指頭 圧痕 を残 す。 良 内） 黄灰 色

65車9 Ⅱ区

P 19
遺 構 外

鉢 a－
b 2．2　　　 △

C 3．6　　　 ※

突 出 す る平 底 を持 つ鉢 の 底 部。 外 ）風 化 に よ り不 明
内 ）風 化 に よ り不 明 だ が指 頭 庄痕 あ りか

密 良好 内外 面 と も橙 黄色 畿 内 系。

F27

65－10 Ⅱ区

P 19
遺 構 外

高杯 a－
b 6．7　　　 △

C－

皿 状 の杯 部 と裾の 広 が る脚 部 を持 つ
もの で あ ろ う。

内 外面 と も風 化 に よ り不明 。 密 良好 外 ） 黄橙 色
内） 黄灰 色 ～黒 灰 色

F32

65－11 Ⅱ区

P 19
遺 構 外

杯 蓋 a 13．9　　　 ※

b 2．0　　　 △

C－

内面 に返 りを持 つ 蓋 。 内 外面 と もナデ 。 密 良料 内外 面 と も青灰 色 F31

65－12 Ⅱ区

P 19
遺 構 外

円 筒埴 輪 a－
b 5．4　　　 △

C－

円筒 埴輪 の タガ を有 す る部 分 の体部 内 外面 と も風 化 に よ り不明 。 や や租 や や不
良

内外 面 と も橙 褐色 F44

65－13 Ⅱ区 －

P 19
遺 構 外

碗 a－
b 2．9　　　 △

C　7．2　　　 ※

白磁 碗 の体 部 下半 か ら底 部 。 外 面底 部 を 除 き施粕 。 密 良好 内外 面 と も白 色 中世 陶磁 器 。

F47

65－14 Ⅱ区

P 19
遺 構外

措鉢 a－
b 3．7　　　 △

C 12．0　　　 ※

措 鉢 の 底部 付 近。 外 ） ロ クロ ナデ 。

内 ） 8 条 の卸 目を施 す 。

や や粗 良好 内外 面 と も赤灰 色 備 前 系陶 惑 。

F25

65－15 Ⅱ区 壷 ま たは a－ 壷 また は嚢 の休 部 破片 外 ）格 子 状 の タ タキ。 密 良好 内外 面 と も青灰 色 中世 陶磁 器 （亀 山 系

P 19
遺 構 外

妻 b 2．5　　　 △

C－

内 ） ナデ 。 か）

F28

表8．Ⅲ区遺構外出土土器観察表
（a：口径、b：器高、C：底径）

国 番 号 地　 点 器　 種 法 量 cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 備　　　 考

9 7－1 Ⅲ 区

G 2 7
遺 構 外

深 鉢 a
b 5 ．3　　　 △

C

体 部 か ら 口 縁 部 に か け て 直 線 気 味 に

の び る 粗 製 の 探 鉢 。

外 ） 刻 み 目 突 帯 を 貼 付 け る 。 租 や や 不
良

内 外 面 と も 灰 茶 褐 色 F 4 5

9 7－2 Ⅲ 区 皿 a － 高 台 は 削 り 出 し て 設 け て い る が 、 突 外 ） 下 半 部 を 除 き 緑 灰 色 の 粕 を 施 す 。 密 良 好 外 ） 施 粕 部 緑 灰 色 肥 前 系 陶 器 。
遺 構 外 b 2 ．4　　　 △

C 3 ．9

出 せ ず ・ ・高 台 と な る 。 内 ） 緑 灰 色 の 粕 を 施 し、 胎 土 日 跡 が 観 察

さ れ る 。

内 ） 露 胎 部 茶 灰 色 稲 垣 6
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表9．Ⅳ区黒褐色腐植土出土土器観察表
（a：口径、b：器高、C：底径）

図 番 号 地　 点 器　 種 法 量 cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 備　 ．考

1 2 9 －1 Ⅳ 区　　 1

P 3 4

深 鉢 a
b 5 ．6　　　 △

C －

粗 製 深 鉢 の 口 緑 部 。 外 ） ロ 縁 直 下 に キ ザ ミ 目 突 帯 文 。

内 ） ナ デ 。

密 良 好 内 外 面 と も 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。

米 山 5 3

12 9 －2 Ⅳ 区

P 33

深 鉢 a
b 3 ．7　　　 △

C －

粗 製 の 探 鉢 。 外 ） 口 縁 直 下 に キ ザ ミ月 突 帯 。

内 ） ナ デ か 。

密 良 好 外 ） 暗 茶 褐 色

内 ） 茶 褐 色

外 面 煤 付 着 。

清 水 9

12 9 」3 Ⅳ 区 ・

P 2 9

深 鉢 a －
b 3 ．8　　　 △

C －

粗 製 深 鉢 の 口 緑 部 。 外 ） 口 緑 直 す に キ ザ ミ 目 突 帯 文 。

内 ） 風 化 に よ り 不 明 。

密 良 好 外 ） 黄 白 色
内 ） 黄 灰 色

表 1 8

1 29 －4 Ⅳ 区

P 3 1

浅 鉢 a 2 3 ．2　　　 ※
b 5 ．9　　　 △

C －

浅 鉢 の 口 縁 部 。 外 ） ナ デ 。
内 ） ミ ガ キ 。1

密 良 好 内 外 面 と も茶 褐 色 F 1 19

1 2 9 －5 Ⅳ 区

P 3 弓

・＝ヒ∃亘 a 16 ．5　　　 ※ 外 反 し な が ら 広 が る 口 縁 部 を 持 ち 、 外 ） ロ 縁 部 と頚 部 に 1 条 ず つ の 凹 線 文 。 密 良 好 内 外 面 と も 暗 茶 灰 褐
色

山 本 4 1

b 9 ．0　　　 △

C －

体 部 は 大 き な 張 り を 見 せ る 。 口 緑 部 、 体 部 へ ラ ミ ガ キ 。

内 ） 頚 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 右 方 向 の ケ ズ リ

1 2 9 －6 Ⅳ 区
P 2 9

棄 a 18 ．0　　　 ※

b 4 ．2　　　 △

C －

口 縁 が 水 平 に 外 側 へ 折 り返 さ れ る 嚢 外 ） 口 緑 端 部 キ ザ ミ 目 。 体 部 凹 線 文 。

内 ） パ ケ か 。

密 良 好 外 ） 暗 茶 褐 色

内 ） 黄 茶 色

山 本 3 1

12 9 －7 Ⅳ 区
P 3 1

・＝巳．互E a 3 2 ．2　　　 ※

b 3 ．4　　 △

C －

ラ ッパ 状 に 開 く 口 縁 部 。 外 ） 口 縁 部 5 、 6 条 の 凹 線 文 の 後 格 子 状

の 直 線 文 を 配 す る 。
内 ） 口 縁 部 3 条 の 凹 線 文 の 内 側 に ク シ 措

波 状 文 と 直 線 文 を 交 互 に 施 す 。

密 良 好 外 ） 黄 灰 色

内 ） 灰 白 色

南 條 14

1 29 －8 Ⅳ 区 士∃互 a 9 ．4　　　 ※ ロ 縁 部 は 直 線 的 に 短 く内 傾 して の び 外 ） 口 縁 部 7 条 の 凹 線 文 。 肩 部 ナ デ 。 密 良 好 外 ） 暗 黄 橙 色 無 頚 壷 。

P 3 1 b 5 ．8　　　 △

C －

る 。 肩 部 よ り下 を 欠 く。 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 の パ

ケ か 。

内 ） 黒 褐 色 内 面 煤 付 着 。

表 2 1

1 2 9－9 Ⅳ 区 士宝互 a 7 ．7　　　 ※ ロ 縁 部 は 短 く 直 立 す る 。 肩 部 よ り 下 外 ） 口 縁 部 、 肩 部 ヨ コ 方 向 の パ ケ 。 体 部 密 良 好 内 外 面 と も 暗 黄 橙 色 無 頸 壷 。

P 3 2 b 4 ．4　　　 △

C一

を 欠 く 。 上 半 タ テ 方 向 の パ ケ 。
内 ） 口 縁 部 ヨ コ ・ナ ナ メ 方 向 の パ ケ ム 頸

部 よ り 下 ヨ コ ナ デ 。

表 22

13 0 －1 Ⅳ 区 嚢 a 23 ．0　　　 ※ 頸 部 か ら くの 字 状 に 立 ち 上 が る 複 合 外 ） 口 縁 部 4 条 の 凹 線 文 。 体 部 タ テ 方 向 密 良 好 外 ） 黄 橙 色 F 8 3

P 30 b 6 ．8　　　 △

C －

口 緑 と な る 。体 部 上 半 よ り下 を 欠 く 。 の パ ケ 。

内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 ナ ナ メ 方 向 の

パ ケ 。

内 ） 黄 灰 色

13 0 －2 Ⅳ 区 襲 a 1 5 ．8　　　 ※ 口 緑 部 は 短 く外 反 し た 後 上 下 に 拡 張 外 ） 口 縁 部 4 条 の 凹 線 。 体 部 上 半 タ テ 方 密 良 好 内 外 面 と も 暗 黄 橙 色 外 面 煤 付 着 。

P 3 2 b 1 2 ．5　　　 △

C －

さ れ る 。 体 部 は 大 き く張 っ た 後 す ぼ

ま り な が ら 平 底 へ と至 る 。

向 の パ ケ 。 下 半 タ テ 方 向 の ヘ ラ ミ ガ

キ 。
内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 上 半 タ テ ・ヨ

コ 方 向 の パ ケ 。 下 半 上 方 向 の ヘ ラ ケ
ズ リ 。

福 田 2 5

1 3 0－3 Ⅳ 区

P 2 9

器 台 a －
b 4 ．6　　　 △

c ll ．6　　　 ※

筒 状 の 器 形 を な す 器 台 の 脚 裾 部 。 外 ） 3 ～ 4 条 の 平 行 沈 線 と一 定 間 隔 に タ

テ 方 向 の 沈 線 を 施 す 。
内 ） 左 方 向 の ケ ズ リ。

密 良 好 内 外 面 と も明 茶 灰 色 稲 垣 3 1

1 3 0 －4 Ⅳ 区 器 台 a －
b 5 ．6　　　 △

C 15 ．6　　　 ※

裾 部 が 開 く 器 台 の 脚 部 。 外 ） タ テ 方 向 の パ ケ 後 ヨ コ ナ デ 。 裾 部 に

2 条 の 凹 線 。
内 ） 左 方 向 の ケ ズ リ 。

密 良 好 内 外 面 と も黄 褐 色 外 面 に 赤 色 塗 彩 残

る 。
F 5 0

1 3 0 －5 Ⅳ 区 士宣E a 6 ．6　　　 ※ く の 字 状 に 折 れ る 頭 部 か ら 外 反 す る 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 上 半 タ テ 方 向 密 良 好 内 外 面 と も 暗 黄 橙 色 米 山 9

P 3 4 b 7 ．3

C

口 緑 部 を 持 つ 。 体 部 は お お む ね 球 状

で 底 部 は 丸 い 。

下 半 ヨ コ 方 向 」 底 部 不 定 方 向 の ヘ フ

ミ ガ キ 。
内 ） ロ 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頸 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。

13 0 －6 Ⅳ 区 士璽E a 6 ．4　　　 ※ く の 字 状 に 折 れ る 頸 部 か ら 内 湾 気 味 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 内 外 面 と も 暗 黄 灰 色 米 山 4 0

P 3 4 b 5 ．3　　　 △

C －

に 立 ち 上 が る 口 緑 部 を 持 つ 。 ケ 後 ヨ コ ナ デ 。

内 ） 口 縁 部 ～ 体 部 粗 い ナ デ 。

13 0 －7 Ⅳ 区
P 3 2

士宣E a 7 ．2　　　 ※

b　5 ．4　　　 △

C －

単 純 口 緑 を 持 つ 小 形 ゐ 壷 。 外 ） ロ 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 粗 い タ テ 方 向

の パ ケ 後 ヨ コ ナ デ 。
内 ） 口 縁 部 ・体 部 と も ヨ コ ナ デ 。

密 ‾ 良 好 内 外 面 と も 暗 黄 色 、

黒 灰 色

F 8 8

1 30 －8 Ⅳ 区
P 3 2

・＝巨．璽E a 6 ．4　　　 ※

b 3 ．1　　 △

C －

短 く外 反 し て 終 わ る ロ 縁 部 を 持 つ 小

形 の 壷 。

内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も 暗 橙 色 中 原 3 9

1 3 0 －9 Ⅳ 区
P 3 2

士互E a－
b　5 ．0　　　 △

C－

横 に ふ く ら み 気 味 の 球 状 の 体 部 。 口

縁 部 と底 部 を 欠 く 。

内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も暗 灰 褐 色 米 山 5 1

1 3 0－10 Ⅳ 区 ・二巳．雲E a －
b　5 ．5　　　 △

C －

休 部 中 央 付 近 に 最 大 幅 を 持 つ 寸 づ ま 外 ） 頸 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 上 半 ナ ナ メ 方 向 密 良 好 外 ） 黄 灰 色 表 12

P 3 3 り な 器 形 の 小 形 壷 。 口 縁 部 と底 部 を

欠 く。
下 半 タ テ 方 向 の パ ケ 。

内 ） 頚 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 右 方 向 の ケ ズ リ

内 ） 暗 黄 橙 色

1 3 0 －1 1 Ⅳ 区 牽 a 9 ．8　　　 ※ 直 線 的 に 外 へ 開 く 口 縁 部 を 持 ち 体 部 外 ） 口 縁 部 ～ 体 部 ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も 茶 灰 褐 色 畿 内 系 布 留 系 の 小 形

・＝巳．
P 3 1 b l l ．4　　 ◎

C

は 中 央 付 近 で 大 き く張 る 。 器 壁 は 厚

い U

内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 粗 い ケ ズ リ 。 冨互も ど き 。 外 面 煤 付

着 。．

清 水 15

13 0 －1 2 Ⅳ 区 士互E a 8 ．9 丸 み を 持 つ 体 部 か ら 上 方 へ の び る ロ 外 ） ロ 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 不 定 方 向 の ハ 密 良 好 内 外 面 と も 明 黄 灰 褐

色

伊 藤 2

P 3 4 b 8 ．7

C 3 ．0

緑 部 を 有 す る 。 底 部 は 平 底 と な る 。 ケ 。
内 ） ロ 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 ユ ビ オ サ エ 。

体 部 右 方 向 の ケ ズ リ。

13 0 －1 3 Ⅳ 区 ・＝巳．∃互 a 8 ．9 球 状 の 体 部 か ら 短 く外 反 気 味 に 立 ち 外 ） 口 縁 部 ～ 体 部 ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 外 面 底 部 煤 付 着 。

P 2 9 b 1 1．1 5　　 △

C－

上 が る 口 縁 部 を 持 つ 。 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 左 方 向

の ケ ズ リ。

表 13

13 1 －1 Ⅳ 区 士∃互 a 14 ．3　　　 ※ 長 め に 立 ち 上 が る 頚 部 を 持 ち 、 複 合 外 ） ロ 縁 部 4 条 程 度 の 凹 線 を 部 分 的 に ナ 密 良 好 内 外 面 と も灰 黄 橙 色 稲 垣 4

P 3 3 b 5 ．0　　　 △

C －

口 縁 と な る 壷 。 体 部 上 半 よ り 下 を 欠

く。

デ 消 し 。 頸 部 ヨ コ ナ デ 。
内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 左 方 向

の ケ ズ リ 。

13 ト 2 Ⅳ 区 ・＝ヒ璽E a 2 1 ．6 口 縁 部 は 外 反 し な が ら立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頸 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 内 外 面 と も 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。

P 3 2 b l l ．8　　　 △

C －

合 口 縁 。 端 部 は わ ず か に 外 方 へ 張 り

面 を 持 つ 。 下 端 は 鋭 く 突 出 す る 。 頚

部 よ り下 を 欠 く 。

ケ 後 ヨ コ ナ デ 。

、 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 エ ビ オ サ 工 。頚 部 よ り 下 右 方 向 の ケ ズ リ 。

山 根 3
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国番号 地　 点 器　 種 法量om 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎土 焼成 色　　　 調 備　　　 考

131－3 Ⅳ区 士．∃互 a17．35 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部風化により不 密 良好 内外面 とも茶橙色 稲垣29
P30 b18 ．1　　 △

C－

合口縁。端部は外方へつまみ出され

下端 は鋭 く突出する。明瞭 に立ち上
がる頚部を持ち、体部下半 を欠 く。

詳だがヨコ方向のパケが確認で きる
肩部にクシ描波状文。

内）口縁部 ヨコナデ。頸部 より下、右方
向のケズ リ。

131－4 Ⅳ区 士竺E a23．2　　　 ※ 口綾部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口縁部、頚部 ヨコナデ。肩部 ヨコ方 密 良好 内外面とも灰黄橙色 山本38
P33 b lO．0　 ・△

C－

合口緑。長 く立ち上がる頚部を持つ
肩部 より下 を欠 く。

向のパケ。

内）口緑部 ヨコナデ。頚部ユビオサエ。
頚部 より下、右方向のケズリ。

131－5 Ⅳ区 士互E a18．0　　　 ※ 口縁部は複合口縁 を呈 し、上方へ立 外）口縁部～頚部 ヨコナデ。 密 良好 内外面とも暗黄橙色 外面煤付着
P31 b 6．4　　　 △

C－

ち上がる頚部持つ。頚部 より下 を欠

く。
内）口碑部～頚部 ヨコナデ。 C〉

米山41

131－6 Ⅳ区 士ヨ互 a20．8 口縁部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口緑部 ヨコナデ。頚部タテ方向のハ 密 良好 内外面とも明茶褐色 山根10
P32 b21．0　　　 △

C－

合口縁。端部は内傾する面を持つ。

下端は鋭 く突出する。体部上半 より

下 を欠 く。

ケ。体部タテ ・ヨコ方向のパケ。
内）口縁部ヨコナデ。頚部ユ ビオサエ。

頸部 より下右方向のケズリ。

132－1 Ⅳ区 ・＝l＝・互E a22．4 口縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部ヨコナデ。頚部～体部タテ方 密 良好 内外面 とも明茶褐色 内外面に煤付着。

福田 7P33 b45．0 合口縁。端部は面を持 ち下端 は鋭 く 向のパケ。肩部はヨコ方向のパケ後
C 5．0 突出す る。肩部付近 に最大幅 を有 し

底部は平底を残す。
クシ描直線文を3 段に施す。

内）口縁部ヨコナデ。頚部エ ビオサ工。

体部右方向のケズリ。休部中央付近
より下ケズ リの後 ヨコ ・タテ方向の

パケ。

132－2 Ⅳ区 注口付壷 a14．3　　　 ※ 口縁部 は外反－しながら立ち上がる複 外）口縁部、頚部ヨコナデ。体部上半ナ 密 良好 内外面 とも明茶褐色 外面煤付着
P32 b15．9　　　 △

C－

合口縁。端部 に面を持たず下端は鋭
く突出する。上方へのびる頸部を持

ち体部中央付近に最大幅を持つ寸づ
まりな器形である。肩部に注口が付

く。

ナメ方向のパケ。下半煤付着のため
不明。肩部にクシ状工具による刺突
文

内）口縁部、頚部ヨコナデ。頸部 より下
右方向のケズリ。

0
米山26

132－3 Ⅳ区 ・＝ヒ冨E alO．6　　　 ※ 口縁部は複合 口縁であるが一度外反 外）口縁部 ヨコナデ。体部 タテ ・ヨコ ・密 良好 内外面 とも黄灰褐色 米山10
P33 b17．5

C

した後の立上 りは長い。体部中央付

近に最大幅を持つ。・＿底部はかすかな
平底 を持つ。

ナナメ方向のパケ。肩部にクシ描直
線文。

内）口緑部ユ ビオサエ後ヨコナデ。頚部
より下右方向のケズリ。

132－4 Ⅳ区 ・こコ巨．宝E alO ．2　　　 ※ 口縁部は複合口縁 となるが外反 した 外）口縁部 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも明黄橙色 稲垣28
P26 b 7．9　　　 △

C－

後の立ち上が りは直立気味で長 くの
びる。肩部 より下を欠 く。

内）口縁部 ヨコナデだが指頭庄痕を顕著

に残す。頸部 より下ケズリ。

132－5 Ⅳ区 ・＝ヒ．互E a－
b 8．2　　　 △

C－

口縁部と肩部 より下を欠く。加飾二 外）頚部 タテ方向のへラミガキ。肩部 ク 密 良好 内外面とも暗黄橙色 畿内系。
P32 重口緑壷 と思われる。 シ描直線文 を2 段 に施 し、それぞれ

の下 にクシ状工具 による刺突文と波
状文 を加える。体部ナナメ方向のパ

ケ後 タテ方向のヘ ラミガキ。
内）頚部 タテ方向のヘ ラミガキ。頸部直

下指頭庄痕。休部 ヨコ方向のパケ。

福田27

133－1 Ⅳ区 ・＝ヒ璽E a17．0　　　 ※ 上方にのびた頸部よ り外反 した後上 外）口緑部4 条の直線文。肩部ナデ。 密 良好 内外面 とも暗茶褐色 外面一部煤付着。
P28 b 9．45　　 △

C－
方へ立ち上がる口縁 を持つ。 内）口縁部ヨコナデ。頚部ユ ビオサエ。

頚部よ り下右方向のケズ リ。
稲垣32

133－2 Ⅳ区 ‘ 士∃互 all．6 直立 して立ち上がる頚部からいった 外）口縁部 ヨコナデ。頸部粗いタテ方向 密 良好 内外面 とも茶灰褐色 米山14
P32 b 5．2　　　 △

C－

ん外反した後短 く立 ち上がる複合口
緑を持つ。端部には平坦面を形成す

る。頸部よ り下を欠く。

のパケ後 ヨコナデ。

内）口縁部 ヨコナデ。頚部ユ ビオサ工。
頚部より下右方向のケズ リ。

133－3 Ⅳ区 ・＝ヒ・互E a38 ．7　　　 ※ 口縁部は複合口緑 を呈 し、長 くのび 外）口縁部 ヨコナデ。頸部 タテ方向のハ 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 清水 8
P3 1 b15 ．7　　　 △

C－

る頚部 を持つ。頚部 より下 を欠 く。 ケ後ヨコナデ。
内）口縁部 ヨコナデ。頚部 ヨコ方向のパ

ケ。頸部よ り下左右方向のケズリ。

133－4 Ⅳ区 士笠 a20 ．8　　　 ※ 口緑部は外反 した後、内傾 しなが ら 外）口縁部 ヨコナデ。頚部～肩部 タテ方 密 良好 内外面とも赤褐色 山本22
P32 bll．0　　　 △

C一

短 く立ち上がる。上方へのびる頚部
を持つ。

向のパケ後ヨコナデ。
内）口縁部 ヨコナデ。頚部ユビオサエ後

ヨコナデ。頚部よ り下右方向のケズ
リ。

133－5 Ⅳ区 士．互E a16．4　　　 ※ 上方へのびる頚部か ら外反 した後、 外）口縁部、頸部 ヨコナデ。 密 良好 内外面とも暗黄橙色 厨子 2
P29 b 7．75　　 △

C－

内傾 しなが ら短 く立ち上がる口縁を
持つ。

内）口縁部、頚部 ヨコナデ。頸部よ り下
右方向のケズ リ。

133－6 Ⅳ区
P31

1＝上ざ冨夏 a－
b 4．4　　　 △

C－

外反 した後内傾 しながら立ち上がる

口緑部を持つ壷。

外）ヨコナデ の後 クシ状工具による刺突

文。
内）ヨコナデ。

密 良好 内外面 とも暗茶灰色 米山33

133－7 Ⅳ区
P31

＝量2．璽E a 14．6　　　 ※
b 5．4　　　 △

C－

上方へのびる頚部を持 ち、口緑部は
外反 した後、内傾 しなが ら短 く立ち

上がる。

内外面 とも口縁部、頚部 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも茶褐色 山本30

133－8 Ⅳ区 －＝ヒ互E a17．6 頚部よ り外反気味に立 ち上がる口縁 外）口縁部タテ方向のパケ後 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも黄褐色 中原4
P33 b 4．9　　　 △

C－

部で、端部はさらに外反 し平坦面を

形成 して終わる。頚部 より下 を欠 く
内）口縁部ヨコ方向のパケ。頚部より下

左方向のケズリ。

133－9 Ⅳ区
P33

・こlこチヨ互 alO．2　　　 ※

b 4．1　　 △

C－

外反気味に直立する口縁部。 外）ヨコナデ。
内）ヨコ方向を主体 とし、わずかにタテ

方向のパケの後ナデ。

密 良好 内外面 とも灰茶褐色

、黒褐色

中原 2

134－1 Ⅳ区 棄 a17．1．　　 ※ 口縁部は外反 した後上下に短 く拡張 外）口縁部 3 条の凹線文。休部タテ方向 密 良好 内外面とも暗茶褐色 ロ緑内面に赤色塗彩

痕
福田14

P 29 b 6．6　　　 △

C－

される。体部上半より下を欠 く。 のパケ。肩部は ヨコナデ後クシ状工
具による刺突文。

内）口縁部 ヨコナデ。頚部 より下ケズリ

134－2 Ⅳ区 棄 a15 ．2　 ・※ 口緑部は外反 した後上下に短 く拡張 外）ロ緑部 3 条の凹線文。体部風化によ 密 良好 内外面とも茶褐色 外面煤付着。
P28 b 8 ．7　　　 △

C－

される。体部下半を欠 く。 り不詳。肩部に刺突文。
内）口緑部 ヨコナデ。頚部 より下左方向

のケズ リ。

米山35

134－3 Ⅳ区 嚢 a14 ．7　　　 ※ 頚部か ら外 に開いた口緑部は端部が 外）口縁部 3 、4 条の凹線。頚部タテ方 密 良好 内外面とも暗黄橙色 表20
P32 b 4．9　　　 △

C－

外反 しなが ら短 く立ち上がる。肩部
よ り下を欠く。

向のパケ。

内）口縁部 ヨコナデ。頚部よ り下左方向

のケズ リ。

134－4 Ⅳ区 襲 a15．4　　　 ※ くの字状 に折れる頚部から短 く外反 外）ヨコナデ。 密 良好 内外面とも黄茶褐色 南條16
P33 b 2．9　　　 △

C－

するロ縁部。端部は上方へわずかに

拡張 される。
内）口縁部ヨコナデ。体部パケか。
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図番号 地　 点 器　 種 準量cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎土 焼成 色　　　 調 備　　　 考

134－5 Ⅳ区 嚢 a 17．8　　　 ※ くの字状 に折れた頚部か ら外反 した 外）口緑部 2 条の凹線文。肩部 ナデ。肩 密 良好 内外面 とも黄橙色 外面煤付着。
P33 b 4．3　　　 △ 口縁部は上下に拡張される。肩部よ 部に刺突文 南條11

C－ り下を欠く。 内）口縁部ナデ。頸部より下右方向のケ
ズリ。

134－6 Ⅳ区 嚢 a 15．2　　　 ※ 上方にのびる頸部から外反 したロ縁 外）口縁部 4 条の凹線文。頸部 タテパケ 密 良好 内外面 とも明茶褐色 外面煤付着。
P33 b 3．6　　　 △ 部 は上下 に拡張 される。頸部 より下 後 ヨコナデ。 南條10

C－ を欠 く。 内）口緑部 ヨゴナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

134－7 Ⅳ区 襲 a14．0　　　 ※ 口縁部は短 くのび、端部は上下に拡 外）口縁部 4 条の凹線文後ナデ。 密 良好 内外面とも赤茶褐色 厨子 3
P29 ・ b 3．0　　　 △

C－

張 される。頸部 より下 を欠 く。 内）ロ縁部 ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

134－8 Ⅳ区 嚢 a24．3　　　 ※ 複合口縁 を有する大形の聾。口縁部 外）口縁部 4 条の凹線文。頚部 ヨコナデ 密 良好 外）黄橙色 山本 2
P33 b 5．3　　　 △ は外反した後内傾 して立ち上がる。 内）口緑部 ヨコナデ。頸部 より下右方向 内）暗茶褐色

C－ 体部上半 より下 を欠 く。 のケズリ。

134－9 Ⅳ区 嚢 a16．3　　　 ※ 口縁端部は短 く立ち上がるとともに 外）口縁部 3 条の凹線文後 ヨコナデ。体 密 良好 内外面とも暗黄橙色 赤色塗彩の跡。
P30 b 6．4　　　 △

C－

下垂す－る。体部上半 より下 を欠 く。 部 タテ方向のパケ。
内）口縁部 ヨコナデ。頚部よ り下右方向

のケズ リ。

F84

134－10 Ⅳ区 棄 a15．2　　　 ※ 口縁部は外反した後上下に短 く拡張 外）口縁部 5 条の凹線文。体部ナデ。 密 良好 外）暗黄灰色 米山30
P29 b 6．6　　　 △

C－

される。体部上半より下を欠 く。 内）口緑部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズ リ。

内）暗黄橙色

134－11 Ⅳ区 棄 a11．4　　　 ※ 口縁部は外反 した後上下に短 く拡張 外）口縁部～体部 ヨコナデ。 密 良好 外）暗灰茶褐色 外面煤付着。
P33 b 4 ．1　　 △

C－

される。体部上半 より下を欠 く。 内）ロ縁部 ヨコナデ。頸部ユ ビオサ工。
頚部 より下左方向のケズリ。

内）明茶褐色 稲垣33

134－12 Ⅳ区 嚢 a15．0　　　 ※ くの字状に折れる頚部から外反する 外）口緑部 4 条の凹線文。肩部 タテ方向 密 良好 内外面‘とも暗黄白色 外面煤付着。
P34 b 4 ．1　　 △

C－

ロ縁部は上下に拡張 される。肩部 よ

り下を欠 く。
のパケ後ヨコナデ。

内）口縁部ヨコナデ。頚部より下左方向

のケズ リ。

表11

134－13 Ⅳ区 嚢 a19．2　　　 ※ くの字状に祈れた頚部から外反した 外）口縁部 3 条の凹線 をナデ消 し。体部 蜜 良好 内外面 とも暗黄橙色 厨子 7
P33 bll、5　　 △

C－

口緑部は端部が上下に拡張 され－る。
休部上半より下を欠 く。

タテ ・ナナメ方向のパケ。

内）口縁部ヨコナデ。頚部より下左方向

のケズ リ。

134－14 Ⅳ区 聾 a12．0　 ・※ 口緑部は外反 した後上下に短 く拡張 外）口縁部凹線文を施 した後ナデ。体部 密 良好 内外面 とも暗黄灰色 米山32
P29 b 4 ．6　　　 △

C－

される。体部上半より下を欠 く。 ヨコナデ。
内）口縁部ヨコナデ。頚部より下左方向

のケズ・リ。

135－1 Ⅳ区 賓 a18．3 口縁部は外反 した後上方へ拡張 され 外）口縁部 4 条の凹線文。体部タテ方向 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 外面煤付着。
P33 b34 ．95 る。休部は中央より上に最大幅を持 のパケ。肩部ナナメ方向のパケ。体 中原24 1

C　7．0 ち底部に向かいすぼ まる。底部 は明
瞭な平底となる。

部下半タテへラミガキ。

内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下左右方
向のケズリ。

135－2 Ⅳ区 嚢 a18 ．2　　　 ※ 短 く外反する口緑部は上下に拡張さ 外）口縁部4 条の直線文。肩部ナデ。 密 良好 内外面 とも暗茶褐色 外面煤付着。
P 28 b 5 ．4　　　 △

C－

れる。肩部 より下 を欠 く。 内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下左方向

のケズリ。
稲垣41

135－3 Ⅳ区 嚢 a19 ．0　　　 ※ 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口縁部19条の平行沈線文。肩部貝殻 密 良好 外）黄橙色 外面煤付着。
P33 b 5．6　　　 △

C－

合口縁。下端の突出は鈍い。体部上
半 より下を欠 く。

腹縁による押引文。
内）ロ縁部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

内）黄橙色、灰褐色 米山 4

135－4 Ⅳ区 棄 a15．8　　　 ※ 口緑部は外反 しながら立ち上がる複 外）口縁部クシ描直線文。頚部 ヨコナデ やや租 良好 内外面とも暗黄橙色 F82
P29 b 6．0　　　 △

C－

合口縁。下端は突出せず、わずかに

下垂する。頚部 より下 を欠く。
内）口緑部 ヨコナデ。頚部よ り下左方向

のケズリ。

135－5 Ⅳ区 嚢 a15．4 口縁部は複合口緑となるが下端の突 外）口縁部 4 条の凹線文 を施した後ヨコ 密 良好 内外面 とも黄橙色 外面煤付着。
P31 b12．9　　　 △

C－

出も鈍くシャープさがない。体部下
半以下を欠 く。

ナデ。体部風化により不詳。
内）口縁部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズリ。

米山13

135－6 Ⅳ区 棄 a27．8　　　 ※ 口緑部は外反した後短 く上方に立 ち 外）口縁部 8 条の直線文後ヨコナデ。肩 密 良好 内外面 とも明黄灰色 米山34
P28 b 6．1　　 △

C－

上がる。 部に貝殻腹緑かと思われる刺突文。
内）口縁部、頚部 ヨコ方向のヘ ラミガキ

頸部より下右方向のケズリ。

135－7 Ⅳ区 嚢 a 32．1 口縁部 は外反しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ後 クシ描波状文。体 密 良好 内外面 とも黄橙色 南條 3
P32 b 24．6　 ・△

C－

合口縁。端部は面を持ち下端は鋭 く
突出す る。体部下半 を欠 くが大形の

ものである。

部タテ ・ヨコ方向のパケ。肩部 にク

シ措直線文 を2 段 に入れ、その間に
波状文。

内）口緑部 ヨコナデ。頚部より下左方向

のケズ リ。

136－1 Ⅳ区 襲 a14．2　　　 ※ 口縁部 は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも灰黄褐色 外面煤付着。
P33 b 4．7　　　 △

C－

合口縁。下端は鋭 く突出する。頚部

より下 を欠 く。
内）ロ緑部 ヨコナデ。頸部より下右方向

のケズ リ。
稲垣 3

136－2 Ⅳ区 聾 a13．3 口縁部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口緑部 ・体部 ともにヨコナデ。 密 良好 内外面 とも灰黄褐色 外面 に煤付着。
P33 b 4．5　　 ．△

C－

合口縁。端部は面を持たず外反 して

終わる。下端は鋭く突出する。体部
上半より下を欠 く。

内）口縁部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズ リ。
山本 6

136－3 Ⅳ区 嚢 a14 ．4 口縁部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部 タテ方向のハ 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 外面煤付着。
P31 b 6．9　　　 △

C－

合口縁。端部は面 を持たず下端の突

出は鈍い。肩部より下を欠 く。
ケの後ヨコナデ。 クシ状工具 による
列点文。

内）口縁部ヨコナデ。頚部エ ビオサ工。

頸部 より下右方向のケズ リ。

山根 2

136－4

136－5

136－6

Ⅳ区 棄

嚢

嚢

a15．4　　　 ※ 口縁部は外反 しなが ら立 ち上が る複 外）口縁部ヨコナデ。肩部 にクシ描直線 密

密

密

良好

良好

良好

外）黄樺色 米山42 －

外面煤付着。

P2寧 b 7．0　　　 △

C－

合口縁。端部に面は持たず下端 は鋭
く突出する。肩部 より下を欠 く。

文。

内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ

内）暗黄橙色

Ⅳ区 a15 ．8　　　 ※ 口縁部は外反 しなが ら立 ち上がる複
○

外）口縁部ヨコナデ。肩部 に2 段のクシ 内外面とも黄橙色

内外面とも黄橙色

P 31 b 8 ．6　　　 △

C－

合口緑。端部は丸 くおさまり下端は

鋭 く突出する。休部上半 より下 を欠
く

描波状文。
内）ロ縁部ヨコナデ。頚部 より下右方向

や1

福 田15

Ⅳ区 a15 ．8

C〉

口縁部は外反 しながら立ち上がろ複

のケス ノ。

外）口縁部ヨコナデ。体部 タテ方向のハ
外面煤付着。

P32 b 9 ．9　　　 △

C－

合口縁。端部は面をもたず終 わり下
端は鋭 く突出する。体部上半 より下
を欠く。

ケ。肩部にクシ措直線文をヘ ラ状工
具 による列点文。

内）口縁部 ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

米 山12

－153－
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136－7 Ⅳ区 嚢 a14．6　　　 ※ 口緑部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口縁部ヨコナデ。体部 ヨコ ・ナナメ 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 外面煤付着。

P32 b 9．6　　　 △

C－

合口縁。端部は面 をもたず終わり下

端 は鋭 く突出する。休部は張 り出 し
た後急激にすぼまる形態 と思われる

方向のパケ後、クシ描直線文 ・波状

文を施す。
内）口緑部ヨコナデ。頸部より下右方向

のケズ リ。

山根 9

136－8 Ⅳ区 嚢 a14．8 口縁部は外反 しなが ら立 ち上がる複 外）口縁部ヨコナデ。体部ナナメ方向の 密 良好 外）茶橙色 外面煤付着。

P32 b 12．2　　　 △

C－

合口縁。端部は面 を持たず終わり、

下端は鋭 く突出する。体部上半 より
下を欠 く。

パケ。肩部にクシ描波状文。
内）口緑部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズリ。

内）黄橙色 米山11

136－9 Ⅳ区 嚢 a14．45 口綾部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部タテ ・ヨコ方 密 良好 内外面とも黄桂色 外面煤付着。

P32 b2 1．3　　　 △

C－

合口縁。端部は面を持たず に終わり

下端 は鋭 く突出する。体部中央より
上に最大幅を持ち底部に向けて先細
りとなる。

向のパケ。肩部にクシ措波状文。

内）口縁部 ヨコナデ。頸部よ り下右方向

のケズリ。体部下半は左方向のケズ
リと指頭圧痕。

伊藤 7

137－1 Ⅳ区 嚢 a13 ．2 口縁部は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部 ヨコ ・ナナメ 密 良好 内外面とも黄橙色 外面煤付着。

P32 b15．9　　　 △

C－

合口縁。端部はわずかに外方へ張 り

下端は鋭 く突出する。底部付近を欠
く。

方向のパケを施 した後肩部 にクシ描

の波状文 ・直線文を入れる。
内）口緑部 ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。体部下半 に指頭圧痕。

山根 7

137－2 Ⅳ区 聾 a14．25　　 ※ 口縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部ヨコナデ。体部 タテ ・ナナメ 密 良好 内外面 とも黄橙色 外面煤付着。

P32 b19．4　　　 △

C－

合口縁。端部はやや外方へ張 り出す

下端は鋭 く突出する。体部中央 より

上 に最大幅を持 ち、底部 に向けて先
細 りとなる。

方向の粗いパケ。肩部 にクシ措波状

文。
内）口緑部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。体部下半に指頭圧痕。

伊藤 4

137－3 Ⅳ区 襲 a 14．2 ロ縁部は外反 しなが ら立 ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部タテ ・ナナメ 密 良好 内外画 とも明茶褐色 外面煤付着。

P32 b 12．0　　　 △

C一

合口縁。端部は強 く外方へ張 り出 し
面を形成する。下端は鋭く突出する

体部 は大 きく張った後急激 にすぼま
る。

方向のパケの後クシ措直線文 ・波状

文を施す
内）ロ縁部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケ ズリ。

山根11

137－4 Ⅳ区 喪 a16．6 口縁部は外反しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部 タテ ・ナナメ 密 良好 内外面とも明茶褐色 外面煤付着。

P 32 b16．0

C

合口縁。端部 は面を持ち外方へつま

み出される。下端は鋭 く突 出する。
体部は中央付近に最大幅を持ち底部‘

に向けて急激 にすぼまる。

方向のパケ。肩部 にクシ措波状文 と

直線文 を2 段に施す。
内）口縁部 ヨコナデ。頚部よ り下、右方

向上方向のケズ リ。底部指頭庄痕。

山本13

137－5 Ⅳ区 嚢‘ a16．3 口縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部 タテ方向のハ 密 良好 内外面とも暗茶橙色 内外面煤付着。

P32 b23．5 合口縁。端部 は面を持ち下端は鋭 く ケ。肩部にクシ描直線文を2 段に入 山根17
c l．6 突出する。体部中央付近に最大幅を

有 した後わずかな平底へ と至 る。

れその間に波状文を施す。

内）口縁部 ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

137－6 Ⅳ区 襲 all．8　　　 ※ ロ緑部は外反しながら立ち上がる複 外）口緑部 ヨコナデ。体部上半ヨコ方向 密 良好 外）明茶褐色 外面煤付着。

P32 b17．0　　　 △

C一

合口縁。端部は丸 くお さま り、下端 下半タテ方向のパケ。 内）明茶褐色～暗茶 福田 8

は鋭 く突出する。体部中央付近に最

大幅を持 ち底部 に向かい尖 り気味に
すぼまる。

内）口縁部ヨコナデ。頸部 より下、右 ・
上方向のケズリ。体部下半指頭圧痕

褐色

138－1 Ⅳ区 襲 a15．5 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口緑部ヨコナデ。頚部付近ヨコナデ 密 良好 内外面とも明茶褐色 外面煤付着。

P33 b13．2　　　 △

C－

合口緑。端部は面を持 ち下端 は鋭 く

突出する。体部下半を欠 く。

体部ヨコ ・タテ方向のパケ。肩部に

ヘ ラ状工具による刺突文。
内）ロ縁部ヨコナデ。頚部 より下 ケズリ

山本19

138－2 Ⅳ区 襲 a15．6　　　 ※ 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口縁部ヨコナデ。体部 タテ方向のハ 密 良好 内外面 とも橙茶色 中原19

P33 b19・6　　 △

C－

合口縁。端部は面を持 ち下端は短い

なが ら鋭 く突出する。体部上半 より
下 を欠 く。

ケ。肩部 ヨコ方向のパケ。
内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

138－3 Ⅳ区 嚢 a15．8 口縁部は外反 しながら立ち上が る複 外）ロ縁部ヨコナデ。体部 タテ ・ヨコ方 密 良好 内外面 とも明茶褐色 外面煤付着。

P31 b 14．1　　 △

C－

合口縁。端部は面 を持ち下端は鋭 く

突出する。体部下半を欠く。

向のパケ。肩部 にクシ措波状文。

内）ロ縁部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

米山17

138－4 Ⅳ区 嚢 a15．6 口縁部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口緑部ヨコナデ。体部タテ ・ヨコ方 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 外面煤付着。

P 29 b13．1　　 △

C－

合口縁。端部は面 を持ち下端は鋭 く
突出する。

向のパケ。肩部にヘラ状工具による
刺突文。

内）ロ縁部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズ リ。

南條 5

138－5　°Ⅳ区 棄 a15．8 ロ縁部は外反 しなが ら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部ヨコナデ。肩 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 外面煤付着。

P31 b12．9　　　 △

C一

合口縁。端部 には面 を持ち下端は鋭

く突出する。体部下半以下を欠 く。

部に2 段のクシ措波状文。

内）口縁部 ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズリ。

米山 8

138－6 Ⅳ区 襲 a14．7 口縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部 タテ方向のハ 密 良好 内外面とも暗黄桂色 外面煤付着。

P32 bll．4　　　 △

C－

合口縁。端部に面を持つ。下端は鋭

く突出する。体部下半以下を欠 く。

ケ。肩 部 に ク シ措 波 状文 と列 点

文 （？）

内）ロ緑部 ヨコナデ。頚部 よ

のケズリ。

米山 6

138－7 Ⅳ区 棄 a 16．8 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口縁部 ヨコナデ。体部 ヨコ方向のハ 密 良好 内外面とも暗黄橙色 外面煤付着。

P32　－ b 9．1　　 △

C－

合口緑。端部は面を持 って終わ り下
端 は鋭 く突出する。体部上半 より下

を欠 く。

ケの後肩部にクシ描波状文 ・直線文

を入れる。
内）口緑部 ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

山根 8

138－8 Ⅳ区 棄 a12．8 ・ 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）ロ緑部ヨコナデ。肩部 にクシ描直線 密 良好 内外面 とも暗黄褐色 外面煤付着。

P32 b 5．5　　　 △

C－

合口緑。r端部には面を持つ。下端は
鋭．く突出する。体部上半 より下を欠

く。

文 を施す。
内）口縁部ヨコナデ。頸部 より下右方向

のケズリ。

伊藤 3

139－1 Ⅳ区 襲 a13．0　　　 ※ 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口縁部、肩部ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも暗黄白色 米山29

P29 b 6 ．2　　　 △

C－

合口緑。端部は面 を持 ち下端の突出

はそう鋭 くない。肩部より下を欠 く

内）ロ緑部ヨコナデ。頸部 より下右方向

のケズリ。

139－2 Ⅳ区 嚢

嚢

嚢

a16．4　　　 ※ 口縁部は外反 しなが ら立 ち上が る複 外）口緑部、肩部ヨコナナ。 密

密

密

良好 内外面 とも暗黄橙色 外面煤付着。

P3 1 b 6．6　　　 △

C－

合口縁。端部は面 を持ち下端は鋭 く

突出する　 体部上半 より下 を欠く

内）口緑部ヨコナデ。頚部より下右方向

のケズ リ。
中原32

139－3 Ⅳ区 a18．6　　　 ※

○　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0

口縁部は外反 しなが ら立ち上がる複
外）口縁部 ヨコナデ。 良好 内外面 とも黄褐色 外面煤付着。

米山 1P 33 b 5．9　　　 △

C－

合口緑。端部は平坦 となる。下端は

鋭 く突出する　 頚部 より下を欠 く。

内）口縁部 ヨコナデ。頸部より下右方向

のケズリ。

139－4 Ⅳ区 a14．4　　　 ※

○

口縁部 は外反しながら立ち上がる複 外）口縁部 ・体部 ともにヨコナデ。 良好 内外面 とも黄橙色 外面煤付着。

P33 b 5．2　　　 △

C一

合口縁。端部 は平坦面 を持つ。下端

の突出は鈍い体部上半 より下 を欠く

・内）口縁部 ヨコナデ。頸部よ り下右方向

のケズリ。

山本4

－154－



図番号 t 地　 点 器　 種 法量cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎土 焼成 阜　　　 調 備　　　 考

139－5 Ⅳ区 襲 a18．6　　　 ※ 口縁部は複合口縁となるが外反 した 外）口縁部 ヨコナデ。 蜜 良好 l内外面 とも暗茶灰色 中原4 5

P32 b 4．5　　　 △

C－

後 の立ち上が りは短い。頚部 より下
を欠 く。

内）口縁部 ヨコナデ。頸部 より下左方向

のケズリ。

139－6 Ⅳ区
P33

襲 a16．0　　　 ※
b l．9　　　 △

C－

口緑部 は外反しながら立ち上がる複

合口縁。端部 には広 く平坦面が残る
杯部上半のみ残存。

内外面 とも口縁部ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも明灰褐色 山本 3

139－7 Ⅳ区 嚢 a13．2　　　 ※ 口縁部 は複合口縁を呈するが端部は 外）口縁部ヨコナデ。体部 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも明茶褐色 外面煤付着。

P32 blO．8　　　 △

C一

肥厚 し、立ち上が りは低い。体部は
張 り、球状を呈する。体部下半を欠

く。

内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

F 93

139－8 Ⅳ区 襲 a16．4　　　 ※ 口縁部は外反 しながら立ち上がる複 外）口緑部10条の平行沈線文。体部ナデ。蜜 良好 内外面 とも黄褐色 外面煤付着。

P33 b 19．5　　　 △

C一

合口緑。体部の張 りは大 きくない。 内）口緑部ヨコナデ。頸部より下左右方 吉備系。

底部を欠く。 向のケズリ。 中原 9

139－9 Ⅳ区
P31

・＝l＝・苫互 a 9．4　　　 ※
b 3．1　　 △

C－

複合口縁 を呈する小形の壷。口縁部

のみ残存する。

内外面ともヨコナデ。 蜜 良好 内外面とも茶褐色 中原30

139－10 Ⅳ区 嚢 a 14．0　　　 ※ 口縁部は外反 しなが ら立 ち上が る複 外）口縁部 ヨコナデ。 密 良好 内外面とも明黄橙色 外面煤付着。

P29 b 4．4　　　 △

C一

合口縁。端部は丸 くおさまり下端は

鈍 く突出する。頚部よ り下を欠く。．

内）口緑部 ヨコナデ。頸部より下左方向

のケズ リ。

中原28

139－11 Ⅳ区 嚢 a15．2　　　 ※ 退化 した複合口縁 を持つ嚢。体部下 外）口緑部 ヨコナデ。体部タテ方向の租 密 良好 内外面とも茶褐色 外面煤付着。

P32 b 9．3　　　 △

C－

半を欠 く。 いハケ。．
内）ロ縁部 ヨコナデ。頚部よ り下左方向

のケズ リ。

F92

139－12 Ⅳ区 ・＝ヒ∃互 all．6　　　 ※ くの字状に折れる頚部から短 く外反 外）口緑部～肩部 ヨコナデ。 密 良好 内外面とも灰褐色 中原29

P33 b 4 ．7　　　 △

C－

する口縁部 を持つ。肩部 より下 を欠

く。

内）ロ縁部 ヨコナデ。頚部よ り下左方向

のケズ リ。

139－13 Ⅳ区 嚢 a13 ．8　　　 ※ 口縁部はゆるく内湾 しなが ら立 ち上 外）口縁部 ・体部 ともにヨコナデ。 密 良好 外）暗灰褐色 ． 米山 2

P33 b 5 ．0　　　 △

C－

がる。端部 は面を持つ。体部上半 よ 内）口緑部 ヨコナデ。頸部 より下右方向 内）暗灰褐色、暗灰

り下を欠 く。 の粗いケズリ。 黄褐色

140－1 Ⅳ区 襲 a14 ．4 口縁部は退化 した複合口緑で体部 は 外）口緑部 ヨコナデ。体部粗いタテ方向 密 良好 内外面とも暗黄橙色 外面煤付着。

P32 b21．6　　　 △

C－

大 きく張る球形 となる。 のパケ。

内）口緑部 ヨコナデ。頸部 より下、左右
上方向のケズリ。

山本15

140－2 Ⅳ区 棄 a15．2　　　 ※ 口緑部 はゆるく内湾しながら立ち上 外）口緑部 ～頸部直下ヨコナデ。体部タ 密 良好 内外面 とも灰黄褐色 外面煤付着。

P33 b 8．1　　 △

C－

が り、外面中央付近 にふ くらみを有
する。端部は外方に向かい面 を形成
する。体部上半 より下 を欠 く。

テ ・ナナ メ方向の粗いパケ。

内）口綾部上半ヨコナデ。下半ナナメ方
向の粗いパケ。頚部直下エビオサエ

頚部よ り下右方向のケズ リ。

稲垣 7

140－3 Ⅳ区 棄 a19．0　　　 ※ 口緑部 は複合口縁が退化 したものと 外）口緑部 ヨコナデ。体部ナナメ方向の 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 外面煤付着。

P34 b 8．6　　　 △

C－

思われる。体部下半を欠 く。 パケ後ナデ。

内）口緑部 ヨコナデ。頚部 より下、右 ・
上方向のケズリ。

中原37

140－4 Ⅳ区 棄 a14．0　　　 ※ 頸部よ り外反しながら立ち上がる単 外）口緑部ヨコナデ。体部 タテ方向のハ 密 良好 外）黒灰色 外面煤付着。

P32 b 5．7　　　 △

C－

純口縁 を持つ。体部上半 より下を欠
く。

ケ。
内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下右方向

のケズリ。

内）黒褐色 F90

140－5 Ⅳ区 嚢 a15．9　　　 ※ 頸部からくの字状に折れる単純口縁 外）口縁部ヨコナデ。体部粗いタテ方向 密 良好 内外面 とも黄白色 外面煤付着。

P31 b 8．9　　　 △

C－

を持つ。 のパケ後 ヨコナデ。

内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下、左方
向のケズリ。

F85

140－6 Ⅳ区 棄 a18．4　　　 ※ ロ縁部 は短 く外反 して終わる。体部 外）口縁部ヨコナデ。体部 タテ ・ナナメ 密 良好 外）暗茶褐色 外面煤付着。

P29 bll．8　　　 △

C－

の張 りは大 きい。体部下半を欠 く。 方向の粗いパケ。

内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下、右 ・
上方向のケズリ。

内）暗褐色 清水10

140－7 Ⅳ区 嚢 a15．0　　　 ※ くの字状に折れた頸部か ら短 く外反 外）口緑部～肩部ヨコナデ。． 密 良好 内外面 とも明黄橙色 米山36

P28 b 5．6　　　 △

C－

する口縁部を持つ占肩部 より下を欠
く。

内）口緑部ヨコナデ。頚部 より下、右方
向のケズリ。

14 0－8 Ⅳ区 嚢 a16．1　　　 ※ くの字状 に折 れる頚部か ら短 く外反 外）口縁部ヨコナデ。体部右上がりタダ 密 良好 外）・暗黄橙色 線内系。

P29 b　5．5　　　 △

C－

する口縁部は端部が上方へつ まみ出

される。体部上半よ り下を欠く。

キ。
内）口緑部ヨコナデ。頚部 より下、左方

向のケズリ。

内）暗黄灰色 南保15

140－9 Ⅳ区 嚢 a 15．2　　　 ※ 外反する口縁部の端部 は短 くはね上 外）端部に 2 条の直線文。 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 畿内系。外面煤付着。

P31 b l．6　　　 △

C－

がる。 内）ヨコナデ。 表17

140－10 Ⅳ区 嚢 a 12．2　　 ‾　※ 球状の体部を持 ち口縁部は短 く立ち 外）口縁部ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも暗茶褐色 外面煤付着。

P29 b 11．05　　 △

C－ ・

上がる。 内）口緑部ヨコナデ。体部横方向のパケ 厨子 5

140－11 Ⅳ区 嚢 a－
b 4．95　　 △

C－

嚢の体部であるがロ緑部 と肩部 より 外）右上が りタタキ後ナデ。 密 良好 内外画 とも明茶褐色 外面煤付着。

P33 下を欠 く。 内）頸部直下でエビオサエ。体部 ケズ リ 中原43

140－12 Ⅳ区

P32

嚢 a－
b 3．5　　　 △

C－

嚢の肩部。 外）タタキ。
内）ケズリ。

密 良好 内外面 とも明茶褐色 南條20

140－13 Ⅳ区

P32

嚢 a－
b 4．8　　　 △

C一

嚢の肩部。 外）タタキの後 ヨコナデ。
内）頚部直下エ ビオサ工。体部左方向の

ケズリ。
′

密 良好 内外面 とも黄橙色 畿内系。
外面煤付着。
南保19

141－1 Ⅳ区 襲 a－ 球状の体部 を持つ襲わずかな平底 と 外） タテ方向のヘラ ミガキ。 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 内外面煤付着。

P32 b14 ．0　　　 △

C 2　5

なる底部を有する。頸部 より上 を欠

く。

内）体部上半ユ ビオサエ。下半粗いパケ
後ナデ。底部には放射状のパケ。

山根 6

14ト 2 Ⅳ区 棄 a－ 休部上半より下を欠 く嚢。わずかに 外）体部下半タテ方向のパケ。中央付近 密 良好 内外面 とも明茶褐色 内外面煤付着。

P3 1 b31．1　　 △

C

平底 を有する。 に一部 ヨコ方向のパケ。
内）右 ・上方向のケズリ。底部指頭庄痕

表 4

141－3 Ⅳ区

P32

・＝ヒ璽E a－
b 3 ．8　　　 △

壷の肩部。 外）貝殻腹緑による連続刺突文 ・直線文
内）ケズリ。

密 良好 内外面 とも暗黄橙色 Fl17

141－4 Ⅳ区

P 32

・＝hr互E

C－

a－
b38 ．1　　 △

C 9 ．1　　 ※

平底 を持つ大形の壷の体部下半。 外） タテ方向のパケ。
内）左 ・上方向のケズ リ。

密 良好 内外面 とも暗黄灰色 外 面の 一部 に煤付
着。
山本29
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14 115 Ⅳ区 妻‘ a－ 突出する平底 を有する賓。体部下半 外）右上が りタタキか。 密 良好 内外面 とも黄灰褐色 盤内系。
P30 b 2．7　　　 △

C　5．0

より上 を欠 く。 内）ヨコナデ。工具状のものを押 し当て

た痕跡あり。
F57

141－6 Ⅳ区 登 a－ 突出する平底 を有する聾の底部。 外）ナデか。 密 良好 外）明黄茶色 畿内系。
P34 b l．7　　　 △

C　5．0　　　 ※

内）風化により不詳だが、ナデか。 内）黒灰褐色 米山52

141－7 Ⅳ区
P34

棄 a－
b 3．0　　　 △

C 4 ．9　　　 ※

突出す る平底 を持つ嚢の底部。 外）ナデ。

内）クモの巣状パケをナデ消 しか。
密 良好 内外面 とも暗黄橙色 鼓内系。

表16

141－8 Ⅳ区 士互E a－ 平底か ら大きく外へ開 く体部へ・と続 内外面 ともナデか。 密 良好 外）黄橙色 畿内系。
P3 1 b 2 ．8　　　 △

C　5 ．2　　　 ※

く壷。 内）暗褐色 清水13

14・1－9 Ⅳ区
P30

＝量ご．∃互 a－
b 2．5　　　 △

Cl1．0　　　 ※

突出する平底 を持？壷の底部。 外）風化により不詳だがナデか。
内）クモの巣状のパケ。

密 良好 内外面 とも茶褐色 畿内系。

米山49

14 ト10 Ⅳ区

P32

嚢 a－
b 3．5　　　 △

ClO．2

突出する平底を持つ壷の底部。 内外面 とも風化により不明。 密 良好 内外面 ともに暗茶橙

色

畿内系。

外面煤付着。
表15

14ト11 Ⅳ区 棄 a一 平底 となる器形であるが底部片のみ 外）左上が りのタタキ。 密 良好 内外面とも明茶灰色 畿内系。
P32 b l．7　　　 △

C　5 ．8　　　 ※

残存。 内）ケズリ。 外面煤付着。
米 山55

142－1 Ⅳ区 高杯 a19 ．0　　　 ※ 外反しながら開いた杯部はいったん 外）ロ縁端部に4 条の直線文。杯部ナデ 密 良好 内外面とも黄橙色 米山46
P28 b 3 ．5　　　 △

C－

上方へ短 く立ち上が り、端部に平坦

面を形成する。

内）ナデ。

142－2 Ⅳ区 、 高士不 a22．6　　　 ※ 皿形の杯部 を持つ大形の高杯。脚部 外） タテ ・ナナメ方向のパケを施 した後 密 良好 外）暗黄灰色 外面煤付着。
P32 b 6．2　　　 △

C－

を欠く。 タテ方向のヘ ラミガキ。
内） タテ ・ナナメ方向のパケの後、放射

状のヘ ラミガキ。

内）茶褐色 伊藤12

142－3 Ⅳ区 高杯 a22．9 皿形の杯部 を持ち、筒状 の脚部の裾 外）杯部細かなヨコ方向のヘラミガキ。 密 良好 内外面とも暗黄橙色 稲垣26
P3 1 b 15 ．1

C15．2

は大 きく広がる。 脚部 タテ方向のパケ。
内）杯部放射状 のヘラ ミガキ。脚部ケズ

リ。裾部パケ。

142－4 Ⅳ区 高年 a17．4　　　 ※ 内湾気味に立ち上がった後、外反 し 外）ナナメ方向のパケの後、口縁部を除 密 良好 内外面とも暗黄灰色 内外面煤付着。
P32 b 5．0　　　 △

C－

て終わる杯部を持つ。脚部 を欠 く。 きタテ方向のへラ ミガキ。

内）ナナメ方向のパケの後、口縁部には

ヨコ方向、杯部にはタテ方向を中心
とするへラミガキ。

米山45

142－5 Ⅳ区

P32

高杯 a29．4　　　 ※
b 14．6　　　 △

C－

皿形の杯部 を持つ大形の高杯。 外）杯部 ヨコ方向の細 かなへラミガキ。
脚部 タテ方向のヘラミガキ。

内）杯部上半ヨコ方向、下半放射状 のへ

ラ ミガキ。脚部ケズリ。

密 良好 内外面とも黄橙色 伊藤11

142－6 Ⅳ区 高杯 a25．0　　　 ※ 浅い皿形の杯部を有するもの。ゆる 外）口縁部上半 ヨコナデ。下半 ヨコパケ 密 良好 内外面とも灰黄褐色 山本 1
P33 b 3．8　　　 △

C－

く立ち上がった後、端部は外反 して
終わる。杯部下半以下を欠 く。

か。
内）口縁部上半 ヨコナデ。下半ナナメ方

向のパケ後、それに直交 したへ ラミ

ガキ。

142－7 Ⅳ区 高坤こ a24．6 皿形の杯部を持つ大形の高年。脚裾－外）杯部上半ヨコナデ。下半 ヨコ方向の 密 良好 内外面 とも暗黄灰色 山本23
P31 b12．9　　　 △

C－

部 を欠 く。 紳かなへラミガキ。脚部 タテ方向の

パケ。
内）杯部 タテ方向のへ ラミガキ。脚部シ

ポリメおよびケズリ。

142－8 Ⅳ区

P30

高杯 a－
b 9．3　　　 △

ClO．1

皿形の杯部を持 ち筒状の脚部か ら裾

が広がる形態 を持つ高杯。
外）年部 ヨコ方向のへ ラミガキ。脚部タ

テ方向のパケ。
内）杯部パケの後、放射状のヘラミガキ

脚部ケズリ。裾部パケ。

密 良好 内外面 とも明茶褐色 米山27

142－9 Ⅳ区 高杯 a－
b 3．7　　　 △

C－

外反 した後立ち上がる杯部であろう 外）ヨコ方向のパケ後ナデ。 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 福田24
P33 口縁部 と脚部を欠 く。 内）放射状のヘラ ミガキ。 、暗黄灰色

143－1 Ⅳ区 高杯 a16．6　　　 ※ 杯部は外反 した後屈曲し立ち上がる 外）風化により不詳 だが杯部に ヨコ方向 密 良好 内外面 とも暗黄灰色 山本24
P29 b12．9 深めのもので脚部は筒状を呈 し裾部 のへラ ミガキ。

C13．1　　 ※ が大 きく広がる。透かし穴を持つ。 内）杯部 ヨコ方向のへ ラミガキ。脚部シ
ポリメ。脚裾部 ナデ。

143－2 Ⅳ区 高苧 a21．0　　　 ※ 複合口縁状 となる高年の杯部。端部 外）ヨコ方向の細かなへラ ミガキ。 密 良好 内外面 とも黄褐色 畿内系。
P33 b 6．3　　　 △

C－

は大 きく外反する。 内）ヨコ ・ナナメ方向の細 かなへラミガ

キ。
中原 5

143－3 Ⅳ区

P33

高杯 a23．0

b 7．7　　　 △

C－

嘩合口線状の杯部。脚部 を欠く。 外）基本的にヨコ方向の細かなへラミガ

キ。
内）上半部ヨコ方向、下半部 タテ ・ナナ

メ方向の細かなへ ラミガキ。

密 良好 内外面 とも黄褐色 畿内系．〕

米山5

143－4 Ⅳ区 高杯 alO．8　　　 ※ 碗状の杯部を持 ち脚部 は短い筒状で 外）杯部風化 によ り不詳だがヘラ ミガキ 密 良好 内外面 とも暗茶橙色 畿内系。
P31 b 8．4

C－

裾は大きく広がる。 か。脚部 タテ方向のヘラミガキ。

内）杯部 タテ方向のヘ ラミガキ。脚部ナ

デ。

清水16

143－5 Ⅳ区 高杯 all．1 碗形の杯部を持つ高杯。杯部の接合 外）杯部ヨコ方向のヘラ ミガキ後ナナメ 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 山根 5
P32 b 8．5　　　 △

C－

部分は強い稜線 となって残る。 方向のヘラ ミガキ。杯部下半 は砂粒

の移動痕を残す粗いタテ方向のへラ
ミガキ。脚部タテヘラミガキ。

内）杯部放射状のヘ ラミガキ後ナナメ方
向のヘラミガキ。脚部 ヨコ方向のケ

ズ リ後ナデ。

143－6 Ⅳ区
P31

高杯 all．4　　　 ※

b 3．0　　　 △

C－

浅い皿形の杯部を持つ。脚部を欠く 外）上半はヨコ方向、下半は不定方向の

パケを施 した後 ヨコナデ。
内）ナデか。

密 良好 内外面 とも黄橙色 山根 1 ‘

143－7 Ⅳ区 高杯 a－
b12．0　　　 △

C16．1

筒形の脚部の裾が大 きく広がるもの 外）脚部タテ方向のパケ後 ヨコ方向のへ 密 良好 外）暗黄橙色 外面煤付着。
P32 で杯部 を欠 く。 ラミガキを間隔 をあけて施す。裾部

ヨコナデ。
内）脚部シポ リメ。裾部上半ケズリ。下

半ナデ。

内）黄橙色 稲垣17
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143－8 Ⅳ区 高杯 a－ 筒状にのびる脚の裾は大 きく広がる 外）杯部タテ方向のパケ後 ヨコ方向の紳 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 稲垣22
P31 b 11．4　　　 △

C 15．2

杯部を欠く。 かなへラミガキ。脚部 タテ方向のパ

ケ後タテ方向のヘラミガキ。
内）杯部放射状のパケの後へラミガキ。

脚部ケズリ。裾部パケ。

143－9 Ⅳ区

P32

高杯 a－
b 5．4　　　 △

C lO．0　　　 ※

裾の広が る脚部 を持つ高杯。杯部を

欠き、透か し穴 は4 方向か。

内外面 ともナデ。 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 F87

143－10 Ⅳ区 高杯 a－ 裾の広が る高杯の脚部。 4 つの透か 外）タテ方向のパケ。 密 良好 内外面 とも暗茶褐色 表 2
P33 b 4．2　　　 △

C－

し穴がある。 内）脚部シポリメ。裾部 クモの巣状のパ

ケ。

143－11 Ⅳ区 高杯 a－ 杯部を欠 く高杯の脚部。裾は大 きく 外）立ち上が り部 タテ方向の‾ヘラミガキ 密 良好 内外面とも暗黄橙色 伊藤 8
P32 b 8．2　　　 △

C14．8・

広が り、 4 つの透か し穴がある。 裾部ヨコ方向を中心 とするへラ ミガ

キ。
内）ナデ。

143－12 Ⅳ区 高杯 a－ 筒状の脚部で裾が広がる もの。杯部 外）風化により不詳。ナデか。 密 良好 内外面とも暗黄橙色 表14
P34 ． b 7．7　　　 △

C－

を欠 く。 3 ヶ所の透か し穴あ り。 内）脚部ケズ リ。据部ナデか。

143－13 Ⅳ区 高杯 a－ 筒形の脚部で裾は大 きく広がる。杯 外）ナデであるが一部指頭庄痕 を残す。 密 良好 内外面とも暗茶褐色 山本40
P33 b 6．0　　　 △

ClO．2

部を欠く。 内）脚部ケズリ後ナデ。裾部ナデ。

143－14 Ⅳ区 高杯 a－ 筒形の脚部を持ち裾が大きく広がる 外）立ち上が り部分 タテ方向に13枚程度 密 良好 内外面とも黄橙色 中原 3
P33 b 5．9　　　 △

ClO．9　　　 ※

高杯。杯部を欠 く。 の面取 りの後ナデ。据部 ナデ。
内）立ち上が り部分左方向のケズ リ。裾

部パケ。

部分的に黒色

143－15 Ⅳ区 高杯 a－ 筒状の脚部で裾が大 きく広がる。杯 外）脚部ナデ。10面程度の面取 りがある。密 良好 内外面 とも黄橙色 山本39
P31 b 5．7　　　 △

clO．2

部を欠 く。 裾部ナデ。一部へラミガキ。

内）脚部 ケズリ後ナデ。裾部ナデ。

143－16 Ⅳ区 高杯 a－ 筒状の脚部を持ち裾部は大 きく開く 外）脚部ナデ。面取 りが認められる。裾 密 良好 外）黄橙色
P34 b 4．6　　　 △

ClO．0　　　 ※

杯部を欠 く。 部ナデ。

内）脚部左方向のケズリ。裾部ナデ。
内）暗黄橙色

143－17 Ⅳ区 高杯 a－ 短 く筒状にのびた後裾が広がる脚部 外）ナデ。 密 良好 内外面 とも黄橙色 福田23
P32 b 3．7　　　 △

Cr8．2

を持つ。杯部 を欠 く。 内）杯部へラ ミガキ。脚部ナデ。一部ナ

デに先行す るパケと指頭庄痕を残す

144－1 Ⅳ区 器台 a19．0　　　 ※ 器受部のみ残 るが脚台部との間が筒 外）20 条のクシ描直線文。1 単位10条か。蜜 良好 内外面 とも暗黄橙色 外面一部煤付着。
P31 b 5．0　　　 △

C－

状にのびるものであろう。 内）ナデ。 清水 7

144－2 ．Ⅳ区 器台 a－ 筒状 の脚部から複合口線状の裾部 に 外）据部 タテ方向のパケ。 5 ～ 6 条のク 密 良好 内外面 とも明茶褐色 F 89
P32 b 9．6　　　 △

C13．2　　　 ※

至る器台。器受部を欠 く。 シ描直線文。

内）ナデ。－

．144－3 Ⅳ区 器台 a－ 杯部は外反しながら広がり上方へ短 外）杯部～脚部 ヨコ方向のヘラ ミガキ。 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 鰻内系。
P30 b 3．1　　 △

C－

く立 ち上がるものか。脚裾部を欠 く 内）杯部 ヨコ方向のパケ後放射状のヘラ

ミガキ。脚部ナデ。
南條17

144－4 Ⅳ区 器台 a－
b 4 ．5　　　 △

C 9 ．2

器受部 と脚台部の間が狭 くともに碗 外）ナデ。 密 良好 内外面 とも茶褐色 畿内系。
P31 状を呈する器台。脚台部のみ残存。 内）粗いナデ。 南條22

144－5 Ⅳ区 器台 a－
b lO ．6　　　 △

C15 ．8　　　 ※

筒状の脚部 を有する器台。裾の広が 外）ナデ。 密 良好 内外面とも黄橙色 備後系。
P 30 りは大 きくない。 内）ケズ リ。 米山4 8

144－6 Ⅳ区
P32

器台 a22 ．0　　　 ※
b ll．9

C20．4

器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台 外）器受部と脚台部 ともヨコナデ。器受

部 にはクシ措直線文 を施す。
内）器受部風化により不詳だがミガキか

脚台部右方向のケズリ。

密 良好 内外面とも暗黄橙色 山根 4

144－7 Ⅳ区
P32

器台 a23．0　　　 ※

b 12．4 ．

C2 1．1

器受部と脚台部の間が狭し‘、鼓形器台 外）器受部 ・脚台部 ともヨコナデ。器受

部にヘラ状工具によるキザミ4 点。
内）器受部ナデ。脚台部右ナナメ下方へ

のケズリ。

密 良好 内外面とも明茶褐色

～暗茶褐色

伊藤 6

144－8 Ⅳ区

P32

器台 a23．0　　　 ※
b 12．6

C19．8

器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台 外）器受部、脚台部 ヨコナデム器受部 に
はクシ描直線文が施 される。

内＿）器受部 ヨコ方向のヘ ラミガキ。脚台

部右方向のケズ リ。裾部ヨコナデ。

密 良好 内外面とも暗黄橙色 外面煤付着。

山根12

144－9 Ⅳ区
P32

器台 a2 1．0　　　 ※
b 11．5

C17．8　　　 ※

器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台 外）器受部 ・脚台部 ともヨコナナ。
内）器受部 ヨコナデ。脚台部右方向のケ

ズリ。ヘラ状工具によるキザ ミ有 り

密 良好 外）黄茶色 伊藤 1

144－10 Ⅳ区 器台 a22．4 器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台 外）器受部 、脚台部 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも暗褐色～ 外面煤付着。
P29 b ll．9

C19．8

内）器受部へラ ミガキの後ナデ。脚台部
左方向のケズリ。裾部 ヨコナデ。

明茶褐色 米山23

144－11 Ⅳ区
P32

器串 a29．0　　　 ※

b ll．0　　　 △

C－

器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台 外）器受部 ・脚台部 ともヨコナデ。

内）器受部 ケズリ後ナデ。脚台部左方向

のケズリ。

蜜 良好 内外面 とも黄橙色 南條 6

144－12 Ⅳ区

P32

器台 a－
b 6．3　　　 △

C17．9

器受部と脚台部の間が狭い鼓形器台 外）器受部 ～脚台部 ヨコナデ。

内）器受部ナデか。脚台部右方向のケズ

リ。裾部 ヨコナデ。

密 良好 内外面 とも暗黄茶色 脚台部外面にヘ ラ記

日下
米山18

145－1 Ⅳ区

P32

低脚杯 a ll．4
b 4．8 ‘

C 5．5

皿形の杯部を持つ低脚杯。 外）杯部粗い タテ方向の後ヨコナデ。脚

部 ヨコナデ。
内）ゴ不部ナデ。脚部ナデ。

密 良好 内外面 とも暗茶褐色 伊藤 9

145－2 Ⅳ区

P29

低脚杯 a 14．6　　　 ※
b 4．9　　　 △

C－

浅い皿形の杯部 を持つ低脚杯。 外）杯部上半 ヨコナデ。下半タテ方向の

パケ。脚部ヨコナデ。
内）杯部不定方向のヘラミガキ。脚部ナ

デ。

密 良好 内外面 とも暗茶褐色 山本32

145－3

145－4

Ⅳ区

P33

Ⅳ区
P32

低脚杯

低脚杯

a 13．0　　　 ※
b 3．9　　　 △

C－

a12．4
b 3．8　　　 △

C－

浅い皿形の杯部 を有する。

皿形の杯部を持つ低脚杯。

外）杯部上半ヨコ方向のヘラミガキ。下
半 タテ方向のパケ後放射状のヘラミ

ガキ。脚部ナデ。
内）ナデお よびヨコ方向のヘラミガキ。

外）杯部粗いタテ方向のパケ後 ヨコナデ

脚部ヨコナデ。
内）杯部細かなへラ ミガキ。脚部ナデ。

密

密

良好

良好

内外面 とも明茶褐色

内外面 とも暗黄茶褐
色

中原42

内外面痍付着。
伊藤10
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145－5 Ⅳ区
P31

低脚杯 a 11．0　　　 ※
b 3．3　　　 △

C－

浅い皿形の杯部を有する。 外）杯部上半 ヨコナデ。下半 タテ方向の

パケ後ヨコナデ。
内）‘ナデ。

密 良好 内外面 とも明茶褐色 脚部に煤付着。
中原40

145－6 Ⅳ区
P34

低脚杯 a－
b l．9　　　 △

C 5．1

小 さめの脚部のみ残存。 外）ヨコナデ。
内）杯部ナデ。脚部 ヨコナデ。

密 良好 内外面 とも茶褐色 中原38

145－7 Ⅳ区
P32

低脚杯 a－
b 3．15　　 △

C 8．3

大きめの脚部のみ残存。 外）ヨコナデ。指頭庄痕を残す。
内） ヨコナデ。

密 良好 内外面 とも暗黄橙色 南條13

145－8 Ⅳ区
P31

低脚杯 a17．6　　　 ※
b 9．1

C 9．4　　　 ※

碗形の珂こ部 を持つ大形のもの。 外）杯部不定方向のナデの後 ヨコ方向の

ヘラミガキ。脚部ナデ。
内）士不部 タテ方向を中心 とす るへラミガ

キ。脚部ナデ。

密 良好 内外面 とも黄橙色 山根13

145－9 Ⅳ区

P30

低脚杯 a－
b 6．6　　　 △

C－

碗形の杯部 を持つ低脚杯。 外）風化により不詳であるが士不部、脚部
ともナデか。

内）杯部 ケズリの後へ ラミガキを施 しナ

デで仕上げる。脚部ナデ。

密 良坪 内外面 とも明茶橙色 外面一部煤付着。
米山28

14 5－10 Ⅳ区
P29

低脚珂こ a－
b 3 ．6　　　 △

Cll．7

裾の広がる脚部。杯部を全 く欠 く。 外） ヨコナデ。

内）上半右方向ケズリ。下半 ヨコナデ。

蜜 良好 内海面 とも茶褐色 中原27

145－11 Ⅳ区 低脚杯 a－
b 4 ．2　　　 △

C 8．0　　　 △

皿形の杯部を持つ低脚杯。脚部は裾 外）杯部 ・脚部 ともにヨコナデ。 密 良好 内外面 とも黄褐色～ 中原 1

P 33 が大きく広が る。 内）杯部ナデか。脚部ヨコナデ。 黒褐色

145－12 Ⅳ区

P32

低脚士不 a15．4　　　 ※

b 9．7

clO．1　 ・※

碗形の杯部に裾の広がる脚部 を有す

る。

外）杯部上半ナデ。下半 タテ方向のパ ケ
脚部ナデ。指頭庄痕 を残す。

内）杯部ナデ。下半に指頭庄痕。脚部ナ

デ。

密 良好 内外面とも明黄橙色 稲垣 9

145－13 Ⅳ区
P31

低脚杯 a13．4　　　 ※
b 7．1

C 4．1

小 さな脚台を持つ碗形の器形。 外）ナデ。脚台部 に指頭 による貼付け痕

内）ナデ。

密 良好 内外面とも明黄褐色 口縁部に煤付着。

表 3

145－14 Ⅳ区 鉢 alO．6　 ，※ 体部は碗型を呈 し、！短い脚付 を有す 外）体部ナデ。脚部の接合 ヶ所指頭庄痕 密 良好 内外面とも暗黄橙色 畿内系。

P31 b 6．8

C 5．35　　 ※

る。 内）体部ナデ。内面底部 にクモの巣状の

パケの痕跡を残す。

中原46

145－15 Ⅳ区 鉢 a16．1　　 ※ 上下に拡張される口緑部を持 ち下ぶ 外）口緑部2 条の凹線文。体部上半 タテ 密 良好 外）暗茶褐色 中原47

P32 b 6．55　　 △

C－

くれの形態 となるが腰部のあたりで
急に折れる。

ヨコ方向のヘラミガキ。下半左右方
向のケズリ。

内）ロ縁部ヨコナデ。体部パケ。

内）灰茶褐色

145－16 Ⅳ区 鉢 a13．0　　　 ※ 短 く外反した後端部が少 し拡張 され 外）風化により不詳だが口緑部～体部と 密 良好 内外面とも暗黄樺色 外面煤付着。

P31 b 7．7　　　 △

C－

るロ縁部 を持つ。 もナデか。
内）ロ縁部ナデ。頸部よ り下右方向のケ

ズリ。

米山43

145－17 Ⅳ区 鉢 a lO．4　　　 ※ くの字状 に折れる頸部か ら短く外反 外）口縁部ヨコナデ。体部 タテ方向のハ 密 良好 内外面とも明茶褐色 中原31

P31 b 5．9　　　 △

C－

す る口緑部を持つ。 ケ。
内）口縁部ヨコナデ。頚部 より下ケズリ

後ナデ。

145－18 Ⅳ区
P30

鉢 a 12．0　　　 ※
b 4．2　　　 △

C－

短 く外反する口縁部を持つ小形の嚢 風化により不詳だが内外面 ともナデ調整
または鉢。

密 良好 内外面とも暗橙色 外面煤付着。

米山31

145－19 Ⅳ区 鉢 a13．4 底部よ りやや丸みを帯 びて立ち上が 外）口緑部ヨコナデ。体部煤付着 により 密 良好 内外面とも黄褐色 畿内系。
P33 b ll．3 り頚部よりゆるく、 くの字状 に外反 不詳だが ヨコナデか。 外面煤付着。

C 3．4 して終わる。平底を有する。 内）口縁部 ・体部ともにヨコパケ後ナデ 米山 3

145－20 Ⅳ区 鉢 a 9．0　　　 ※ 突出気味の平底 を持つ小形の鉢。口 外）口縁部ヨコナデ。体部粗いナデで指 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 幾内系。

P32 b 7．0 縁部を強くナデることにより稜線が 頭庄痕を残す。 中原12

C 2．3 形成 される。 内）ヨコ方向のパケの後ヨコナデ。

145－21 Ⅳ区 鉢 a 6．6　　　 ※ 外反気味の体部を持ち口縁部はさら 外）手づ くね整形の後ナデ。 密 良好 外）黄橙色 中原 7

P33 b 4．9　　　 △

C ？

に外方へ広が り終わる。 内）ユ ビオサ工を残 し、その後ナデ。 内）灰褐色

145－22 Ⅳ区 鉢 a16 ．9　　　 ※ 平底か ら直線的に開 く体部を持 ち口 外）口縁部ヨコナデ。体部タテ方向の租 密 良好 内外面 とも黒灰褐色 山本43

P30 b11．3

C 6 ．0

緑部 は外反して終わる。 いパケ。底部パケ。
内）上方向の粗いケズリ。

146－1 Ⅳ区 碗 － all．6 直立気味に立ち上がる体部を持つ碗 外）口縁部 ヨコナデ。体部粗いナデ。底 密 良好 内外面 とも茶灰褐色 中原48

P33 b 6．1

C 6．5

全体的に成形 ・調整が粗い。 部ケズ リの痕跡を粗 く残す。
内）体部 ヨコナデ。底部粗いナデ。

146－2 Ⅳ区 碗 a15．6　　　 ※ 平底か ら若干内湾気味に立ち上がる 外）体部ナデ。指頭圧痕を残す。底部ケ 密 良好 外）暗黄橙色 外面一部煤付着。

P 32 b 6．4

C 6．4

体部 を持つ。 ズリ後ナデ。
内）左方向のケズ リ後ナデ。

内）茶褐色 山本42

146－3 Ⅳ区 碗 a18．4 丸底 よりやや内湾しながら立ち上が 外）体部 ヨコナデ。底面ケズリ。 密 良好 内外面 とも茶褐色 外面煤付着。

P 30 b 6．35

C

り口縁部は外反 して終わる。 内）丁寧なナデ。 中原26

146－4 Ⅳ区

P29
P 30

ミニチュ

ア土器

a 5．2　　　 ※

b 5．4

C

張 り出し気味の体部か ら短 く立ち上
がる口縁を持つ小形の壷。

手づ くね成形の後内外面 ともナデ。 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 福田13

146－5 Ⅳ区 ミニチュ a 5．6　　　 ※ 短 く外反する口縁部 を持 ち体部は肩 外）ロ緑部、体部 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも暗黄程色 米山44

P 28 ア土器 b 5．2　　　 △

C－

のあたりが最 も張るが手づ くね整形

であ り一定しない。

内）ロ緑部～体部 ヨコナデ。

146－6 Ⅳ区 ミニチュ a 4．3　　　 ※ 稜線を持つ肩か ら口緑部は直立気味 外）口緑部 ヨコナデ。休部ユ ビオサエ後 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 厨子 4

P29 ア土器 b 4．0

c l．9　　　 ※

に立ち上がる。 ナデ。
内）ナデ。

146－7 Ⅳ区

P30
ミニチュ
ア土器

a
b 4．7　　　 △

C 2 0

ロ縁部 を欠 くが小形の壷形土器。 風化により不詳だが内外面ともナデか。 密 良好 内外面 とも黄橙色 表23

146－8・ Ⅳ区
P33

ミニチュ

ア土器

a 7．0　　　 ※
b 2．55

C－

明瞭な底部を持たない小形の鉢状。 内外面 とも手づくね整形の後ナデ。 密 良好 内外面 とも暗黄灰色 中原33

146－9 Ⅳ区
P29

注口 長 さ　7 ．7　 △
巾　 2 ．1

筒状の注口。 長軸方向のヘラ ミガキ。 密 良好 暗黄灰色 南条21
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図番号 地　 点 器　 種 法量cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎土 焼成 色　　　 調 備　　　 考

146－10 Ⅳ区

P32

注口 長 さ　8．1 △
巾　 2．4

筒状の注口。 長軸方向にヘラミガキの後パケ。 密 良好 暗黄灰褐色 表24

146－11 Ⅳ区

P33

注口 長さ10．4
巾　 3．9

筒状の注口。 長軸方向への面取 り。パ ケ。 密 良好 暗黄橙色 外面煤付着。

福田22

146－12 Ⅳ区

P29

注口 長さ　7．7
巾　 3．3

筒状の注口。 パケ。 密 良好 黄橙色 外面煤付着。
福田20

146－13 Ⅳ区

P34

注ロ 長さ　6．4　△
巾　 2．5

筒状の注口。 パケ。 密 良好 黄橙色 南条23

146－14 Ⅳ区

P 33

把手 長 さ　9．6
巾　 7．3

厚 さ 1．7

環状の把手。 ナデ。 密 良好 暗茶褐色 山本44

146－15 Ⅳ区

P33

ま不 a－
b 2．5　　　 △

C 4．4

柱状高台を持つ杯。脚部のみ残存。 外）脚部ロクロナデ。底部回転糸切 り。
内）杯部ログロナデ。

密 良好 内外面 とも明黄橙色 山本 7

表10．Ⅳ区遺構外出土土器観察表
（a：口径、b：器高、C：底径）

国 番 号 地　 点 器　 種 法 量 q m 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 備　 ′　　 考

1 56 －1 Ⅳ 区 杯 蓋 a 1 2 ．6　　　 ※
b 4 ．9　　　 △

C －

口 縁 部 が 高 く立 ち 上 が る 形 態 の 蓋 。 外 ） 口 縁 部 ロ ク ロ ナ デ 。 天 井 部 へ ラ ケ ズ

リ 。

内 ） ロ ク ロ ナ デ 。

密 良 好 内 外 面 と も 青 灰 色 F 5 1

1 5 6二2 Ⅳ 区 ・ 杯 a 12 ．0　　　 ※ 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が る 杯 部 を 持 ち 口 外 ） 杯 部 ロ グ ロ ナ デ 。 底 部 糸 切 り 。 密 良 好 内 外 面 と も 青 灰 色 稲 垣 3 9

P 2 8 b 4 ．6

C　8 ．4

縁 部 は 外 反 し て 終 わ る 。 内 ） 杯 部 ナ デ 。

1 5 6 －3 Ⅳ a 区 碗 a －
b 3 ．7　　　 △

C －

波 状 口 緑 を 持 つ 青 磁 達 弁 文 碗 。 内 外 面 に 青 磁 粕 を 施 し 、 外 面 に は ク シ 描
達 弁 文 を 施 す 。

密 良 好 内 外 面 と も 淡 緑 色 中 世 陶 磁 器 。

F 4 6

15 6 －4 Ⅳ a 区 杯 a － 広 い 底 部 か ら 直 線 的 に の び る 体 部 を 外 ） 体 部 ロ ク ロ ナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り。 密 や や 不 内 外 面 と も 黄 橙 色 中 世 陶 磁 器 。

b 2 ．4　　　 △

C 6 ．5

持 つ 杯 で あ ろ う 。 内 ） ロ ク ロ ナ デ 。 良 F 4 9

15 6 －5 Ⅳ C 区 皿 a 8 ．6　　　 ※ 広 い 底 部 を 持 ち 口 縁 部 が 大 き く 開 く 外 ） ロ 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 底 部 静 止 糸 切 り。 密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 白 色 近 世 陶 磁 器 。

b l ．8

C 4 ．9

浅 い 小 皿 。 内 ） ヨ コ ナ デ 。 底 部 に ユ ビ オ サ エ 痕 を 一

部 残 す 。

F 4 8

15 6 －6 Ⅳ 区 措 鉢 a 2 8 ．2　　　 ※ ロ 縁 端 部 は 拡 張 さ れ ず 斜 め に カ ッ ト 外 ） ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も 赤 褐 色 備 前 系 陶 器 。

T 34 b 6 ．7　　　 △

C －

さ れ る 。 内 ） ナ デ 。 卸 目 有 り。 米 山 5 0
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表11．Ⅳ区黒褐色粘質土出土土器観察表
（a：口径、b：器高、C：底径）

国 番 号 地　 点 器　 種 法 量 cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎 土 焼 成 色　　　 調 備　　　 考

15 3 －1 Ⅳ 区 ・＝ヒ互E a 1 9 ．5　　　 ※ 大 き く外 反 し な が ら 開 く 口 緑 部 。 端 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 端 部 に 凹 線 文 。 や や 租 良 好 ● 内 外 面 と も暗 茶 褐 色 F 7 6
P 27 b 3 ．1　　 △

C －

部 は 下 垂 す る 。 内 ） 口 緑 部 6 重 圏 の 同 心 円 文 と ク シ 状 工
具 に よ る 刺 突 文 。

15 3 －2 Ⅳ 区 器 台 a － 筒 形 の 脚 部 か ら 裾 の 広 が る 形 態 と な 外 ） 筒 部 ・裾 部 に 凹 線 文 を 施 し た 後 ヨ コ 密 良 好 内 外 面 と も暗 茶 褐 色 F 74
P 2 7 b 7 ．1　　 △

C 13 ．2　　　 ※

る 器 台 。 ナ デ 。
内 ） 左 方 向 の ケ ズ リ 。

15 3 －3 Ⅳ 区 嚢 a 9 ．0　　　 ※ 口 縁 部 は わ ず か に 上 方 へ の び る と と 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 ナ デ か 。 密 良 好 内 外 面 と も黄 橙 色 F 64
P 2 6 b 3 ．9　　　 △ も に 下 垂 す る 。 体 部 上 半 よ り 下 を 欠 内 ） ロ 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 左 方 向 、 黒 褐 色

C － く 。 の ケ ズ リ 。

15 3 －4 Ⅳ 区 士：正 a 6 ．4　　　 ※ く の 字 状 に 折 れ る 口 縁 を 持 ち 休 部 中 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 肩 部 タ テ 方 向 ・体 密 良 好 外 ） 明 灰 茶 褐 色 表 5
P 3 1 b 6 ．8

C

央 に 最 大 幅 を 持 つ 小 形 の 壷 部 ヨ コ 方 向 ・底 部 不 定 方 向 の パ ケ 。
内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 休 部 ナ デ 。

内 ） 橙 茶 褐 色

15 3 －5 Ⅳ 区 ・＝巳．∃互 a － 口 緑 部 ・体 部 下 半 を 欠 く た め 全 体 の 外 ） 風 化 に よ り 不 詳 だ が ヨ コ ナ デ か 。 密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 F 73
P 2 7 b 5 ．0　　　 △

C －

形 状 は 不 明 で あ る が 小 形 の 壷 で あ ろ

つ 。

内 ） ヨ コ ナ デ お よ び 指 頭 庄 痕 を 残 す 。

15 3 －6 Ⅳ a 区 士∃互 a 14 ．8　　　 ※ 頚 部 よ り 直 線 気 味 に 開 く 口 緑 部 。 端 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 外 ） 黄 灰 色 F 4 1
b 5 ．5　　　 △ 部 は 広 く 面 を 形 成 し外 方 へ 張 り 出 す 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 右 方 向 内 ） 灰 褐 色

C － ナ デ の 結 果 で あ ろ う が 外 面 中 央 付 近

に 稜 を 形 成 す る 。

の ケ ズ リ 。

15 3 －7 Ⅳ 区 士互E a 16 ．0　　　 ※ 頚 部 よ り 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 単 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ ・ナ ナ メ 密 良 好 内 外 面 と も 茶 褐 色 F 9 1
P 3 2 b 8 ．5　　　 △ 純 口 縁 を持 つ 。 端 部 に は 平 坦 面 を 形 方 向 の 粗 い パ ケ 。 、 明 茶 褐 色

C － 成 す る 。 体 部 上 半 よ り 下 を 欠 く 。 内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 左 方 向

の ケ ズ リ 。

15 3 －8 Ⅳ 区 ・＝ヒ・互E a 16 ．2　　　 ※ 頚 部 か ら 外 方 へ の び る 単 純 口 緑 を 持 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ ・ ヨ コ 方 密 良 好 内 外 面 と も 黄 橙 色 F 72
P 2 7 b 8 ．2　　　 △

C －

つ 壷 。 体 部 上 半 よ り下 を 欠 く 。 向 の 粗 い パ ケ 。

内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 左 方 向

の ケ ズ リ 。

15 3 －9 Ⅳ 区 襲 a 14 ．2　　　 ※ 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 風 化 に よ り 不 詳 だ が 2 条 の 凹 や や 租 や や 不 内 外 面 と も 灰 黄 色 稲 垣 2
P 24 b 3 ．4　　　 △ 合 口 縁 。 立 ち 上 が り高 は 低 い 。 頚 部 線 文 が 観 察 で き る 。 良

C － よ り下 を 欠 く。 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 左 方 向 の ケ ズ

リ 。

1 5 3－10 Ⅳ 区 喪 a 14 ．2　　　 ※ 口 緑 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 外 ） 黄 灰 色 F 7 1
P 2 7 b 4 ．9　　　 △

C －

合 口 緑 。 端 部 は 面 を 持 た ず 外 反 し な

が ら 終 わ る 。 下 端 は 鋭 く突 出 す る 。
体 部 上 半 よ り下 を 欠 く 。 内 ） 口 縁 部

ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 ケ ズ リ

内 ） 黄 橙 色

1 5 3－11 Ⅳ a 区 襲 a 14 ．0　　　 ※ 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 開 く 複 合 口 縁 外 ） ロ 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 外 ） 黄 橙 色 F 3 8
b 4 ．8　　　 △ 端 部 は 面 を 持 た な い 。 下 端 は 鋭 く突 内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 左 方 向 内 ） 黄 橙 色 、 灰 褐 色

C－ 出 す る 。 体 部 上 半 よ り 下 を 欠 く。 の ケ ズ リ 。

1 53 －1 2 Ⅳ 区 棄 a 14 ．3　　　 ※ ロ 縁 部 は 外 反 し な が ら立 ち 上 が る 複 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 蜜 良 好 外 ） 暗 黄 灰 色 外 面 煤 付 着 。
P 2 6 b 5 ．0　　　 △ 合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 た な い 下 端 は 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 右 方 向 内 ） 黄 橙 色 F 6 3

C － 鋭 く 突 出 す る 。 頚 部 よ り下 を 欠 く 。 の ケ ズ リ 。

1 53 －1 3 Ⅳ 区 棄 a 13 ．5　　　 ※ 口 緑 部 は 外 反 し な‘が ら立 ち 上 が る 複 外 ） 風 化 に よ り不 明 だ が 口 縁 部 ・体 部 と 密 良 好 外 ） 淡 黄 橙 色 F 6 2
P 2 5 b 6 ．1　　 △ 合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 た な い 。 下 端 も ヨ コ ナ デ か 。 内 ） 淡 黄 灰 色

C － は 鋭 く突 出 す る 。 体 部 上 半 よ り下 を
欠 く 。

内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り下 右 方 向

の ケ ズ リ 。

1 53 －1 4 Ⅳ 区 襲 a 14 ．0　　　 ※ 口 縁 部 は 外 反 し な が ら立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も 黄 茶 色 F 7 7
P 2 8 b ‾4 ．0　　 △ 合 口 緑 。 端 部 は 面 を 持 た な い 。 下 端 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 右 方 向

C － は 鋭 く突 出 す る 。 頚 部 よ り 下 を 欠 く の ケ ズ リ。

1 53 －1 5 Ⅳ a 区 襲 a 1 2 ．4　　　 ※ 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 休 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 外 ） 黄 褐 色 F 3 7
b 5 ．0　　　 △ 合 口 縁 。 端 部 に 面 を 持 ち 、 下 端 は 鈍 ケ 後 ヨ コ ナ デ 。 内 ） 黄 橙 色

C － く突 出 す る 。 頚 部 よ り下 を 欠 く。 内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 右 方 向

の ケ ズ リ。

1 53 －1 6 Ⅳ a 区 嚢 a 14 ．1　　　 ※

b 3 ．7　　　 △

C－

口 緑 部 は 外 反 し な が ら 開 く 複 合 口 緑
端 部 に は 面 を形 成 す る 。 下 端 は 鋭 く

突 出 す る 。 頸 部 よ り 下 を 欠 く 。

内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も 灰 褐 色 F 3 9

1 53 －1 7 Ⅳ a 区 嚢 a 16 ．2　　　 ※

b 5 ．1　　 △

C－

口 縁 部 は 外 反 し な が ら立 ち 上 が る 複
合 口 縁 。 端 部 に 面 を 持 ち 下 端 は 鈍 く

突 出 す る 。 頚 部 よ り 下 を 欠 く 。

内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 内 外 面 と も 黄 褐 色 F 4 0

15 4 －1 Ⅳ 区 嚢 a2 6 ．0　　　 ※ 口 縁 部 は 外 反 し な が ら 立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 風 化 に よ り不 密 良 好 内 外 面 と も 暗 黄 橙 色 外 面 煤 付 着 。
P 2 7 b 22 ．0　　　 △ 合 口 縁 。 端 部 は 面 を 持 ち 下 端 は 鋭 く 詳 だ が ナ デ か 。 肩 部 に ク シ 描 波 状 文 山 根 16

C － 突 出 す る 。 休 部 の 張 る 大 形 の 嚢 。 を 2 段 に 入 れ そ の 間 に 直 線 文 を 施 す
内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 左 右 方

向 の ケ ズ リ 。

15 4 －2 Ⅳ 区 棄 a 14 ．7 口 縁 部 は 外 反 し な が ら立 ち 上 が る 複 外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ 方 向 の ハ 密 良 好 内 外 面 と も 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。
P 3 2 ‘ b l l ．7　　　 △ 合 口 緑 。 端 部 は 面 を 持 ち 下 端 は 鋭 く ケ 。 肩 部 に ク シ 描 直 線 文 と 波 状 文 。 米 山 16

C－ 突 出 す る 。 休 部 上 半 よ り下 を 欠 く 。 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 右 方 向

の ケ ズ リ。

1 5 4 －3 Ⅳ 区 棄 a2 6 ．9　　　 ※ ロ 縁 部 は 外 反 し な が ら立 ち 上 が る 複 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 密 良 好 外 ） 黄 橙 色 外 面 煤 付 着 。
P 2 6 b 8 ．8　　　 △ 合 口 縁 。 端 部 は わ ず か に 外 に 張 り 面 内 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 右 方 向 内 ） 黄 灰 色 F 6 5

C－ を 持 つ 。 下 端 は 鋭 く 突 出 す る 。 頚 部
よ り 下 を 欠 く 。

の ケ ズ リ。

1 5 4 －4

1 5 4 －5

1 5 4 －6

Ⅳ 区 棄

嚢

嚢

a 12 ．6　　　 ※ 口 縁 部 は 退 化 し た 複 合 口 緑 で 体 部 は 外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 休 部 タ テ ・ナ ナ メ 密

密

密

良 好

良 好

良 好

外 ） 暗 茶 褐 色 外 面 煤 付 着 。
P 3 1 b ll ．1　　 △

C－

大 き く張 る 。 体 部 下 半 を 欠 く。 方 向 の パ ケ 。

内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 左 方 向 の ケ ズ
リ

内 ） 暗 灰 褐 色 稲 垣 4 0

Ⅳ 区 a 14 ．6　　　 ※ 口 緑 部 は 退 化 した 複 合 口 縁 。 肩 部 よ
⊂〉

外 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 体 部 タ テ ・ヨ コ 方 内 外 面 と も 黄 灰 色

口 縁 部 外 面 （暗 褐 色 ）

外 面 煤 付 着 。
P 3 1 b 7 ．2　 ．△

C－

り下 を 欠 く 。 向 の パ ケ 。
内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 よ り 下 右 方 向

の ケ ズ リ

稲 垣 3 8

Ⅳ 区 a 12 ．6　　　 ※ 口 縁 部 は 内 傾 し な が ら 立 ち 上 が る 複
0

外 ） 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 稲 垣 1
P 2 6 b 5 ．5　　　 △

C一

合 口 縁 。 端 部 に 平 坦 面 を 持 つ 。 下 端

は 鋭 く突 出 す る　 頸 部 よ り 下 を 欠 く

内 ） 口 緑 部 ヨ コ ナ デ 。 を 除 き 黄 橙 色

1 5 4 －7 Ⅳ a 区 襲 a 16 ．2　　　 ※

b l ．9　　　 △

C －

　ヽ　　　　　　　○　＝　口

外 反 し た 後 端 部 が 立 ち 上 が る 口 緑 。 内 外 面 と も 風 化 の た め 不 明 。 密 良 好 内 外 面 と も橙 褐 色 吉 備 系 。

F 5 8
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国番号 地　 点 器　 種 法量cm 形　 態　 状　 の　 特　 徴 手　 法　 状　 の　 特　 徴 胎土 焼成 色　　　 調 備　　　 考

154－8 Ⅳ区

P25

士互E a－
b 4 ．9　　　 △

C 8 ．2　　　 ※

平底 を有する壷。底部より立ち上が

った後大きく外反する体部 となる。

内外面 とも風化により不明。 密 良好か 内外面 とも黄橙色 山本 5

154－9 Ⅳ区 襲 a－ 突出する平底を有する聾。底部のみ 外）右上が りタタキ。 密 良好 外）黄橙色 畿内系。

P 25 b　2 ．1　　 △

C 3 ．6

残存。 内）風化により不詳 だがナデか。 内）黄灰色 清水12

155－1 Ⅳ区 高杯 a－ 筒形の脚部 を持ち杯部は外反 した後 外）ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも淡橙色 F61
P25 b 4 ．0　　　 △

C－

屈曲してさらにのびる。口縁部 を除
く杯部のみ残存。

内）ヨコナデ。

155－2 Ⅳ区
P 26

高杯 a一
b ．2 ．7　　 △

C－

脚部 とロ縁部を欠く高杯の杯部。 内外面とも風化によ り不明。 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 F66

155－3 Ⅳ区

P27

高杯 a14 ．0　　　 ※

b 5．0　　　 △

C－

碗形の杯部 を持つ高杯。脚部を欠 く 内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面 とも明黄橙色 内外面に赤色塗彩。

F70

155－4 Ⅳ区 高杯 a－ 裾の広がる高杯で杯部を欠 くが碗形 外）杯部～脚部ナデ。 密 良好 内外面 とも黄橙色 F 86
P31’ b 8 ．8　　　 △ を呈するもの と思われる。裾部の広 内）杯部放射状のヘラミガキ。脚部 きつ 、黒灰色

clO ．3　　　 ※ が りは直線的である。 めのナデ。

155－5 Ⅳ区 高年 a－ 筒状の脚部か ら裾が大きく広が る高 外）筒部 タテ方向のヘ ラミガキ。裾部ナ 密 良好 外）明灰茶褐色 山本16

P 31 b 7 ．5　　　 △ 杯。杯部を欠 く。 3 方向に透かし穴 デ。 内）暗灰褐色

C12 ．0 がある。 内）ケズリ。

155－6 Ⅳ区 高杯 a－　 1 筒状の脚部で、裾が大きく広が る。 外）風化により不詳だが一部へラミガキ 密 良好 内外面 とも暗黄橙色 表 1

P 31 － b 6 ．5　　 △

Cll．1

3 つの透かし穴を持つ。 か。
内）脚部ケズリ。裾部パケ。

155－7 Ⅳ区 高杯 a－ 筒状 にのびる脚部。裾部 は大きく広 外）立ち上がり部分全周にわた りタテ方 密 良好 内外面 とも黄橙色 山本 8

P25 b 6 ．2　　　 △

C 9 ．3　　　 ※

が り3 カ所 に突坑が認められる。 向に13枚の面取 りわ行 う。わずかに

ナナメ方向のヘラミガキ。裾部風化

のため不明。
内）風化によ り不明。

155－8 r Ⅳ区

P28

高杯 a－
b 6．8　　　 △

C 9．0　　　 ※

裾の広がる脚部を持つ高杯。杯部を
欠 く。脚部の 3 方 に透かし穴を持つ

内外面とも風化によ り不明。 密 良好 内外面 とも黄橙色 F78

155－9 Ⅳ区

P31

高杯 a－
b 4 ．4　　　 △

clO．1　　 ※

裾部が大 きく開 く高杯の脚部。6 つ

の透か し穴がある。

内外面とも風化 によ り不明。 密 良好 内外面 とも明茶灰色 表 6

155－10 Ⅳ区 低脚杯 a11．4　　　 ※ やや内湾気味に開 くj不部を持つ。脚 外）杯部 ・脚部 ともヨコナデ。 密 良好 内外面 とも黄橙色 F81
P29 b 5．3

C 4．4　　　 ※

部は小 さい。 内）杯部 タテ ・ナナメ方向のヘラ ミガキ

脚部ナデ。

155－11 Ⅳa区 低脚j不 a－
b l．9　　　 △

C　6．5

大 きく外へ 開く、浅い脚部。 外） ヨコナデ。
内） ヨコナデ。

密 良好 外）明茶褐色
内）橙褐色

F42

155－12 Ⅳ区

P27

低脚杯 a－
b 2．9　　　 △

C　6．0

裾広が りの脚部を持つ低脚杯。杯部
を欠く。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面 とも黄橙色 F 75

155－13 Ⅳ区

P31

注口 長 さ　7．3
巾　 3．3

筒状 の注口。 風化により不詳だがパケ調整か。 密 良好 暗茶褐色 福田21

155－14 Ⅳ区

P31

注口 長 さ　8．0　△
巾　 2．5

筒状の注口。 風化により不明。 密 良好 暗黄橙色 南條12

155－15 Ⅳ区
P26

把手 a－
b 5．8
厚さ 4．5

体部 より短 く立ち上がる牛角状の把
手。

エ ビオサエおよびナデ。 密 良好 明黄橙色 F67

155－16 Ⅳ区
P28

把手 a－
b 3．8　　　 △
厚 さ 1．95

体部か ら短 く立ち上がる牛角状の把
手。

ナデおよびエビオサエ。 密 良料 黒褐色、茶褐色 F 79

155－17 Ⅳ区
P26

把手 a－
b 7．8　　　 △
厚 さ　4．0

扇平な輪状の把手。 風化により不明だがナデか。 密 良好 黄灰色 F 68

155－18 Ⅳ区 杯 a12．2 平底から内湾気味 に立ち上がる浅め 外）風化 により不明。 密 ・ 良好 内外面 とも黄灰色 米山 7
P27 b 5．4

C　5．0

の杯。 内） ヨコナデ。

155－19 Ⅳ区 杯 a18．05 口径に比 して器高が低めの杯。体部 外）体部ヨコ方向のヘ ラミガキ。底部不 密 良好 内外面 とも赤褐色 内外 面 と も赤 色 塗
P26 b 5．65 まやや内湾気味に立ち上が り口縁部 走方向のヘ ラミガキ。 彩。

C まわずかに外反 して終わる。 内） ヨコ方向のヘラ ミガキ。 伊藤 5

155－20 Ⅳ区 杯蓋 a一 須恵器杯蓋の破片。 外） ロクロナデ。 密 良好 外）暗青灰色 ヘラ記号有 り。

P26 b 2．4　　　 △

C－

内）ロクロナデ。 内）明青灰色 F69

155－21 Ⅳ区 料
a－ 内湾 しながら立ち上がる体部 を持つ 外）体部ヨコナデ。底部回転糸切 り。 密 良好 内外面 とも暗青灰色 F80

P29 b 3．1　　 △

C　7．2

杯。口緑部を欠 く。 内）ロクロナデ。

155－22 Ⅳ区

P26

杯か a－
b l．8　　　 △

C 7．4　　　 ※

高台を有する杯。底部のみ残存。 外）ロクロナデ。

内）ナデか。

やや租 良好 内外面 とも青灰色 稲垣 5
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表12．I～Ⅳ区出土木製品観察表

国番 号 地　 点 種　 別 法 量cm 素 材 ・装 飾 備　　 考

85－1 Ⅲ区 杭 a18．2　　　 △ 白木 先 端 焦 げて い る。

SK22 b 3．8

C 2．4

FlO

8 5－2 Ⅲ区 杭 a34．0　　　 △ 白木 先 端 焦 げて い る。

SCOl b 5．7

C　5．1

F15

8 5－3 Ⅲ区 杭 a3 1．4　　　 △ 白木 先 端 焦 げて い る。

SCOl b 4．0

C 3．0

F21

8 5－4 Ⅲ区 杭 a47．7 白 木 先 端 付近 部 分 的 に

SCOl b 6．5

C 5．3

焦 げ て い る。

F16

85－5 Ⅲ区

SCOl

杭 a30 ．0　　　 △
b 6 ．5

C　5 ．2

白木 F19

85－6 Ⅲ 区 杭 a38 ．8　　　 △ 白 木 先 端 焦 げ てい る。

SCOl b 5．0

C 5．3

F 17

8 5－7 Ⅲ 区 杭 a47．9 白 木 先 端 焦 げ てい る。

SCO l b 5．0

C 4 ．2

F 18

8 5－8 Ⅲ区 杭 a30．3　　　 △ 白木 先端 焦 げ てい る 。

SCOl b 4．5

C 4．1

F20

14 7－1 Ⅳ区 ・P34 不 明 a 7．5　　　 △ 白木 鉄状
黒 褐 色腐 植土 b 1．0

C O．75

両側 面 に 溝 あ り。

F 8

147－2 Ⅳ区 ・P33 不 明 all．0　　　 △ 白木 一端 焦 げ て いる 。
黒 褐 色腐 植 土 b l．0

C 6．8

Fll

14 7－3 Ⅳ区 ・P33
黒 褐 色腐 植 土

不 明 a25．0

b l．8

C l．7

白木 F12

14 7－4 Ⅳ区 ・P33
黒 褐 色腐 植 土

板 状 木製 品 a32．5　　　 △

b ll．0

C l．6

白木 F3

147－5 Ⅳ区 ・P33
黒 褐 色腐 植 土

板 状木 製 品 a35．0　　　 △

b 11．4

C l．8

白木 F2

（a：長さ、b：最大幅、C：厚さ）

図 番 号 地　 点 種　 別 法 量 cm 素 材 ・装 飾 備　　 考

14 7 －6 Ⅳ 区 ・P 33 板 状 木 製 品 l
a 1 6 ．5　　　 △ 白 木 容 器 の 蓋 ま た は 底

黒 褐 色 腐 植 土 b 1 2 ．4　　　 △

C 1 ．0

か 。 端 面 に 焦 げ た
跡 あ り。 F 7

14 8 －1 Ⅳ 区 ・P 33 板 状 木 製 品 a 1 6 ．0　　　 △ 白 木 容 器 の 蓋 ま た は 底
黒 褐 色 腐 植 土 b 2 6 ．0

C O ・．8

か 。 一 部 焦 げ あ り
F l

14 8 －2 Ⅳ 区 ・P 34 板 状 木 製 品 a 1 8 ．4　　　 △ 白 木 ・漆 塗 布 か 容 器 の 蓋 ま た は 底
黒 褐 色 腐 植 土 b 1 3 ．6　　　 △

C O ．6

か 。 14 C 測 定 試 料

F 4

14 8 －3 Ⅳ 区 ・P 3 3 棒 状 木 製 品 a 2 2 ．5 白 木 14 C 測 定 試 料 。
黒 褐 色 腐 植 土 b 3 ．0

C　2 ．2

F 5

14 8 －4 Ⅳ 区 ・P 3 3 棒 状 木 製 品 a 1 7 ．5 白 木 一 部 焦 げ て い る 。
黒 褐 色 腐 植 土 b 3 ．5

C 2 ．8

14 C 測 定 試 料 。

F 6

14 9 －1 Ⅳ 区 ・P 3 3 板 状 木 製 品 a 4 1 ．5 白 木 建 築 部 材 か 。 全 体

黒 褐 色 腐 植 土 b 5 ．3

c l ．2

に 焦 げ た 跡 を 残 す

F 13

14 9 －2 Ⅳ 区 ・P 3 3
黒 褐 色 腐 植 土

板 状 木 製 品 a 5 0 ．8　　　 △
b 4 ．0

C l ．8

白 木 F 14

1 4 9 －3 Ⅳ 区 ・P 3 1 板 状 木 製 品 a 6 4 ．2　　　 △ 白 木 部 分 的 に 焦 げ て い
黒 褐 色 腐 植 土 b 9 ．2

C　2 ．7

る 。
F 22

1 5 0 －1 Ⅳ 区 ・P 3 4
黒 褐 色 腐 植 土

板 状 木 製 品 a 6 5 ．7　　　 △

b 18 ．7

C 3 ．2

白 木 F 25

1 5 0 －2 Ⅳ 区 ・P 3 3 板 状 木 製 品 a 9 0 ．3　　　 △ 白 木 一 部 焦 げ て お り 、
黒 褐 色 腐 植 土 b 6 ．5

C 2 ．5

そ こ に 工 具 痕 あ り

F 2 3

1 5 0 －3 Ⅳ 区 ・P 3 4 棒 状 木 製 品 a 12 0 ．0　　 △ 白 木 部 分 的 に 焦 げ て い
黒 褐 色 腐 植 土 b 9 ．0

C 3 ．5

る 。
F 24

1 5 7 Ⅳ 区 ・P 2 5
黒 褐 色 腐 植 土

不 明 a2 1 ．8　　　 △

b 5 ．0

C 2 ．2

白 木 F 9

表13．I～Ⅳ区出土石製晶・鉄製品観察表

国番 号 地　 点 種　 別 石　 材 法量 cm 備　　 考

38－1 I 区 砥 石 石 英 粗面 岩 a17．5　　　 △ 砥 石面 は 全面 にわ
SKlO b 6．4

C 3．5

た る。

F18

3 8－2 I 区 ・F5
茶 褐 色粘 質 土

打 製 石斧 石 英 安 山岩 a 9．9　　　 △
b 8．1

C　3．0

F1 5

3 8－3 I 区 ・E5
茶 褐 色粘 質 土

石 包 丁 砂 質 千枚 岩 a 6．8

b 4．0

C O．8

F1 6

3 8－4 I 区 ・D9 砥 石 石英 粗 面岩 all．6 砥 石 面 は 1 面。
暗茶 褐 色粘 質

土

b 7．3

C　5．0

F1 4

66－3 Ⅱ区 楔 形 石 器 黒曜 石 a 3．9 稜 辺 つぶ れ 。

SD1 7 b 2．5

C l．7

F4

66－4 Ⅱ区
自然 河 川01

ス ク レイ パー 黒曜 石 a 3．4

b 4．2

C l．4

Fl

66－5 Ⅱ区 ・Q20 楔 形 石 器 黒曜 石 a l．7 稜 辺 つぶ れ 。
遺構 外 b 2．1

C O．55

F 2

66－6 Ⅱ区 ・P 19 楔 形 石 器 黒曜 石 a 2．2 上 下 両端 つ ぶ れ。
遺構 外 b l．8

c O．8

F3

66－7 Ⅱ区
遣構 外

石包 丁 泥 質粘 板岩 a 6．2　　　 △
b 5．1

c　O．8

Fl O

66－8 Ⅱ区 ・P 19 磨 製石 斧 玄武 岩 質安 山 a 9．8　　　 △ 太 型 蛤 刃石 斧 。

遺構 外 岩 ’ b 6．2

C 4．7

F4

15 1－1 Ⅳ 区 ・P 33
黒褐 色 腐 植土

勾玉 璃璃 a 2．3
b 2．0

C O．8

F1 2

（a：長さ、b：最大幅、C：厚さ）

図 番 号 地　 点 種　 別 石　 材 法 量 cm 備　　 考

15 1 －2 Ⅳ 区 ・P 2 8 ス ク レ イ パ ー 花 崗 岩 質 ア ブ a 3 ．8 横 形 削 器 。
黒 褐 色 腐 植 土 ラ イ ト b 6 ．8

C　O ．7

F l l

15 1 －3 Ⅳ 区 ・P 2 8
黒 褐 色 腐 植 土

石 会垂 石 英 安 山 岩 a 6 ．1
b 5 ．4

C 4 ．9

F 8

15 1 －4 Ⅳ 区 ・P 3 1 打 製 石 斧 板 状 安 山 岩 a l O ．5　　　 △ 刃 部 磨 滅 。
黒 褐 色 腐 植 土 b 7 ．2

C 2 ．4

F 7

15 1－5 Ⅳ 区 ・P 33
黒 褐 色 腐 植 土

磨 製 石 斧 閃 緑 岩 a lO ．5　　　 △
b 5 ．6

C 4 ．0

F 5

15 1－6 Ⅳ 区 ・P 33 砥 石 花 崗 岩 質 ア ブ a 5 ．2 砥 石 面 は 全 面 に わ
黒 褐 色 腐 植 土 ラ イ ト b 3 ．5

C l ．1

た る 。

F 9

15 2 －1 Ⅳ 区 ・P 3 2 砥 石 花 崗 岩 質 ア ブ a 3 3 ．7 砥 石 面 は 全 面 に わ
黒 褐 色 腐 植 土 ラ イ ト b 1 5 ．9

C 8 ．9

た る 。

F 1 3

15 2 －2 Ⅳ 区 ・P 3 2 砥 石 流 紋 岩 a 19 ．1 砥 石 面 は 全 面 に わ
黒 褐 色 腐 植 土 b 8 ．6

C　7 ．6

た る 。

F 1 7

15 2 －3 Ⅳ 区 ・P 29 砥 云 石 英 安 山 岩 a 11 ．0 砥 石 面 1 両 。
黒 褐 色 腐 植 土 b 8 ．8

C 4 ．0

F 6

6 6 －1 Ⅱ 区

S D 17

鉄 津 a 5 ．0
b 3 ．9

C l ．6

F 11

6 6 －2
Ⅱ 直

S D 1 7

鉄 淳 ‘ a 5 ．0
b 3 ．3

C　2 ．8

F 12 ．

－162－




